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      「あなたは、隠しちゃいけませんよ。黄夫人の手は墓を露あばいたが無いんですから！」



　　　大おお泉いずみ黒こく石せき『黄夫人の手』

　　　（創元推理文庫　日本怪奇小説傑作集Ⅰ　所収）



    

  
    
      


　　序　幕Prologue





「兄さま、このお皿とお茶器はこちらでいいんですの？」

「うん、そこでいいよ、その新聞紙の上に並べておいて」

　せっせとレモンオイルをつけた布でマホガニーの棚板を拭ふきながら、跡あと部べ遼りよう太た郎ろうは首だけ後ろに向けて、義理の妹に笑いかけた。

「磨き粉と布はある？　すまないね、こっちが終わったら僕もやるから、和かず音ねはあまり無理しなくていいんだよ」

「いいんです。寝ていると退屈ですし、ずいぶん、気分もよくなりましたから」

　陽光あふれる居間の床にクッションを敷いて座りこんだ和音は、にっこり笑って、ベルベットの端は切ぎれと、銀磨き粉の缶を手に取った。

　ドアが開いて、シシィがちょこんと黒髪の小さい頭をのぞかせた。

「あれー、かずねちゃんとりょーたろー、なにしてるのー？　シシィもやるー」

「あ、シシィ、君はね……」遼太郎はあわてた。

「まあ、シシィちゃん、じゃあわたしのお仕事を手伝ってくれるかしら」

　ちょこちょこと入ってきたシシィがほかのことに手を出すより先に、和音がさっと童女を膝ひざの上に抱きあげてしまった。

「ほら、この布に、こうこのお粉をちょっとつけて、この銀の食器やスプーンやフォークを磨くんですよ。ナイフやフォークはとがっていて危ないから、シシィちゃんにはこちらの、小さいスプーンやトレイをお願いしましょうね」

「わーい、やったー。シシィのおしごとー」

　ばんざいしたシシィはすっかりおままごと気分で、手に合わせた小さめの端切れを手に、熱心に銀器磨きに取りかかりはじめた。

　いつもシシィの身辺を離れない小鳥のリトルが、ぴかぴかの銀器に映った自分の姿に不思議そうに小首をかしげている。飾り棚をかたづけて、引き出しのマホガニーと真しん鍮ちゆうに磨きをかけている最中だった遼太郎は、仲良くせっせと仕事をしている二人を見て、ほほえましさ半分、安あん堵ど半分の微笑を、そっと洩もらした。

　あの悪夢のような事件、女吸血鬼マダム・ニュイの一件から、早くも半月。

　しばらく寝ついていた和音も先週あたりから起きられるようになって、庭を歩いたり、シシィのお人形遊びにつきあったりするくらいなら支障もなくなってきた。

　ただ、まだ人の多い中に出るのは少し気き後おくれが残るということと、体力がまだ完全ではないこともあって、あまり出かけることはない。

　かわりに家で、つまりこの女魔術師〈パラケルススの娘〉、クリスティーナ・モンフォーコンの私邸で、従僕という名の下男を務めている義兄の遼りよう太た郎ろうの仕事を手伝う、ということが多くなっている。もともと家事が好きで器用な和かず音ねは、外へ出てにぎやかな街を見てまわるより、こうして家で小さいシシィの相手をしたり、兄と二人でちょっとした仕事をこなすほうが楽しいらしい。

　なにより、兄と二人、というところがうれしいらしく、積極的にこうして毎日山とある仕事を肩代わりしてくれる。遼太郎としては和音が笑っていてくれてほっとする半面、少しばかりかわいそうな気もするのだった。特に、気が強くてわがままなもう一人のこの家の逗とう留りゆう客、婚約者の美み弥や子このことを考えると。

　今日の美弥子はクリスティーナといっしょに、友人のグリムズビー伯はく爵しやく夫人ヘレンに連れられて、ドルリー・レーン劇場へ「オセロ」の昼公演マチネーを観みに行った。

　伯爵夫人はちゃんと和音と遼太郎の分も手配してくれていたのだが、人ひと混ごみにはまだ出ないほうがいいだろう、という医師の診み立たてと、それでは僕も残ります、という遼太郎の判断のもと、三人（レギーネを連れて、四人）の出発となった。出かける時妙にふくれていた美弥子が思いきり遼太郎のすねを蹴け飛とばしていった理由は、永遠の謎なぞである。

　和音とシシィがきゃっきゃっと楽しげに笑っている声を聞きながら、遼太郎は飾り棚の手入れを終えて、マントルピースの掃除に移った。

　灰を掻かきだし、新しい薪まきを積みあげて新聞紙をねじってたきつけの用意をし、火格子を磨いて、すすや焦げつきをこすり落とす。

　すっかり手慣れたよなあ、としみじみ思わずにはいられない。

　ここに来た当初はやり方もわからず、まわりは灰だらけになるわ自分は灰に加えてすすまみれだわとさんざんな目にあったが、今では鼻歌まじりにこなせるのだから、なんといっても慣れは凄すごい。

　……最初に英国に来た目的のはずの、魔術あるいは呪じゆ力りよくの修行、とやらには全然まったくなんの役にも立たないが。

　暖炉の中の掃除を終えて、マントルピースの上に移る。さまざまな小さな記念品や、古びた絵はがきや、雑多な小物が並んでいるなかで、ふと目が止まった。

　セピア色に色あせた、一枚の古い写真。

　遼太郎は掃除の手を休めて、その写真立てをとりおろした。金色の額におさめられたそれには、今と寸分たがわぬ姿のクリスティーナと、ひとりの、ほっそりした日本人の少女の姿が写っている。

　立っているクリスティーナの隣で、大きすぎる椅い子すに身を固くして座りこみ、両手を膝ひざにそろえている、十五、六の少女。

　色彩はないのでわからないが、おそらく白い浄じよう衣えに緋ひの袴はかまと思われる巫み女こ装束をまとって、細い肩をすくめるようにして、カメラのレンズを見つめていた。

　長い黒髪を背に流し、巫女袴の上に手をそろえた彼女はひどくかぼそく、年相応で、心細げだった。まるで迷子の子供のように、今にも消え入りそうに見えた。

　なんだか、哀かなしそうな顔だ、と遼りよう太た郎ろうは思った。

　そんなことを思ったのははじめてだった。なぜならその写真は、（クリスティーナの言葉を信じるならば）およそ半世紀も前、クリスティーナが日本で友人になったという、遼太郎の祖母にして跡あと部べ家の現当主、跡部たか女めの若いころの姿だと聞いているからだ。

　遼太郎の知るかぎりでは、哀しいとか、寂しいとか、そのような言葉ほどあの祖母に似合わないものはなかった。むしろそのような惰だ弱じやくな感情は、くだらぬ、唾だ棄きすべきものだと考えているように、思われてならなかった。

　ほんとうにこれが、あの祖母と同じ人物なのだろうか。

　以前なら、そんなことがあるはずはない、とむきになって否定したかもしれない。少なくとも、ここに来たばかりのころの遼太郎はそうだった。

　だが今こうして見なおしてみたとき、もしかしたらこれも、あるいはこれこそが、あの厳しい祖母のほんとうの顔なのかもしれない、という考えがちらと頭をかすめた。前には一度も浮かばなかった考えだったが、それは不思議と遼太郎の心をとらえた。

　セピア色の画えのなかで動かない、若い祖母の写真を手に、遼太郎はじっと考えこんだ。



    

  
    
      


　　第一幕　月と女、少女と天使angel





　　　１



　――ふと視線を上げた瞬間、それは、啓示のように櫻さくら井い忍しのぶの目のなかに落ちてきたのだった。

　明るい月夜だった。いつものように、勤め先の馬ば車しや道みち通りの下しも柳やなぎ写真館で、一日写真の彩色だの、重い写真機の運搬だの、銀盤磨きだの薬剤の調合だのに追い使われたあとで、疲れていたのは確かなのだ。それでもその光景は、疲れのあまりの目の錯さつ覚かくとは、とうてい信じられないしろものだった。

　まず目に映じたのは、大きくなびく黒い翼のような長い外がい套とうだった。

　異人、つまりいま彼が、写真館や、仕事でよく行く山やま下したの外国人居留地でほぼ毎日相手にしているような外国の人間は、それをマントと呼んだり、インヴァネスと呼んだりするのだと、あとで知った。まるでそれは、黒い大きな翼のように、くろぐろと明月の前をよぎって、はためいていた。

　それから、まばゆいばかりの金色の流れ。

　髪だ、とわかったのは、彗すい星せいのように流れうねるそのゆたかな輝きの先に、目をみはるほど美しい、小さな顔があったからだ。

　遠すぎて、細かいところまではとうてい見てとることはできなかったが、豪ごう奢しやな金の輝きと、高い帽子のつばを片手でちょっと傾けて抑えた手の、気き障ざなほど優ゆう雅がなしぐさが想像を簡単にした。

　片手に提さげた細い杖つえの頭に、夜目にも赤く燃える大きな石がちらりと光った。まるで重さのない幻まぼろしのように家々の屋根にひっそりと足を止めている。

　黒いインヴァネスをひるがえし、金の髪をなびかせたその人物は、すらりとした脚あしの形を一瞬見せると、また、音もなく跳ちよう躍やくした。

「あ、ま、待て！」

　声を出したところで届くはずもなかったのだが、思わずそう叫んで二、三歩足を踏み出した忍しのぶは、再びぎょっとしてその場に凍りついた。

　金髪をなびかせた謎なぞの影のあとから、さらに驚くべきものが姿を見せたのだった。銀色にきらきらと輝く、ほっそりとした少女の姿。

　その少女の背には、正真正銘の翼があった。

　しかも鳥のような羽毛のそれではなく、月光をまばゆく弾はじく、銀色の金属の翼だ。

　繊せん細さいな部品がしゃらしゃらと鳴る音がここまで聞こえるようだった。少女の髪はすなおに長く、翼と同じくまばゆい銀色。

　西洋の女使用人たちが身につけている、黒いお仕し着きせに純白の前掛けをかさねて、先を行く金髪の人物に付き従うように、大きく翼を羽ばたかせる。

　おそらく、全部で二、三呼吸のあいだだったのに違いない。それでも、忍にとんでもない衝撃を与えるには十分だった。

「待ってくれ」

　腑ふ抜ぬけたように呟つぶやいて、空を見あげる。

　金と銀の幻は夢のように消えて、あとには明るい満月が、家々の屋根の波をなにごともなく照らしているばかりだった。





「そいつぁおめえ、夢を見たのに違いねえさ」

『横よこ浜はま居留地初にして、随ずい一いちの写真家』を自認する忍の雇い主兼師匠、下しも柳やなぎ蓮れん泉せんは、そう言って、弟子の話を笑い飛ばした。

　そうだそうだ、とほかの弟子たちも唱和する。あからさまにおもしろ半分で、にやにやしているものもいる。

　なにしろ、このいちばん年下のしたっぱの、野次馬精神おう盛なことは天下に随一なのだ。火事の半はん鐘しようが鳴ればまっ先に駆けだすのは櫻さくら井い、表で喧けん嘩かが起こったとなれば首をつっこみに行くのも櫻さくら井い、それでとばっちりを食ってあざをこしらえて戻ってくるのもいつも櫻井とくれば、それくらいの扱いもされるだろう。

「そうでしょうか」

　当人の忍しのぶは口をとがらせた。

　野次馬根性おう盛なのは認めるが、実際に見たものは見たのだから仕方がない。

　だいたい、自分で首をつっこんだのではなくて、ふと顔をあげたら見えたのだから仕方がないじゃないか、と普段の自分のおこないを棚にあげてぶつぶつ言う。写真撮影のために付いていく洋館で、異人のレイディに「チャイナ・ドール」、陶器のお人形とくすくす笑いながら評される、色白の幼い顔が憎い。

　異人館に出入りするために、先月髷まげを切り落とし、異人のような短い髪にしたばかりだ。師の蓮れん泉せんときたら、下働きの「チャイナ・ドール」がご婦人に人気と見てとると、さっそく彼女たちの好みに合うように、白いシャツに、なにやら袖そでのない上着、折り目の入った細い袴はかま（ずぼん、と言うらしいが）と、すっかり西洋風の衣服に着替えさせてしまった。おかげでふっくらした童顔が、よけい童顔に見える。

　これでも十八、来月には十九になるというのに、仕事仲間の皆ときたら、主あるじにならっていちばん年下でしたっぱの忍を、そのへんの鼻ったらしと同列に考えているのがほとんどだ。忍は恨うらめしい思いで食いさがった。

「だって、酒に酔ってたわけでもないんですよ、俺は。館たて岡おかさんじゃあるまいし、そりゃあ少しばかり、呑のまされはしましたし、酔ってましたけど、でも」

「おう、櫻井よ、兄弟子のこの心こころ遣づかいを無む下げにしてくれるとは心外じゃないか」

　どすんと太い腕を肩に置かれて、忍はよろめいた。

「だって館岡さん、俺はほんとに見たんですよ。海岸通りを歩いているところで、ちょうど、イギリス波は止と場ばが見えてきたと思ったあたりでふと目を上に上げたら、金色と銀色の人影が、こう、宙をよぎってさーっと」

「ああ、わかった、わかった」

　と手を振ったのは、蓮泉写真館でも館主の蓮泉の気に入りの助手の一人でもある、館岡七しち十じゆう郎ろうという男だった。

　体格も気っぷもいい、よく笑う人物で、下働きの忍をなぜか気に入っていてくれる――のはいいが、何かというと酒と女の話に落とそうとするのが、田舎いなか育ちで純じゆんもいいところの忍にとっては、いささか赤面させられる相手だった。

「俺もさすがに、きのうはおまえを使いすぎたと思っていたんだ。悪かったな、今夜も一つ奢おごるから、そうむくれずに機嫌を直せ。だいたい、同じ幻まぼろしを見るのでも、月をよぎる美人、それも二人を見たというなら男冥みよう利りに尽きるじゃないか。今日は早上がりにするから、ぜひその、月の上を飛んでいったっていう異人の天女の話を聞かせてくれ、な」

「……わかりました。いいです、もう」

　忍はむくれて黙りこんだ。

　七しち十じゆう郎ろうと蓮れん泉せんはもうその話はすんだと見て、撮影の注文の入っている予定表をたしかめ、写真機の準備にとりかかっている。

　ダゲレオタイプと呼ばれる写真機は、三十年ほど前にイギリスで発明され、それから十年ほどのうちに日本にも持ち込まれた。銀メッキをあてた銅板に気化したヨウ素をあててヨウ化銀の膜を作り、これを感光剤として使用する。

　最初は画像を定着するのに三十分もかかったが、近年になると、新しい撮影法や性能のよいレンズの開発もあって、露ろ光こう時間は二十秒から三十秒ほどに短縮され、撮影の幅も、需要もぐんと広がった。忍しのぶの雇い主である蓮泉に続いて、何人かの日本人職業写真家も、続々と各地で開業をはじめている。

　下しも柳やなぎ蓮泉は、中でも早々と職業写真家の看板をあげ、有名な外国人写真家ベアトから直接写真術を学んだと吹ふい聴ちようしている。弁べん天てん町五丁目に派手な写真館をかまえ、いずれはもっと大きな支店も出すのだと豪ごう語ごしている。日本人写真家としては代表的存在だ。

　とにかく口も大きければ態度も身体からだも大きく、言っていることもしょっちゅう変わる上にたいへんなかんしゃく持ちなので、使われている忍としては胃が痛い。なにしろ怒ると、いつも携帯している固い山さん椒しようの木の杖つえを振りあげて殴りつけるので、忍を含め下働きの若い者のうちでは、こっそり「山椒のすりこぎ」と呼ばれているくらいだ。

　横よこ浜はま。

「太平の、眠りをさます上じよう喜き選せん、たった四杯で夜も寝られず」とうたわれた一八五三年のペリー来航以来、さまざまなことが大きく変わりゆく時代がやってきていた。

　それまで、鎖国という安全な繭まゆの中で眠りをむさぼっていた日本と江戸幕府は、たった四杯の濃い茶、つまり上喜選――四隻の蒸気船のために、一気に寝床から叩たたきだされ、世界の大国たちとの交流に、ほぼ強制的に連れ出されることになったのである。

　それまで長なが崎さきの出で島じまで、オランダと中国にのみ限定しておこなわれていた外国との交易は、一気に幅がひろがった。

　横浜開港の翌年には、すでに波は止と場ばの周囲には一千人を超える外国人が居住をはじめていた。各国政府と幕府との話し合いのもとに少しずつ体制がかためられていき、各国との通商条約、そして横浜居留地に関する自治を保障する覚おぼえ書がきなどが締てい結けつされていくとともに、ぞくぞくと世界各国から商人や実業家を初めとした外国人たちが、極東の小さな島国、『NIPPON』に集まってくるようになったのである。





　そうして、彼、櫻さくら井い忍はといえば、伊い豆ず下しも田だの、いちおう土地持ちではあっても、さほど裕ゆう福ふくでもない農家の末っ子であった。

　十五の時に父親が死んで、三人いた兄たちが土地を分けてしまってみると、忍にはもう何も手にするべきものがなかった。

　先祖が名字帯たい刀とうを許される家柄であったらしいのはいいが、今のご時じ世せい、しかも末っ子の冷ひや飯めし食ぐいで、そんなことが一いち文もんの金になるわけでもない。伝来の刀一本もあるわけでなし、ましてやそれで身を立てられるほどの才覚もない。

　部屋住みで肩身のせまい思いをするか、養子に行くか、それとも、外へ出て一旗あげるかの選択をせまられたとき、いちばんましに思えたのは、そのころ、ちょうど建設が始まっていた横よこ浜はまの外国人居留地へ行き、新しく持ち込まれてくる外国の風ふう物ぶつに触れることで何かを手に入れようという考えだった。

　もともとあまり力のあるほうでもなく、男子にしては細い身体からだと小柄な体格は本人にとってもいささか引け目ではあったが、そのかわり、新しいことを取り入れていく頭のやわらかさには恵まれていた。

　それをりっぱな野次馬根性と称するのはまあ置いておくとして、母親のなけなしの心こころ遣づかいをふところに家を出て、横浜の片隅の長屋に居を定めたのが、十六のとき。

　波は止と場ばで荷揚げ夫として働いたり、通つう弁べんと呼ばれる、いわゆる通訳の清しん国こく、つまり中国人のもとでしばらく勤めて、英語やその他の外国語をかたことなりとも理解できるようになった。これは仮にも外国人居留地で働こうというのなら、まず言葉くらいは話せねばなるまいと考えてのことだったが。

　しばらくそこで住み込みで働いたあと、下しも柳やなぎ蓮れん泉せんの写真館の下働きになった。

　勤めていた中国人通弁のもとで蓮泉が撮影した写真を目にし、その珍しさに思わず、あとさきも考えずに写真館に飛びこんで、僕を使ってくださいと頼み込んだのはいま考えると冷や汗ものだ。

　だが、そこで受け入れてもらえたのは、今考えるとしみじみ運が良かったのだと思う。

　かんしゃく持ちで有名な蓮泉が、その日はイギリス公使館から大口の注文を受けたとかでたいそう機嫌がよく、入ってくる者はたとえ八や百お屋やの小僧だろうと受け入れかねないいきおいだったのがさいわいした。

　おかげで、あとになってへまをした場合にはさんざん怒ど鳴なりつけられもしたが、そこは生せい来らい手先が器用だったのと、自分でも気づいていなかった思わぬ才覚に救われた。

　もともと写真には公的な記録写真や、個人の趣味としての写真撮影のほかに、珍しい極東の国・ニホンにやってきた外国人のみやげ品、という用途もある。

　こんなもの、なにが珍しいのかと思うような、ただの道ばたの光景や物売りの姿でも、異人の青い目玉にはびっくりするような光景に映るらしい。各国の大使館や商人からの注文とは別に、そうしたJAPANの風俗を伝える写真を撮とって、それに彩色をし、漆うるし塗ぬりのぜいたくなアルバムに綴とじてみやげ品にするのは、写真館の重要な収入源だった。

　もともと写真の像には色は映らない、たんなる灰色の濃淡だから、絵と比べると少しばかり派手さには欠ける。

　そこで、できあがった写真にあとから筆と絵の具で色をつけ、もとの風景と同じように忠実に仕上げるのである。人や物売りが往来する通りや、桜咲く山の風景、着飾ったゲイシャや、大道芸人の風俗など、異人がよろこぶ題材は数も知れない。

　忍しのぶはこの、写真彩色に関して自分でもおどろくほどの才覚を発揮した。

　写真をもとに版画の下絵を描いたり、その場で、被写体になるご婦人の似顔絵を描いたりするのも得意だった。故く郷にでは絵筆などとることも考えていなかったから意外な才能だったが、おかげで、上機嫌からさめたときの蓮れん泉せんからも、なんとか追い出されずにすんだのはかさねがさねも幸運だったのである。

　写真撮影はかなり時間短縮されたとはいえ、じっと座っていなければならない被写体は退屈なものだから、腕はともかく、写生や見み栄ばえで座持ちのできる下働きというのはわりと貴重なのだろう。

　今日はフランスから来た生き糸いと商人の家で娘の肖像写真をとる注文が来ている。また「お人形さん」と言われてちやほやされるのかと思うと、忍は胃袋が靴の底まで落ちこむのを感じた。この革靴というやつもなかなか履きなれない。足が蒸むれてしょうがない。

　これでいいのか日本男児。

「おーい、行くぞ。なにをぐずぐずしてる」

「いま、行きます、先生」

　少しいらいらした調子の雇い主の声に、忍はため息とともに腰をあげた。
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「だって、本当に見たんですってば。館たて岡おかさんだって、見れば絶対信じます」

「わかったわかった。おまえ、少々悪酔いしてないか？　飲み過ぎだぞ、なあ」

「あなたに言われたくありません。とにかく俺は見たんです。満月の前を、こう、すーっと突っ切っていく、金色と銀色の二人の姿を」

　ひっく、としゃっくりをして、忍は猪ちよ口こを呑のみ屋のすすけた卓にだん、と置いた。

　忍としては、実にきつい一日を過ごしたあとだった。写真の被写体のフランス娘、というのは、ほんの七歳のわがままな小娘だったが、なめらかな頬ほおをした生きた少年人形がすっかりお気に召して、撮影しているあいだじゅう、そばを離そうとしなかった。

　撮影がすんでいざ帰ろうとすると、帰っちゃいやだ、お人形さんプペはここに置いて帰れと大泣きする。さんざんなだめたあげくに、いつのまにか三日後にはまた写真を撮とりにくる、もちろん、この「お人形さん」も連れて、ということになっていた。

　新しいお得意さんを開発できた蓮泉はもちろんほくほく顔だったが、忍としてはうれしくないことこの上ない。ちょっとくらいは荒れる権利もあろうというものだ。

「こう飛んだんですよ……すーっと……銀色の翼を広げて、まるで鳥か、そうだ、『天使』みたいに……異人の家によくある、あの、翼の生えた人間……」

「わかったよ、わかったから、もう帰ろうぜ。ほれ、立って」

　七しち十じゆう郎ろうは真黒なげじげじ眉まゆ根ねにしわをよせながら、ふらふらの忍を、よいしょとかかえて立ちあがった。

　七しち十じゆう郎ろうという名前は、父親が七十の時に思いがけずできた子供なので七十郎ということになったらしいが、そんな艶えん福ぷく家かの息子だけあって、かなり女は好きなほうだ。

　しかし、そんな彼でも、今日の忍しのぶの苦境は同情してあまりあったらしい。疲れはてた顔の忍を、居留地の中にある日本人経営の呑のみ屋へ連れて入ったものの、ここまで悪酔いさせてしまうのは計算違いだったようだ。

「ほんとですったら、館たて岡おかさん。信じてないでしょう、その顔は。俺あ嘘うそなんかつきませんよ、こう二人が、すーっと、すーっと」

「うん信じる、信じるから、とにかくしっかりしてくれ。平気か、自分で帰れるか？　途中でぶったおれて異人の馬車に轢ひかれんでくれよ、俺の寝覚めが悪いからな」

　しきりに手をふって「すーっと」具合を示そうとする忍に苦労しつつ、なんとか表まで引っぱり出す。

　外はすっかり陽ひが落ちていた。まだそれほど遅くはない時間だったが、季節は初秋、暮れるとなると気が早い。外国風に石畳とレンガでしつらえられた街路に、白い壁の西洋館が、緑の灌かん木ぼくや華か麗れいな意い匠しようの金属塀に囲まれて建ちならぶ。残照が、西洋と和風の折せつ衷ちゆうのかわら屋根に橙だいだいに消えのこり、尻はしょりをした日本人の点灯夫が鼻を啜すすりながら、火種と長い竿さおをさげて、高い街灯の火ほ屋やに、ひとつひとつ灯ひをともして歩いていた。

「おい、本当に大丈夫か？　送っていってやりたいが、俺はこれからちょっと先生の用事でもう一つ回らなきゃならん場所があるんだ。一人で帰れるか？」

「大丈夫ですったら。子供あつかいしないでくださいよ」

　舌ももつれ気味に忍は言い返す。

「俺ならひとりで帰りますからお気き遣づかいなく。館たて岡おかさんこそ、鑑かん札さつを忘れて橋で悶もん着ちやく起こさないでくださいね。身元引き受けに走らされるの、いつも俺なんですから」

　外国人居留地は、基本的に周囲を囲む海と、新しく掘られた運河、そしていくつかの通りにもうけられた関門をもって、周囲の一般の日本人村とへだてられている。

　関門に関しては、神か奈な川がわ奉ぶ行ぎよう所しよがここを管理している。日本に来航した外国人は、基本的に、特別な許可と旅券がなければ、この境を越えることはできない。

　しかし、取り引きや、勤め先へ通うなどの用事で居留地を出入りする日本人は、身しん上じようと行き先、在ざい所しよ等を記した鑑札を持っていれば、関を抜けることができる。

　忍が言っているのは、この鑑札のことである。七十郎のみならず、写真館の主あるじの蓮れん泉せんでさえ、これを忘れるのがしょっちゅうで、そのたびに取りに走らされたり身元を証言させられたりするのはいつも、いちばんしたっぱの忍の役目だった。

「忘れやしねえよ、ちゃんとここにある」

　七十郎もちょっとむっとした顔でふところを叩たたいてから、ふと心配そうな顔になり、

「しかしおまえ、おまえこそ気をつけろよ。このごろじゃ、薩さつ摩まっぽだの長ちよう州しゆうだの、攘じよう夷いだなんだととち狂ったやつらが異人関係となると身さかいなしに食ってかかってくるらしいからな」

　これまで、鎖国と幕府を中心に回っていた世の中に、いきなり西洋文化がどっと流入してきたという事態は、日本国内にも少なからぬ反響と反発を呼んだ。

　ことにその世論の代表格となったのは九州の薩さつ摩ま藩、および長ちよう州しゆう藩で、彼らは天皇を中心にした政体の復興を叫んで幕府を外国の勢力に膝ひざを屈した売ばい国こく奴どとし、猛烈な幕府と外国に対する攻撃の先頭に立った。この動きはもともと体制に不満を持っていた浮浪人や、食い詰め旗はた本もとなどの下層武士をも巻きこんで、現在、大きな問題になっている。

　最近ではことあるごとに、外国人や、外国公館への襲しゆう撃げき事件の話が耳に入ってくる。薩摩藩島しま津づ公の行列を横切ったとして、イギリス商人の一行が殺傷された生なま麦むぎ村の事件は、ついこのあいだ忍しのぶも耳にしたばかりだ。下関の沖合でアメリカ船に長州藩の船が砲撃をしかけるなど、不ふ穏おんな動きもあとをたたない。

　このごろは、尊そん王のう攘じよう夷い派の憎悪は外国人居留地で働く日本人にまで向けられるようになっていて、居留地から出てきた日本人に目をつけ、異人にこびを売る売国奴とののしってさんざんな目にあわせられるという事件も起きている。

　外国人に起こった事件は、国際問題になるから奉ぶ行ぎよう所しよも本腰を入れて対処してくれるが、日本人ではたいていの場合が泣き寝入りだ。年のわりに小柄で細い忍など、乱暴な自称『志し士し』に出会ったら、いいおもちゃ以外の何ものでもないだろう。

「大丈夫ですよ。ちゃんと、着替えてきましたし」

　と、着物の袖そでをちょっと張ってみせる。そんな状況で、西洋風のシャツとズボンで居留地の外を歩きまわるほど、忍も世間知らずではない。ちゃんと絣かすりの袷あわせに袴はかまをはいて、短い髪はどうしようもないが、日本人らしい格好に戻っている。

「しかしだな、先日もあの話、聞いたろう」

「ああ、あの、中国人の車しや夫ふが殺されて、運河に捨てられてたって話ですね」

　むろん野次馬の筆頭の忍が、そんな事件を聞きのがしているはずもない。

　その中国人車夫というのはもともとイギリスのさる商人に使われていたのだが、不ふ品ひん行こうを理由に解雇されてからは、すっかりならずものと化して、あちこち乱暴をはたらいて回っていたらしい。

　だが、半月ほど前、その男が、喉のどをかっさばかれた無む惨ざんな死体になって、運河の杭くいにひっかかっていたのである。

　水に長いことさらされたせいか、死体からはすっかり血が抜けて、青んぶくれのカエルの死し骸がいのようだったともっぱらの評判だった。喉を切り裂くというのは昨今よくある、攘夷の志士をなのる暴漢のやり方とも思えなかったので、ひところ詮せん議ぎがさわがしかったものだ。忍も、じっさいの死体を見物はできなかったものの、近所のうわさや読み売りの瓦かわら版ばんなどで事情を読みふけって、大いに好奇心を満足させたものだった。

「とにかくだな、そういう物ぶつ騒そうなやつらがうろうろしているんだから、おまえも十分気をつけろよ。月の前を飛ぶ天女に見とれてる場合じゃないぞ、いいか」

「わかってますって」

「なら、いいんだが」

　乱暴に頭をくしゃくしゃかき混ぜられて、忍しのぶはふくれた。本当に、この大男ときたら、いつまでたっても忍を小さな弟同然に扱う。

「それじゃ、また明日な。明日は三人、店で撮影予約が入ってる。遅れるなよ」

　手を振りながら、七十郎が暗くなっていく街路に姿を消すと、忍はほっと息をついて、ほてった頬ほおに夜風をここちよく感じながら、しばらくぼうとしていた。

　月が出ていた。

　昨日の月よりほんの少し痩やせた、いびつな月だったが、煌こう々こうとした光の明るさは同じだった。海のほうから霧がただよってきて、街灯の光のまわりに白い暈かさをひろげている。夜の光の下で、忍の足もとにもうっすらと青い影がわだかまっていた。

　まっすぐ帰ろう、と思っていた。本当にそのつもりだったのだ。

　しかし、関所を抜けてよろよろ歩き出そうとしたとたん、糸のように細い唄うた声ごえが、ふと、忍の耳をついたのだった。



　――吹笛秋山風月清ふえをふくしゆうざんふうげつのきよきに　誰家巧作断腸声たがいえかたくみにだんちようのこえとなす



　風のすすり泣きにまがうかのような微かすかな弦楽器のつまびきが、ふるえるようにあとに続いた。



　――風飄律呂相和切かぜはりつりよをひるがえしてあいわしてせつなり　月傍関山幾処明つきかんざんにそうていくところかあきらかなり



　忍はふらりと歩き出した。

　あとになって考えても、どこをどう歩いていったのか、忍にはまるで思い出せなかった。ただ、風に運ばれて嫋々じようじようとつづく細い楽がくの音ねと、絹糸を震わすような唄声――女だ、たしかに、女の声だ――にひかれて、薄うす闇やみに沈む日本の中の異国の街並みを、操られるように、よろよろと抜けていったに相違なかった。

　気がつくと、黄色い布地に派手な赤と緑でうねる龍りゆうを刺し繍しゆうした、巨大な三角旗をぼうっと見あげていた。

　風に吹かれて、金きん箔ぱくをおかれた龍は身をうねらせ、ぎょろぎょろと目を動かしてこちらを睨にらみつけるようだった。しだいに濃くなる闇に、絹張りの上に色を塗った中国風のぼんぼりが家々の軒下にどこかなまめかしい風ふ情ぜいで揺れ、妙に小さな足をした女が、侍じ女じよに手を取られながらその下をよろよろと横切っていく。

　ひときわ暗い片隅では、小さな灯ひをかこんで、むっつりした黒っぽい服の男たちが、手から手へ長い管くだのついた水みず煙管ギセルを渡しあって、じゅう、じゅうと煙を吐いていた。建物の正面にかかげられた、金と朱塗りのなにやら中国の神様が、まっ赤な顔に牙きばを剥むきだし、黒い髭ひげにおおわれた顎あごを突きだして、こちらを睨みつけている。

　帰るなら、今この瞬間が最後の機会だったかもしれない。あの絹糸のような唄うた声ごえは、いつのまにか止やんでいた。

　しかし、なぜか忍しのぶは妙に意地っぱりな気分になっていた。

（なんだい、館たて岡おかさんときたら、子供あつかいばっかりして）

　南なん京きん町まち、つまり中国、清しん国こくから渡ってきた商人などの住んでいるその一角には、実をいうとあまり足を踏みいれたことのない忍だった。

　前につとめていた中国人通つう弁べんの家はもっと居留地の端はしよりにあったので、わざわざこちらのほうまで来たことはなかったのだ。

（俺はいくぞ。あの声、誰のものだか、確かめずにはおくもんか。それに、あの――金髪と銀髪の、二人の異人――）

　考え直してみると、どうもこの方角、南京町のある方角にむかっていたような気がしてならないのだった。

　二人はどう見ても西欧人だったから、中国人が集まるこの地区に行くというのは合が点てんのいかない話ではあったが、忍の酔った頭の中では、今の唄はあの二人の金と銀の異人が唄っていたもので、それもこれも自分をばかにして、もてあそぶためのものなのだと、すっかり話ができあがってしまっていた。

　反発心とともに、一時おさまっていた野次馬根性が、猛もう然ぜんと息を吹きかえしてきた。

（そんなこたあ、させないぞ。これでも男だ、日本男児だ。あんな異人に、こけにされてたまるもんか。どうあったって、見つけて、ぎゅうという目にあわしてやる）

　うん、と肩をそびやかして、忍は南京町に一歩足を踏みいれた。
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　そこはまったくの異界だった。少なくとも、忍にはそのように思われた。

　昼間歩けば、しらじらとした陽ひの光のもとで、西洋風のすっきりとした建物とはまた別の、ごたついた派手な建物が続くばかりの道だったのだろうが、うす青い月光と、色とりどりの中国提灯ちようちんの、紅あかや黄色や青や緑の光が乱舞する下をほとほとと歩いていくと、しだいにまわりを囲む色をつけた龍りゆうや、獅し子しや、鳳ほう凰おうやが生きて動きだし、渦うずとなって忍を巻きこんでいくようだった。

　鼻に嗅かぎなれない臭においがした。おおかたは中国の、なにかの香辛料、八はつ角かくか丁ちよう字じかなにかだったのだろうが、その薬臭い刺激は忍の鼻の奥をつめたい細い指でくすぐった。

　店や建物の間には時々細い細いまっ暗な路地があり、その奥は見えなかった。低い声でぼそぼそ交わされる中国語の断片が耳に入ったり、闇やみの奥でちらりと炎が燃えたりするのがときおり目にはいるくらいだった。

　煌こう々こうと灯あかりのついた店先で、丸太を割った台の上につやつやした赤い子豚の丸焼きを載のせ、太った親爺おやじが、まるい餅もちのような変に白い頬ほおをして包丁を研といでいる。

　大ナタのようなその包丁で、無造作に子豚の首をだんと叩たたき切った。転がり落ちた首をわきへのけて、親爺おやじは妙につるりとした顔で子豚の解体にかかっている。

　なんだかくらくらしてきて、忍しのぶは思わず路ろ傍ぼうに手をつき、しばらく息をととのえた。

　手をついた石には身を丸めた獅し子しが彫ってあった。酔いはすっかりさめているのに、頭は変にぼうっとして、うまく考えることがどうしてもできなかった。

　――吹笛秋山風月清……

　また、あの唄うたがきこえた。

　今度はずいぶん近くなっていた。むせび泣くような胡こ弓きゆうの旋せん律りつがかすかに聞こえてとぎれ、また始まって、止やんだ。

　――吹笛秋山風月清ふえをふくしゆうざんふうげつのきよきに　誰家巧作断腸声たがいえかたくみにだんちようのこえとなす

　――風飄律呂相和切かぜはりつりよをひるがえしてあいわしてせつなり　月傍関山幾処明つきかんざんにそうていくところかあきらかなり

　ふと、忍は足を止めた。

　少し道を行った先の、小さな朱塗りの中国提灯ちようちんをひとつだけ提さげてある家の門かど口ぐちから、小さな白い手が一本出ていた。

　それが、まるで忍がこちらに気づいたのがわかったかのように、ひらひらと振られておいでおいでをした。

　糸に引かれるように、忍はつきしたがった。

　忍がそちらへ近づくと、手はからかうようについと戸の奥へひっこんだ。忍はそのまま中へ入った。戸口をくぐるとき、中国提灯についた朱色の絹きぬ房ぶさがひんやりと耳を撫なでて、思わず首をちぢめた。

「ごめん下さい。……誰か、いませんか」

　思いきって声をかけてみる。誰もいなかった。

　中はそのまま板間になっていて、つやつやした床の上に中国風の紫し檀たんでできた椅い子すや食卓、箪たん笥す、段だん通つうの敷物、絹の衝つい立たてなどが配されている。すぐ目の前から細い階段が二階へ続いていて、見あげると、そのてっぺんに、またあの白い手があった。

　忍が見あげたのと息を合わせるように、また、ちょいちょいと手招きして、ひっこむ。

　忍はしばらくその場に突っ立っていたが、えい、と思い直して、階段に足をかけた。

（せっかくここまで来たんじゃないか）

　と胸の中でつぶやいた。

（おおかた、遊び女めの呼び込みにひっかかったか何かだろう。もしかしたら、うわさ話の一つも聞けるかしれない。なあに、おかしいと思ったらすぐ逃げ出せばいい。このあたりじゃ、美人局つつもたせをやる奴も多いって言うしな）

　美人局というのは、最初に美しい女に媚こびを売らせておいて、いいかげんにカモが鼻の下を伸ばしたあたりで女の亭主というのが怒ど鳴なりこみ、あり金むしりとって放ほうり出すという、まあいってみれば詐さ欺ぎの一種である。

　普段なら、そんなものにひっかかったかもしれないと考えただけでもおぞけを震ふるう忍だったが、この時の彼はひどく大胆になっていた。

　階段を上りきり、二階の廊下に立つ。細い廊下は階下の床と同じくつやつやと磨きをかけられ、左右に、六つほどの部屋が桃色の薄物を入り口におろしてあった。翡ひ翠すいを彫った、ひとかかえもある竜頭の亀かめが壁の龕がんに収まって、くわっと牙きばをむいている。



　――吹笛秋山風月清ふえをふくしゆうざんふうげつのきよきに　誰家巧作断腸声たがいえかたくみにだんちようのこえとなす



　いきなりすぐ近くでまたあの唄うたが聞こえて、忍しのぶはとびあがった。

　どうやら唄はいちばん奥の、左手に見える一室から聞こえてくるようだった。

　その部屋だけは桃色ではなく、血で染めたような真しん紅くの布が入り口に垂らされている。

　ためらっている忍をうながすように、またあの白い小さな手がちらりと出てきて、一度だけ手招きをし、ついと引っこんだ。

（えい、ままよ）

　忍は足を進めた。

　真紅の紗しやをくぐるとき、なにかひやりとしたものにうなじを撫なでられたような気がしたが、気のせいだったに違いない。

　部屋はそれほど広くはなかった。日本間で言えば六畳くらいの広さ、床には一段とぜいたくな段だん通つうが敷きつめられて、これだけは西洋風の、奇怪な花の形をしたランプが薄桃色にともっていた。ランプの傍かたわらには青せい磁じの香こう炉ろが一つあって、細々とした香こう煙えんをほんのりとあたりに漂わせている。

　まだ日本では珍しい、ガラスを張った窓のそばに、大きな長椅い子すを寄せて、ひとりの女が横になっていた。

　その足もとで、七つ八つくらいの髪を稚ち児ごに結った小娘が、胡こ弓きゆうとその弓を手にして、じっと人形のように座っていた。先ほどからの小さな手の主ぬしはこの小娘かと思われたが、それでは、誰があの胡弓をひいていたのだろう。

　忍が入ってくるのを見ると、小娘は子ネズミを思わせるまっ黒な目を光らせてこちらを見あげ、命じられたかのようにぴょんと立ちあがると、楽器をさげてすたすたと出て行ってしまった。忍はとまどうばかりだった。

「あの、すみません」

　窓のほうを向いたままの女に、忍はおずおずと声をかけた。

「勝手に上がり込んだりしてもうしわけない。あの、どうも、貴女あなたが私をお呼びじゃなかったかと思ったもので。あの、先ほどまで唄われていたのは、貴女ですか」

　それだけ言ってから、相手がはたして日本語を理解するのかどうかすらわからないことに気がついた。

　かといって、中国語も満足にしゃべれるわけではない。前の雇い主の中国人通つう弁べんのもとでいささか学びはしたが、こういう場面で通用するようなものではない。

　いや、どうも、あの、としどろもどろになってしまった忍しのぶに哀あわれをもよおしたのか、女は、ふふ、と喉のどで笑うと、しなやかな、まるで蛇が身をくねらすに似た動きで、身体からだをひねってこちらを向いた。

　すべての言葉が、忍の舌の上で凍りついてしまった。

　それほどまでに、女は美しかった。美しい、という形容だけでは足りないほどに。

　あごの細い小さな顔は抜けるほどに白く、ほとんどうす青くさえ見えるほどだった。

　すらりと高い鼻筋は東洋というより西洋の血を思わせ、なにかを訴えかけるように忍を見つめている。顔にくらべて少し口が大きすぎるかと思われるのがわずかな瑕か瑾きんだったが、そんなことも気にならないほど、一瞬のうちに忍は魅了されていた。

　正確にいえば、そのまなざしの蠱こ惑わくのとりこになっていた。中国人、つまり今横よこ浜はまにいる清しん国こく人には人種的に目の細い、きゅっと目尻のつり上がった顔が多いのだが、この女の目はりんと張って大きく、葡ぶ萄どうの果実のように潤うるみ、摘つまれて味わわれるのを待ちわびているかのような艶つやを帯びていた。

　細い肩は純白の裾すそ長ながな絹服に包まれ、大きく割れた裾から、青く血管を浮かばせたぬめるような白い腿ももが見えていた。艶々した黒髪は結わずに、ほとんど床に届くほどに長く垂らしていた。臙えん脂じの紅をぬった唇くちびるは艶々と虹にじのきらめきを帯び、あえかな笑みを浮かべた。白い腕があがり、細い手がゆっくりと動いて忍を差しまねいた。

　忍はふらりと足を踏み出した。

　もうその頭からは、あの金と銀の異人の二人組のことも、七しち十じゆう郎ろうのことも、そもそもなにをしにこの場所へ入ってきたのかも、きれいに消え失うせていた。ただ、女の誘うような瞳ひとみと、臙脂に、いや、噴いたばかりの血の色に似たぽってりとした唇と、そこに浮かんだあえかな笑みと、それだけが彼の脳を支配していた。

　細い両腕がするりと肩にまわり、たきしめられた香のかおりが胸いっぱいに広がった。

　ふと、その中に、ひと筋の異様な臭におい――腐臭、もしくは、腥なまぐさい肉の臭い――を、嗅かいだような気がしたが、すでに思考の自由も行動の自由も忍には許されていなかった。半分眠ったようなうっとりとした心持ちで、忍は女の血色の唇が、自分の首筋に近づいてくるのをふるえるような期待とともに待ちかまえていた。

　はげしく空気を裂く音がした。

　忍の意識に冷水がぶちまけられた。まつわりつく女を突きはなし、その拍子によろめいて部屋の隅にころげこむ。

　勢いで、色絵の壷つぼが飾られていた小卓が倒れ、破片が床に飛び散った。忍は指先にするどい痛みを感じ、ああ、指を切ったなと他ひ人とごとのように思った。

　女は怒りの表情もあらわに立ちあがっていた。もはや、忍のことなど眼中にないようだった。それまで、忍と女がいた長椅い子すのまん中に、一筋の白い矢や羽ば根ねをつけた矢が、ふるふると身を震わせながら突き立っていた。

　女はしゅっと息を吐いた。毒蛇のように身体を曲げ、蠱惑に満ちた黒い瞳は、ちらちらと赤い光点が踊っていた。

　ぎしり、と入り口のほうで音がした。

　ぎしり、みしり、と何かが軋きしむような音は急速に近づいてくると、われに返った忍しのぶが身を避ける間もなく、がっきと巨大な何者かの手が赤い紗しや幕まくを突き破って戸がまちを掴つかんだ。めりめりと音を立てて木が引き裂かれた。

「わ、わ、わ、わ、」

　ぬっと姿を現したそのものに、忍は間のぬけた声しか漏らすことができなかった。

　動く甲かつ冑ちゆう。

　そうとしか形容のできないものが、そこにいた。

　大きさは人間の二倍以上はあるだろう。全体の形は鎧よろい兜かぶとを身につけた武士か、西洋館で見る洋風の全身鎧の騎士に似ていたが、顔は魁かい偉いな表情を彫りつけた仮面で、ぎしぎしと音を立てる手足は、生身らしいところはどこにもない。はしばしの隙すき間まからはがっちりとかみ合った歯車やからみあった鉄線が覗のぞき、この巨体が、まったく生身の部分など持たないことを如実に表していた。

　その肩には、あまりにもまたそぐわない者が乗っていた。

　弓矢をかまえ、白い浄じよう衣えに緋ひの袴はかまを身につけた、巫み女こ姿の少女。

「異国の魔！」

　するどく、鞭むちで打つように少女は言いはなった。それだけでよどんだ空気が吹き払われていくような、神しん気きに充みちた言こと魂だまだった。

「ようやく見つけた。もう逃がしはしない。おとなしくわたくしの手にかかりなさい、これ以上、この神しん州しゆう日本をおまえのような魔怪に汚けがさせはしません！」

　獣のような咆ほう哮こうがあがった。どこに潜ひそんでいたのか、先ほどの七つ八つほどの童女が、鞠まりのように身を丸めて少女に飛びかかっていった。愛らしい顔は醜しゆう怪かいに歪ゆがみ、口は耳まで裂けてサメのような歯がずらりと並んでいる。

　少女はふり向きざま、目にも止まらぬ早はや業わざで矢を射た。一筋の矢に正確に眉み間けんを貫つらぬかれ、童女の怪物は床に落ちてのたうった。

　ガツガツと牙きばを鳴らすそのさまを、忍は腰をぬかしながら見つめていた。最後までもがきながら怪物は見る間に溶けて泥と化し、薄れて見えなくなってしまった。

「睦む月つき、矢を！」

　その時、からくり仕掛けの巨体のそばに、ひっそりと付き従う洋装のすらりとした若い男の姿に忍は初めて気がついた。

　男はからくり仕掛けのどこかに手を入れると、数十筋の新しい矢を掴みだして、少女に手渡した。

　すべてが流れるように動いていた。少女も、男も、忍のことなど見向きもしていなかった。少女は手渡された矢を弓につがえ、まばたき一つの間に十数本を放はなった。長椅い子すの前で唸うなり声をあげていた女の姿が、ふっと薄くなった。

　と見る間に、狭い部屋は猛然ととぶつかりあう黒い膜質の翼でいっぱいになった。忍しのぶは思わず顔を覆おおった。ちっぽけな、黒い毛の生えたネズミのような頭が、細い牙きばを剥むきだしてばたばたと身体からだにぶつかってきた。

　蝙蝠こうもり。

「多た華かさま！」

　若い男の声が響いた。少女はいきなり分散した目標にうろたえて、矢をどこへ向けるべきか迷っているようだった。おそろしい笑い声がひびき、渦うずを巻く蝙蝠どもの黒い集団の中から、ぬっといきなり白い腕が伸びた。

　からくり人形の巨大な拳こぶしが動き、握っていた三尺はあるかという大刀を振りおろした。

　だが、刃やいばが触れる寸前に、腕は蝙蝠のかたまりになって宙にほどけてしまった。からくり人形は底ごもった軋きしみ声をたて、大きく刀を振りまわした。数十匹の蝙蝠が切り払われてぼたぼたと床に落ちたが、とてもそれくらいでは追いつかない。

「ほ、ほ、ほ、ほ」

　いきなり、ひどく近くで声がした。少女はぎくっと振り返ろうとし、そのとたん、肩口のすぐ上から伸びた女の両腕にからみつかれて、白い顔を一気に青ざめさせた。

「かわいやの、小娘。わらわに戦いをいどむか、いとおしや」

　奇妙な響きはどこかにあるが、それは聞きなれた日本の言葉だった。渦を巻く蝙蝠の群れの中から腕が、頭が、両肩が、ほほえむ顔が現れて、しっかりと少女の身体を抱きこんでしまっていた。

　少女は懸命に身をもがいたが、人外の者の力にかぼそい少女の抵抗はかなわなかった。頼みの弓矢は身体といっしょにからめ取られて、身の両脇に押しつけられている。

「この極東の蛮ばん国こくにさえ、そなたのごときあざやかな魂たましいの持ち主がおったとは。気に入ったぞえ、娘。さきほど失うしのうた奴ど隷れいの代わりに、そなたをわがしもべと選んでくれよう、感謝しや。わらわは死の果て、永遠の生を生きる死の女帝、黄ウオン夫人。よう覚えおくがよい、いずれそなたの女あるじとなる名じゃ」

「睦む月つき！　かまわない、わたしごと、この魔を斬きれ！」

　もがきながら少女は叫んだ。

　だが、からくり人形は動かなかった。三尺の大刀はかかげられたまま宙で凍りつき、そのあやつり手らしき男は鋼鉄の横腹に置かれたままぴくりともしない。

「睦月！　何をしている、睦月！」

「ほ、ほ、ほ……あの男、忠義の心にいつわりないが、さすがに主人は手にかけられぬとよ。そうではないかえ、男」

　視線を向けられて、睦月と呼ばれた男はかすかに肩を震わせた。

　年のころは二十を少し出たばかり、忍と同じく髪を西洋風の断だん髪ぱつにして、白いシャツとズボンを身につけているが、それがまた、憎らしいくらい似合っている。

　日本人にしてはおどろくほどすらりと背が高い。切れ長の目とほっそり高い鼻は冷ややかなまでに整って、ほとんど表情を動かさないが、わずかに引き締められた薄い唇くちびると主人よりもなお色を失った頬ほおに、内面の葛かつ藤とうがありありと表れていた。

「心配するでない、この娘をわがものとするならば、心しだいでおまえもわが眷けん属ぞくに加えてくれようもの。その顔、その姿、もとより男はわが食しよく餌じ以外の価値などもたぬが、そちらに腰をぬかしている青びょうたんよりは、ずんと見かけもよさそうな」

　青びょうたんで悪かったな、とこんな場合にもかかわらず忍しのぶは思った。

「さて、それではまずはわが標しるべをつけておいてくれようのう。ひといきに飲みほすはあまりに惜しい、その命、その輝き、じゅうぶんに堪たん能のうさせて貰もろうて、攫さらうといたそうか」

「睦む月つきっ！」

　少女の声はもはや悲鳴に近かった。

　蝙蝠こうもりの群れから生えた女の上半身がぐっとせり出してきて、黒髪が生き物のようにするすると少女の手足にからみつく。

　臙えん脂じの唇がくわっと開き、純白の牙きばが剥むきだしになった。一本一本が短刀のような長さと鋭さを持つそれが、じりじりと少女の細い首筋に迫った。

　と、その時――

　一瞬、何が起きたのか忍にはまったくわからなかった。いきなり、女が牙を剥きだしたまま野獣のような咆ほう哮こうをあげ、少女がどっと床に転がり落ちた。



    

  
    
      



    

  
    
      　あとから、切り落とされた白い腕が二本、あいついで床に転がった。渦うずを巻いていた蝙蝠こうもりどもは一瞬にして姿を消し、黄ウオン夫人と名乗ったあの女が、もとどおりの白い旗袍チーパオ姿で立っていた。

　白い顔は憤ふん怒ぬにゆがみ、剥むきだしたままの牙きばからはたらたらと血がしたたっている。肩から先は断ち落とされて失われていたが、血は出ていなかった。落ちた両腕は床の上でぐったりと二匹の白い蛇のように転がっている。

「誰ぞ、わが意志をさまたげようなる不届き者は」

「やあ、いいところを邪魔したようですまないね、黄夫人とやら」

　それは、女の声だった。

　だが、黄夫人が夜とするなら、その声は昼、月に対するあざやかな真昼の太陽の、傲ごう慢まんなまでの明るさに満ちていた。

　茫ぼう然ぜんと見あげる忍しのぶの前に、黒いマントが揺れた。

　豪ごう華かな金髪の巻き毛がマントの背のなかばまでを飾っている。手には抜き身の細い白はく刃じんが光り、その握りに、赤く燃える大きな石が一つ。

　影のように、銀の長い髪がすぐそばで揺れた。黒いドレスに銀髪を流した美しい少女が、両腕を突きだすように身がまえている。

　その肩には一匹の見慣れない小こ猿ざるがとまり、長い尻尾しつぽを逆立てている。

　その背中に、ひらりと黒い羽根がはばたくのを見て忍はぎょっとした。

　また蝙蝠こうもりか、と一瞬思ったが、その羽根は、どうやら猿自身の背中から生えているらしい。蝙蝠羽の猿。猿は敏びん捷しような動きで空中にはね上がると、ぱたぱたと翼を鳴らしながら天井で円を描き、黄夫人にむかって威い嚇かくするようにかん高い声をあげた。

　忍は目を疑った。

　少女のほっそりした前腕から、ごつい二本の、鉈なたのような刀が突きだしている。

　昨夜、月の前をよぎっていったときのあの金属の翼はなかったものの、少女のか細い身にあきらかに不釣り合いな凶暴な武器は、忍の心を震しん撼かんさせた。

「だが、こちらもこちらの事情があってね。イギリス、イタリア、フランス、本国はもちろんあっちこっちと植民地を渡り歩いて、ずいぶん苦労をさせられたよ。出会う奴出会う奴、みんなあなたの子ゲツトばかりでねえ。

　だけど、ようやくお会いできてうれしいよ、黄夫人、だか何だか知らないが。どうせその名前だって、偽名なんだろうに？」

「わらわを愚ぐ弄ろうすることは許さぬぞ、女！」

　黄夫人が吠ほえると同時に、かっと室内が赤く染まった。

「印形シジル、〈主天使Dominions〉！」

　間かん髪はつ入れずに闖ちん入にゆう者しやが叫んだ。

　白い光がひらめき、息苦しいまでの熱を感じたあと、とつぜんその感覚は消えた。忍はおそるおそる目を開いた。

　室内は一変していた。優ゆう雅がな調度は一瞬にして黒こげになり、まばたきの間に猛烈な火事が起こって鎮火したような光景だった。

　その中に、悠ゆう然ぜんとして金髪と銀髪の二人が、そして、からくり人形と、そのそばで意識のない主人を腕に抱きかかえている若者の、驚きよう愕がくに満ちた顔が見えた。

「その術――そうか、わかったぞ」

　一歩一歩あとずさりながら、黄ウオン夫人は呟つぶやいた。毒の滴したたるような声だった。

「そなた、欧州よりわらわを追いきたった魔術師じゃな。たしかクリスティーナ・モンフォーコン、〈パラケルススの娘〉と名乗る痴しれ者とやらか」

「ご名答」

　金髪の者は一礼し、小さく拍手した。

「さて、こうしてお知り合いになれてうれしいが、そろそろ終わりにしたいのでね。こちらもそろそろ、あなたとの追いかけっこには飽きてきてるし。

　そんなわけで、さよなら、黄夫人。最後にお話ができて、光栄至し極ごく」

「させぬ！」

　黄夫人が金切り声を上げた。

　同時に、床の上に転がっていた二本の腕がびくびくっと跳ねた。

　はね上がった腕はまっしぐらに気を失った巫み女こ姿の少女に向かった。だが、今度は守り役の若者も傍ぼう観かんはしておらず、服の内側から細身のナイフを取りだして、手て練だれの動きで生きた腕に投とう擲てきした。



    

  
    
      



    

  
    
      　ピンで刺された虫のように、腕が床に落ちる。

　同時に、銀髪の少女が飛びかかって、もがき続ける腕のまん中に、腕の大刀を刺し通した。さすがに腕の動きが止まる。

　蝙蝠羽こうもりばね の猿さるが床に舞い降り、逃がさぬ、というように、腕の上に四本の手足でしがみついて、きりきりと尾を巻きつけた。

「おのれ……おのれ……許さぬ、許さぬぞ」

　ざわざわと羽の触れあう音がした。ふたたびどこかからわき出してきたおびただしい蝙蝠どもが、部屋中を乱舞していた。

　その中心に、黄ウオン夫人がいた。憤ふん怒ぬの表情ものすごく、残った片腕を口に横ぐわえにして、焼け残った窓のふちに足をかけている。声はもはや黄夫人そのものからではなく、蝙蝠のいるところ、あらゆる場所から直接心に届いてくるようだった。

『この恥、この恨うらみ、忘れぬぞ、魔術師よ。かならず後悔させてくれよう、それに、そこな娘』

　爛らん々らんと赤く燃える目で黄夫人は巫み女こ姿の少女を見やった。

『わらわが一度選んだものが、拒こばむなどとて許されぬわ。かならず迎えに行こうから、待っていや、娘。この折りの無礼の代償は、いずれ受け取らせて貰もらおうよ』

　からくり人形が一声、轟ごうっと唸うなって、窓辺の人影めがけて刀を振りおろした。

　だがそこにもはや斬きるべき者の姿はなく、黒こく暗あん々あんたる闇やみが広がっているばかりだった。蝙蝠の姿も、もはや一匹残さず消えていた。

　金髪の、マントの人物は、やれやれ、と呟つぶやいて剣を鞘さやに収めた。

　するとそれは、優雅な細工を握りにほどこした仕込み杖づえであることが知れた。銀髪の少女は腕を一振りして凶暴な刃やいばをしまい（どういう仕掛けか、それは腕の内側に折りたたまれていくように見えた）、主人らしき金髪の人物にそっと寄りそった。蝙蝠羽の猿がぱたぱたと羽根を動かし、床に抑えつけたままの女の腕に注意を引くように鳴いた。

「まあ、一度ですむとはこちらも思っちゃいなかったがね。ちょっと予想が甘かったようだよ、レギーネ。ところで、そちらのお嬢さん」

　と、横へ顔を向けたのを見て、忍しのぶはその横顔に息がとまった。マントの人物は女、それも、若く美しい異人の女だったのだ。

　しかし、服装はどう見ても男性の服装だし、言葉づかいも男のものだ。そこまで考えて、忍は彼、いや、彼女が、実にきれいな日本語をしゃべっていることに気がついて、また頭が混乱した。

　居留地にいる異人で、ここまで流りゆう暢ちように日本語を操ることができる者など見たことがない。だいたいが日本に来ている異人というのは日本というのを未開の蛮ばん国こくと考えていて、日本語などという野や蛮ばんな言葉など覚える価値もないと考えているのがほとんどなのだ。

「あ、あ、あのあんた、あんたたち」

「お嬢さん、大丈夫かい。まさか先客がいるなんて、思ってもみなかったもんだからね」

　忍しのぶのことはきれいに無視して、男装の女――クリスティーナ、と言っていたか、それから、なにか奇妙な二つ名も――は、巫み女こ姿の少女に近づいた。

　主人を抱きかかえている若い従者が、警戒もあらわに懐ふところに手をやる。

　男装の女は苦笑した。

「おい、なにも、そう尖とがることはないじゃないか。なりゆき上だが、君たちを助けたのはこの私なんだぜ？　少しはうち解けてくれてもいいのじゃないかね」

　若い従者は構かまえを解かなかった。女はまた苦笑して、小さく肩をすくめた。

　巫女姿の少女が小さなうめき声を上げ、身体からだを動かした。

「多た華かさま!?」

　従者の若者があわてて身をかがめる。少女は何度か身をよじり、やがてうっすらと目を開けた。

　心配もあらわにのぞき込む従者の顔に、一瞬、安あん堵どの色がその目をよぎったが、次の瞬間、その色はたちまちみなぎってきた憤ふん怒ぬの炎に焼きつくされてしまった。

「愚か者！」

　勢いよくはね起きるが早いか、少女は従者の頬ほおに音高く平手打ちを加えていた。

「なぜあの時、わたしの言うとおりにあの女を斬きらなかった。われわれの任務は魔の討とう伐ばつ、その前では、わたしの命など蚊かほどの意味もないと、なぜわからぬ。おまえなど従者失格だ、睦む月つき、主人の言うことを聞かぬ介かい添ぞえなど、ただ邪魔なだけだ！」

「――申し訳ありません、多華さま」

　自分よりもはるかに幼いであろう少女に殴られても、若者はじっと目を伏せたまま、抗弁ひとつしようとしなかった。

「次にわたしの言うことに逆らえば、おまえは従者失格だ。わたしのそばに二度と近づくな、顔も見たくない。跡あと部べの介添人の使命は魔を狩る者を補佐することだ。狩人を守ることを魔の消滅より優先する者がどこにいる！」

「横から口をはさんで失礼、お嬢さん。それはあまりに彼に対してひどくないかね？」

　苦笑混じりに声がかかった。

　少女はびくっとした顔で飛びあがり、それから、従者の腕に抱かれたままで怒っていた自分に気づいて血を噴かんばかりにまっ赤になった。転がるように立ちあがって、放ほうり出されたままの弓矢を手探りする。

「だ、誰だ。何者だ？　おまえは男か、それとも女か」

「ま、どうでもいいじゃないか、そんなことは」

　男装の女は肩をすくめてそう言い放ち、それよりも、と言葉をついだ。

「あの黄ウオン夫人と名乗る女吸血鬼についてだが、あれは私がはるばるイギリスからヨーロッパ、インドからベトナム、しまいに上海シヤンハイ租そ界かいまで世界中飛びまわって追いかけていた、実にたちの悪い相手でね。君が誰だかまだ紹介を頂いてないので知らないが、とにかく、その弓とそこのからくり人形――まあ、かなり出来はいいようだが（従者の若者はぴくりと頬ほおを動かした）――だけでは、なかなか退治は難しいと思うよ。

　そんなわけで、どうかね、せっかくぶつかったのもひとつの縁だし、ここでひとつ、手を結ぶというわけにはいかないかな？　恩を売る気はないが、さっき君が絶体絶命の危機に陥おちいっていたとき、助けてあげたのは私だったことは忘れてほしくないね。私はこれでも本国では魔術師の看板をあげて、おっと」

　言葉を切って、女は両手をあげた。

「物ぶつ騒そうなものをこちらに向けないでほしいな。とりあえず、かわいいお嬢さんとは喧けん嘩かをする気がうせるたちでね」

「黙れ、夷い狄てきの女め」

　きりきりと弓を引き絞りつつ、少女は決めつけた。

　あらためて見ると、実に美しい少女だった。純白の浄じよう衣えに黒いまっすぐな髪が乱れかかり、紅をささずとも赤い小さな唇くちびるは、真珠のような歯できゅっと噛かみしめられている。まだ幼さの残る頬はうっすらと上気して、はしたない姿を見られた、しかも異人などにという悔しさに、切れの長い目は炎を噴くようだった。

「わたしの大切なお仕事を、異人の女などに汚けがさせる気はない。さがれ、夷狄。わたしは、わたしの仕事は、ひとりだけでやり遂とげる」

「ほ。これは」

　男装の女はうれしそうに目をまたたかせて、手を打った。

　こちらもまた、落ちついて見ると驚くような美女だとわかった。男物のシャツの胸は目のやり場に困るような豊満さで盛り上がり、豪ごう奢しやな金髪にふちどられた顔はほっそりとして、まるで陶器のように白い。片方の眼めには金色の片眼鏡モノクルがはまり、その奥で、猫のような緑色の瞳ひとみが、おもしろそうにきらきらと輝いている。

「なかなか勇ましいお嬢さんだね。黄ウオン夫人の台詞せりふじゃないが、うん、気に入った、気に入ったよ。いや、いいよ、レギーネ、その刀はしまいなさい。どうやらここは、ちゃんと話をするべき場所ではなさそうだから。一般市民も見ていることだし」

　と、そこで初めて視線を向けられて、忍しのぶは心臓が口から飛び出そうになった。

　どうして会話がかわされているうちにこっそり逃げ出さなかったかとほぞをかんだが、今となってはあとの祭りだ。腰をぬかしたまま、あわあわと言葉にならない言い訳をしている忍に、悠ゆう然ぜんと異人の女――クリスティーナ？　が、近づいてきてかがみ込んだ。

「ま、君もこれに懲こりたら、女の色香には気をつけるこったね」

　猫の笑みを浮かべながら、緑の瞳がちかぢかと眼の奥をのぞき込んでくる。

「今後はせいぜい真面目まじめにつとめたまえよ。君が誰だか知らないが、後のことは気にしなくていいからね。では、とりあえず、おやすみ、坊や」

　パチン、と指が鳴った。

　坊やじゃない、と反射的に言い返しそうになった瞬間、ふっと目の前が暗くなった。



    

  
    
      


　　第二幕　影と人形、鎖とお姫さまprincess





　　　１



「しくじった、だと？」

　頭上から降ってきた大声にも、彼女は表情を変えなかった。

　眉まゆひとつ動かさず、ただじっとこちらを見返す黒い瞳ひとみに、男は気け圧おされたように身を引いたが、すぐに小娘に圧された自分に気づいて、肩を怒らせた。

　だが、彼が黙って下しも座ざに正座している少女に精神では負けていること、そのこと自体を内心ではよく承知していることは、双方ともに知っていた。

　もっと言うならば、怖おそれてさえいることも。

「……まあいい」

　しばらく間をおいて、不機嫌に男は吐き捨てた。

「それで、その奇妙な異人の女というのはどうしたのだ。後は追わせたのだろうな」

「女は、その日本人の若い男を眠らせてしまうと、連れていたもうひとりの娘に命じて彼をかつがせて出ていこうとしました」

　淡々と少女は答えた。純白の浄じよう衣えに黒いすなおな髪がふさやかにかかり、白い両手は緋ひの袴はかまの膝ひざの上で細工物のようにきちんとそろえられている。

「止めようとしましたが、追いかけて出てみると、どこにも姿はありませんでした。

　睦む月つきが〈蟲むし〉を探索に出しておきましたが、まだ戻ってきていません。もう二日ほどたちますから、そろそろ何か持って戻ってくるころかと思いますが」

「あの玄くろ塚つかの小わっぱめか」

　男は鼻を鳴らした。

「どれだけ腕があるのか知らんが、跡あと部べの長女の介添えとして、本当にふさわしいのかどうかわからんな。たかがおもちゃのような人形作りが上う手まいからといって、下げ賤せんな玄塚の、それもどこの女の子ともわからんような奴が――」

　そこで、男はぐっと喉のどを鳴らした。

　少女が、黒い瞳を大きく見開いて、彼を凝ぎよう視ししていた。

「衛え士じの介添えは、衛士自身が選ぶのが通例のはず」

　声ばかりはあくまで穏やかに、少女は言った。

「睦月は、わたしの選んだ介添人です。おじ様にはどうぞ、お口出しのなさらぬよう、お願いいたします」

　おだやかな声と、語調とはうらはらに、瞳ひとみには見えない炎が燃えさかっていた。

　男は何度か喉のどを鳴らすと、ごまかすように咳せき払ばらいして、それで、と言った。

「その女、誰かの手の者という可能性はないのか。異人ということは、薩さつ摩まの島しま津づや長ちよう州しゆうのしわざではあるまい。いったいどこの誰が、そのような」

「彼女は日本語を話しておりました」と少女は返した。

「風ふう体ていからは欧州、おそらくは英国人かと思われましたが、話していたことからは、どこの指示も受けていないような印象を受けました。あくまで、彼女自身の意志と目的を持って妖よう物ぶつを追いかけてきたものかと」

　男は小さな唸うなり声をあげた。「おじ様」少女はわずかに膝ひざをすすめて、

「そろそろ、この任務がどこから依頼されたものか、お教えねがえませんか。あの魔ま性しようは、いったん姿を消しました。あの者がなんの目的で日ひの本もとにやってきて、誰を狙ねらい、どうしようとしているのか、誰があのものを除きたかっているのか、それを知るだけでもあの魔を見つけ出しやすくなると存じます。けっして口外などしないのは、おじ様もご存じのはず。どうぞ、どなたがわたしにこの任務を任せられたか、お明かしくださいまし」

「おまえに考えろとは誰も言っておらん。小娘が」

　腹立たしげに言い捨てて、男は席を立った。

「ともかく、次の機会にはかならず仕留めよ。和かずの宮みや殿下ご降こう嫁か以来、公く家げのじじいどもがうるさくてならん。中には今きん上じよう帝ていを弑しいしたてまつるために、外来の魔性を呼び込んだとまで言いだしおる始末だ。開国派にそこまでの能力のある者がいるとは思わんが、異人にもそのような呪じゆ力りよくを持った人間がいるとなると、こちらも考えねばならぬ」

　少女は座ったまま、かるく頭こうべを垂れた。

　男はじろりと姪めいを見やると、足音荒く座敷を出ていった。

　いかつい背中が怒ったように左右に揺れながら廊下を遠ざかっていくのを、少女は、跡あと部べ多た華かは、身じろぎもせずに待っていた。

　やがて完全に足音が消え去るのを待って、立ちあがった。ぴんと背筋を伸ばして座敷を出、すべるような足取りで歩をはこぶ。

　大きな屋敷だった。世間には、昔、さるご親しん王のうの隠いん棲せい先として建てられたものとされているが、実質的にはそこは、跡部と呼ばれる一族と、その周囲を取りまくいくつかの分家のものたちが、寄りあつまるための会かい所しよとなっていた。

　跡部の一族。

　その名が真に意味することを、知っている者は少ない。

　血筋をさかのぼれば彼らの祖そは、はるか上古の時代にまで到達し、力の淵えん源げんは、かつて大和やまとに朝廷が立ったときに争って破れた山岳の民であったとも言う。

　一時は大和と並んで朝廷を名乗るほどであった彼らは、その奉じる神と、峻しゆん厳げんな山岳を駆け巡ることによって得た強い霊力のため、肉体のみならず、魔による影響からにも備えうる希け有うなる衛え士じとして、高貴の人々に仕えることとなった。

　時代がうつり、仕えるべき相手も目まぐるしく変わってゆく中で、一族の中にも変化が生じた。

　これまで通り、守るべき相手を選んでそれに忠誠をつくす者あり、闇やみに沈んで世間を裏側からひっそりと歩いてゆく者あり。

　そして人々の中に溶け込み、その中で産まれ持った能力を有効に使いつつ、取引をくり返して、勢力を伸ばしていく者も。

　四百年の長きにわたる江戸幕府による太平の世は、浦うら賀がへのアメリカ人ペリー来航から始まる外圧の急速な伸張によって、大きな転換期を迎えていた。

　時代の変革を抑えようと大量の投とう獄ごく者を出した、老ろう中じゆう井い伊い直なお弼すけによる安あん政せいの大たい獄ごくも、結局は桜さくら田だ門もん外がいの変へんという暗殺事件によって、井伊自身の死という結果に終わった。

　弱体化した幕府を廃し、再び天皇を中心とした国体をうち立てて外国勢力の排はい斥せきを主張する尊そん皇のう攘じよう夷い派と、外国の進んだ技術と文化に目をみはり、積極的にこれを取り入れて、日本を世界に肩を並べる一国家となそうという開国推進派のあいだには、もはや埋めがたい溝みぞがひろがっていた。

　すでに攘夷派を標ひよう榜ぼうする薩さつ摩ま藩と英国とのあいだには、生なま麦むぎ事件を発ほつ端たんとする薩英戦争があった。また、中でも急進派である長ちよう州しゆう藩による下しもの関せきでの外国船砲撃、かつそれに対する外国勢の報復など、きなくさい事件はあちこちであいついでいる。

　今きん上じよう帝ていの妹である皇女和かずの宮みやを、将軍家いえ茂もちに降こう嫁かさせるという公こう武ぶ合体の策も、いったん動き出した時代の混乱を収めることはできなかった。

　一時は落ちつくかに見えた事態も、公武合体を進めた薩摩や会あい津づ、各公く家げなどの内部分裂に乗じて、再び攘夷急進派が力をもりかえす結果となった。

　いまでは、勤きん王のうの志し士しを名のる寄せ集めの浪人集団が堂々と京の街を横行している。ついに二年前には、徳とく川がわ幕府統治下でははじめてとも言える、京きよう都と都中での戦乱も起こった。のちに禁きん門もんの変と称されるこの騒動によって京はすっかり荒廃し、その後、ますます事態は混乱の度をきわめている。

　影響はさまざまな場所に飛び火し、すでに誰にも止められない場所に到達している。太平の時代は過ぎ去った。今や、それぞれが、それぞれの見ているものをたずさえ、おのが信念を、あるいは欲望を、策略を、胸中に煮えたぎらせながら、目的にむかって突進していく時代がきていたのだ。

　老おい松まつや石の反り橋が配され、枯かれ山さん水すいには古こ雅がな茶室、苔こけの緑が美しい中庭を、めぐるように囲む渡り廊下を進めば座敷が三つあるだけのささやかな離れに行きつく。その、いちばん突きあたりの目立たない八畳間の障しよう子じを、多た華かはすっと開く。

「おかげんはいかがですか、お母さま」

　応こたえはない。

　多華も、返事を待たずに中に入って、すらりと障子を閉めかけ、思いとどまって、半分開けたままにしておいた。初秋にしては暖かな日で、庭先の白砂にうらうらとした陽光が金色に降りそそいでいる。ぼんやりと、よどんだようだったうす暗い空気が、外の光と緋ひの袴はかまとで、わずかに華やいだ。

　多た華かは部屋のまん中に延べられた布団の枕まくらもとに、きちんと正座した。

　布団には、ひとりの婦人が病びよう臥がしていた。病のやつれは隠しようもないが、健康だったころは、いかに美しかっただろうと思われる白しら百ゆ合りのような可か憐れんさが窺うかがわれる。青みをおびた瞼まぶたをじっと閉じ、娘の呼びかけにも気づいたようすもなく、浅い寝息をたてている。

　多華は小さく息をつき、瞑めい目もくした。

　母がこのような状態におちいって、もうすぐ五年がたつ。

　母の莢さや子こは跡あと部べの分家の一、赤あか羽ばね家の娘で、夢による予見の能力を持っていることをかわれて跡部の長子の嫁として選ばれて嫁入りしてきた。

　赤羽、青しよう野の、黄きノ原はら、玄くろ塚つか。

　四つの分家はそれぞれ本家である跡部家の補佐と守護者を輩出する任を代々にない、また、その家系ごとに特徴的な得意分野を有している。

　予見と遠とお見みを代々受け継ぐ赤羽家を分家筋の筆頭として、他人の心を読み、言葉なくして意思を通じる青野、薬や毒物など、薬物の調合を得意とする黄ノ原、機械や武器の製作などの手て業わざにたけ、跡部の者が魔の討伐に使用する武器を一手に引き受ける玄塚。

　先ほど多華をどなりつけていたのは母の莢子の兄で、莞かん爾じという。

　多華の父である跡部の先代当主、彰あきらは、先年関東一帯を席せつ巻けんした流行病のコロリこれらに倒れて、四十そこらで死んでしまった。

　その後、おじである莞爾は、残ったひとり娘の多華の後見人を自認してすっかり跡部の当主気取り、なにかというと口を出してきて、ことあるごとに名目上は今も跡部の当主であるはずの多華を、小娘扱いして偉ぶってみせる。

　せめて、母の莢子でも元気であれば少しは遠慮もしたのだろうが、父が亡くなって以来、莢子もまた原因不明の深い昏こん睡すいにおちいったままで、目覚める気配すら見せなかった。医事をつかさどる黄ノ原家の者が手をつくしているおかげで、とにかく命だけはたもたれているが、それも、いつまでつづくかどうかはおぼつかない。

（莞爾おじは、いったいどこからあの異国の魔のことを耳に入れてきたのだろう）

　母の青ざめた寝顔を見つめながら、多華は考えた。

　いまや日本は四分五裂、攘じよう夷いをさけぶ者、尊そん皇のうをかかげる者、あくまで幕府を守り抜こうとする者とめまぐるしいほどの策さく謀ぼうの糸がからみあう中で、あの権力欲の強い莞爾おじが、なんの見返りもなく魔を退治せよなどと多華に命じるはずもなかった。

　跡部家は魔を狩る血筋である。

　だがそれは、ただ狩るのではなく、それによって権力に身を寄せ、その庇ひ護ごを受けてただただ生きのびてきたという、にがい過去を意味する。

　それを考えると多華の胸は、なんともいえない重苦しさにふさがれる。

　古来、あやしの術を操り人には見えぬ世界と交流する者は、多くの場合は人から怖おそれ、排斥され、場合によってはひどい迫害をうけて命脈を断たれてきた。

　魔を狩る力をもつ跡あと部べの血がここまで生き残ってきたのは、人間らしさを振り捨て、ひたすらに高位貴き顕けんのひとびとの道具に徹して、権力のあるがわあるがわについてきたからだと言うこともできる。

　だが今、世の中は音をたてて変わろうとしている。昨日までの権力者は駕か籠ごから引きずり出されて犬のように殺され、赤鬼と怖おそれられた外国人がわが物顔に国内を闊かつ歩ぽし、威勢を誇った江戸の将軍は、いまや天皇に呼びつけられて上じよう洛らくするにさえ、三千ばかりの随ずい身じんをかきあつめるのがやっとときている。

　莞かん爾じおじがどの側についているのか、多た華かは知らない。知りたくもなかった。

　多華はこれまで、跡部の血に出た中では驚くほどの破は魔まの力を持っている。

　ほかにも多華同様、妖よう物ぶつや魔をくじきに出ている縁えん者じやもいるにはいたが、その中でも多華の力はずばぬけていた。

　父の彰あきらでさえ、娘よりははるかに劣った力しか持っていなかった――というよりも、力の上では、父と娘の関係は完全に逆転していた。

　父も決して弱くはなかったはずだが、その父が、血の出るような修行のすえに手にしたような技や術を、幼い多華がらくらくと身につけるのをまのあたりにしたとき、父は、娘を恐れはじめていたのかもしれない。

　彼は、ほとんど自分では魔との戦いに出ることはなかった。「跡部の血を絶やさぬために」というのが言い分だった。

　多華が生まれても、それは変わらなかった。跡部という名前だけを看板に立てながら、病気にかかって、畳の上で死んだ。

　――なぜ俺が！　俺は、化け物と戦う道具じゃないんだぞ！

　と、悲痛に叫ぶ父の声を耳にしたことも、ある。

　妻を愛していたかどうかさえ、わからない。莢さや子こは双方の意志など関係なく、能力の強さだけを基準に選ばれた妻だった。その結果生まれたのが、多華だ。

　これまでになく強力な力を持つ破魔の娘の誕生に周囲の者は喜びを隠さなかったが、肝心の父と母がどうだったのか、多華は知らない。小さいころから両親とは引き離され、修行と学問に明け暮れる毎日を送っていた多華に、両親はひどく遠い存在だった。

　死の床の父の最後の言葉は、「その娘を、あちらへやってくれ」だった。

　多華のことだ。

　娘への感染を心配してのことではない。跡部の者としての任務を放棄し、自分とも、世間とも、戦おうともしなかった父を冷ややかに見み据すえる幼い娘に、おそらくは目前の死にもまさる、恐怖を感じていたのだ。

　どうでもいいことだ、と多華は思う。

　人間であろうとするから、ああいう見苦しいことになる。辛つらい思いをする。

（わたしは、道具でいい）

　何も見ず、聞かず、考えずに、ただ魔を貫つらぬきとおす一本の矢でかまわない。

　人間であることなど、いらない。

　それが、あの莞かん爾じおじや、ほかの親しん戚せきたちのように、寄りかかるべき権力はどれかと右往左往する醜みにくさをさらすことなら、わたしはただの道具でありたい。

　魔に突進し、貫き、弱ければ砕かれて終わる、――ただ一筋の、矢。

　ふっと息をつき、目を開けて、多た華かは座を立った。

「また参ります、お母さま」

　どうして自分は毎日ここに通うのだろうと、ふと思う。

　母が倒れたときも近くにいたわけではなく、はるか蝦え夷ぞ地ちで海の人々を襲おそっていた怪魚を退けていた。こうしてそばに座っていても、特別の感かん興きようがわくわけでもない。

　それでもなぜか毎日こうして座敷に来て、声をかけ、枕まくらもとに座って時間を過ごす。

　可愛かわいがられた記憶もない母のもとに、なぜこうして通わなければならないのだろう。

　考えないことだ、とまた思って、自分に言い聞かせる。

　考えなければすべては、水のようにただ目の前を流れてすぎていく。こちらに向かってくるものだけを、わたしは倒せばいい。それが道具のさだめ、わたしの任務だ。

　世間と人を騒がせる、人外のものを射い通とおす、一本の、もろい矢の運命――

「やあ、多華さん」

　障しよう子じを閉めて廊下に出たとき、後ろからいやな声がかかった。

「お戻りになっていると聞いて、寄ってみてよかった。お義か母あさんのご様子はいかがです？　そのお顔だと、あまりお変わりはないようですね」

「あなたに母をお義母さんと呼ぶ権利はないはずです、滋しげ人ひとさま」

「そうはいったって、いつかは親子になる予定の方ですからね。今から慣れておいたって別にいいじゃありませんか、お気になさるわけでもなし」

　にやにやしながら近づいてきたのは、赤あか羽ばねに対立する勢力二位の分家の一、青しよう野の家の長男で、青野滋人というにやけた優やさ男おとこだった。

　とりあえず跡あと部べの血筋としてそれなりの能力は持っていて、多華同様、あちこちへ回って妖よう物ぶつ退治をしているようだが、本当にやっているのかどうかは疑わしいと多華は思っている。それよりも、金を持っていそうな商家や小こ旗はた本もとに取り入り、いんちきの拝おがみ屋まがいのことをして、うまい汁を吸っている方が多いらしい。

　今のところは、多華の将来の夫の第一候補とされている相手でもあった。赤羽の莞爾おじは苦虫をかみつぶしているが、残念ながら現在、赤羽家には、滋人にまさるような能力者は存在していない。

　これまで、より強い呪じゆ力りよくの持ち主を求めて血族結婚をくり返してきた跡部とその一族のうちでは、当主の義務は何よりも、強い力を持った相手と結婚し、次代に向けてより強い呪力を秘めた子供を作る点にある。その意味では確かにいま、滋人以外に多華の相手としてふさわしいような男はいないのだった。

　身を固くしてあとずさる多た華かに、滋しげ人ひとはにやにやしながら近づいてくる。

「いやだなあ、そんなに警戒しないでくださいよ。いつかは夫となり、妻となる間柄じゃありませんか。もっとうちとけてくださったっていいでしょう、ほら、こうして」

　あっと言う間もなく、腕をつかまえられて引き寄せられていた。

「は、離しなさい！」

「だから、そんなに嫌がらなくたっていいじゃないかと言っているでしょう。気の強いお嬢さんだ、まあ、そういうのをしつけ直すのも夫の仕事だとは思ってますがね」

　なまぬるい息が耳にかかって、多華は総毛だった。

　ぷんと酒の臭においがする。酔っているのだ。滋人の細い眼めに、酔いに煽あおられた凶暴な色がちらつくのを見て、多華は本能的に身をよじった。

「離しなさい、無礼な！　人を呼びますよ！」

「はは、お呼びなさい、いくらでも呼べばいいんです。ただ許嫁いいなずけ同士がたわむれているだけで、なんの恥ずかしいこともない」

　細い手首をねじ上げられて、悲鳴が出そうになるのをあやうくこらえる。

　そんなことをしても、この男を喜ばせるだけだ。どんなに強い退魔の力があっても、身体からだはただの十五歳の少女、大人の男の力に抑えつけられればかなうわけもない。もがく多華をがっちりとねじ伏せて、大きな手が巫み女こ服に包まれた細い身体をまさぐる。

　まだ固い乳ち房ぶさを痛いほど握りしめられて、かっと頬ほおが燃えた。怒りと苦痛と恥ち辱じよくとで唇くちびるを噛かみしめるその表情に、滋人は快こころよさげに笑い声をあげた。

　ぐ、と胸の奥で何かが身じろぎする。

　それはひどく黒く、重く、昏くらいもの、吐き気がするほど醜しゆう悪あくでありながら、同時に異様なまでに魅み惑わく的てきな何かだ。

　解放しろ、解き放はなて、とそれは叫ぶ。時にはそれそのものが自分の本体で、今の自分はそいつがかぶっている薄い皮でしかないような気がする。

　胃のねじれるような憤ふん怒ぬと嫌悪と憎悪、だがそれが何な故ぜかここちよい。

　もっと怒れ、もっと憎め、そうすれば、とそいつは言う。

　そうすれば、おまえは。

「多華さま」

　庭先から、場違いなほど静かな声がかかった。

　滋人は動きを止め、不機嫌な顔をして庭先を見やった。

「なんだ、玄くろ塚つかの小僧か。あっちへ行け、今、大事な話をしているところだ」

「轟ごう雷らいの修理が完了いたしました」

　滋人の言葉が耳に入ったようすもなく、玄塚睦む月つきは淡々と続けた。断だん髪ぱつに洋装、靴脱ぎ石の先の白砂に黒いズボンの片かた膝ひざをつき、低く頭こうべを垂れている。

「また、放っておいた蟲むしが戻ってまいりました。報告と、多華さまの裁さい可かを頂きたく」

「こいつ、あっちへ行けと言うのが――」

　滋しげ人ひとの注意が睦む月つきにそれた瞬間、多た華かは、ねじあげられた手首をもぎ離した。

　仕込まれた体術で渾こん身しんの力をこめた肘ひじ打うちを、相手の脾ひ腹ばらに叩たたきこむ。滋人はぎゃっと悲鳴をあげて、その場に倒れこんだ。

　急にがたがたと震えだした両肩を押さえて、駆けるようにその場をあとにする。

「ついてきなさい、睦月。報告はあちらで聞くから」

「はい」

　何事もなかったように睦月が立ちあがる。

　その右手の袖そで口ぐちに、手しゆ裏り剣けんのような棒状の暗あん器きがするりと吸いこまれるのを多華は見逃さなかった。あと少し多華への辱はずかしめが続いていたら、それは躊ちゆう躇ちよなく、滋人の眉み間けんと心臓に突き立てられていたはずだ。

「この、じゃじゃ馬娘が！」

　怒り狂った滋人の怒ど声せいがあとを追いかけてきた。

「いくら抵抗したっておまえはいずれ俺の女なんだ、いいか、覚えてろよ！　玄くろ塚つかの小僧っ子と好きなだけ乳くりあってればいいや、生んだ母親もわからないような馬の骨が、いずれどうなるか、見てろ！」

　聞くだけで耳が汚けがれる気がする。

　耳をふさぐようにして母おも屋やへ駆けてもどり、ようやく、この屋敷で寝起きしている座敷へたどりついた。庭を横切ってきたらしい睦月はもう先に着いていて、さっきと同じように、庭先の土の上にきちんと片かた膝ひざをついて控えていた。

「睦月」

　報告を、と言うつもりだったが、ふと気が変わった。

「こちらへおいで。睦月」

　縁側に足を垂らして腰かけ、ぽんぽん、と自分の隣をたたく。

　顔をあげた睦月は、ほとんどわからないほど眉まゆ根ねを寄せてとまどった顔をした。

「しかし、それでは失礼に当たるかと」

「かまわない。主人のわたしがいいと言っているのだから。早く」

　睦月はなおしばらくためらっていたが、やがて黙って立ちあがり、言われたとおり、多華の隣に同じように足を垂らして腰をおろした。

　多華はそのまま身体からだを横に倒し、頭を睦月の膝にのせて、ごろりと寝そべった。

「――多華、さま？」

「報告を聞こう」

　背中を向けた膝ひざ枕まくらの姿勢で、多華の声はあくまで淡々としていた。

　睦月も、一瞬のとまどいが去ると自分の任務を思い出したようで、同じく、事務的な口調で言った。

「轟ごう雷らいの修理は完了いたしました。肘ひじ部と腰の関節に一部損傷がありましたが、重大なものではありません。毘び沙しや門もん刀とうは改修を終えました。いつでも出せます」

「よかろう」

　轟ごう雷らいとは、あの南なん京きん町まちに行ったときに同道させた巨大な武者人形型のからくりである。玄くろ塚つか家の作る武器の中でももっとも高度な技術の精せい華かであり、今のところは、もっとも若い睦む月つきにしか作ることも修理することもできない品のひとつだった。

「蟲むしが戻ったと言ったな。情報は？」

「五匹はなったうちの、四匹が戻ってきております」

　蟲というのも、睦月が作ったからくりの産物である。ねじを巻かれるとある程度自分で飛びまわり、指示されたものの痕こん跡せきを見つけると、その情報を持って戻ってくる。

「三匹は何も持ってきてはおりませんでしたが、うち一匹が、末すえ広ひろ町吉よし原わらあたりで、黄ウオン夫人と見られる女のものらしき簪かんざしを拾ってまいりました。おそらく、南京町を逃れ、遊ゆう郭かく内に居を移したかと思われます」

「遊郭」

　多華は呟つぶやいた。

　外国人とそれを目当てにした人々の人口が増えるにつれて、付きもののように、春を売る女たちもまた集められるようになっていた。

　最初は異人との交流を嫌がった女たちも、いまではだいぶ慣れて、かえって日本人相手よりも実入りのいいこの仕事を喜んでいるらしい。今では居留地の北側に公おおやけに許可された遊郭街ができて、吉原と呼ばれている。



    

  
    
      



    

  
    
      「あの金髪の異人のあとを追わせた一匹は、いまだ戻ってまいりません。こちらも、何かございましたらご報告いたします」

「わかった」

　それきり、多た華かはしばらく何も言わなかった。

「……多華さま？」

「うるさい。黙ってじっとしていろ」

　睦む月つきは黙った。

　多華は少し姿勢を変えて、黒ラシャのズボンに包まれた長い足に、頭をすりつけるように寝がえりをうった。

　頬ほおの下で、しなやかな筋肉がわずかに緊張するのがわかった。

　多華は目を閉じて、伝わってくる温みと鼓こ動どうに身をまかせた。滋しげ人ひとになぶられたときのささくれた精神が、嘘うそのようにしずかに凪ないでいく。

　――彼を、睦月を産んだ母親が誰なのかは、今もわかっていない。

　玄くろ塚つか家は赤・青・黄・玄の、跡あと部べを支える四家のうちでももっとも新しい血筋で、伝わる呪じゆ力りよくもそれに合わせるように小さい。

　そのかわりに積極的に新たな武器や爆薬、炸さく薬やく、新種のからくりなどの開発にたけ、物質面での跡部家の補佐にまわっている血筋であることは先にのべた。

　なかでも、この玄塚睦月という青年は、生まれこそ現玄塚家の当主がどこかの遊び女めのところで産ませたとかいううわさのある、いわば私生児なのだが、これがごく幼いころから、機械いじりや道具の細工、新式武器の考案などに驚くほどの才を見せた。

　これを見た玄塚家はあわててこの天才児をひきとり、あらためて玄塚の籍になおして、その天才を利用することにこれ務めたのである。

　一月に生まれたから、睦月。そんないいかげんな名前のつけられたことからも、彼の扱われ方はうかがい知れるけれども、彼自身はそのことについてほとんど口を開くことはなかった。むしろ、口をきくこと自体のすくない若者だった。

　多華が彼に面会したのは彼が玄塚にひきとられてしばらくした十五の時で、その時、多華は八歳だった。型どおりに跡部の当主に頭を下げ、しずかに上げたほっそりした切れ長の眼めの少年に、何を感じたのか多華はあまり覚えていない。

　それでも、その伏せられた眼の奥で刺すように光っていた燃えるような強い輝きは、八歳の彼女の心に、小さな掻かき傷を残した。

　跡部の当主の娘と、順列最下位の家の、そのまた下位の私生児。おたがい、顔を合わせる機会などほとんどなかった。

　だがときおり、厳しい修行の合間をぬって、武具の出来をたしかめるという名目で玄塚の工房を訪ねることもあった。そういうときも、相手をするのは正当の玄塚の技師で、員外あつかいの睦月はいつも工房の端はしで黙々と自分の作業に精を出しているだけだった。

　ただ一度だけ、口をきく機会があった。

　睦む月つきが来てから一年、九歳のころだったかと記憶している。そばへへばりついていた年かさの技師が、別の技師によばれて出ていったすきに、多華はなんでもないような顔をして、ぶらぶらと睦月のところへ近づいていった。

　睦月は作業台いちめんに紙をひろげて、細筆を片手に、多華にはわからないこまかな図面を一心に引いていた。

「これは、なに」

　声をかけられて、睦月ははじめて顔をあげた。

　作業に集中していたところを邪魔されて、いささか心外そうだった。それでも、相手が主家の娘だということには気づいたらしく、ていねいな口く調ちようで答えた。多華が幼い少女であることは、彼には関係ないようだった。

「これは……からくり仕掛けで動く、人形です」

　思っていたより、低い声だった。響きはやわらかいがかすれがちで、しゃべること自体にあまり慣れていないようだった。

「ゼンマイと歯車の組み合わせで、いくつかの命令を自分でこなします。戦いの補佐としても使えるようにしようと思っているのですが、なかなかうまくいきません」

「わたしにも、使えるだろうか」

　睦月ははっとしたように多華を見た。

　昏くらく沈んでいた瞳ひとみに、その時、初めて会ったときと同じ、突きさすような強い光がひらめくのを多華は見た。

「――あなたが使ってくださるとおっしゃるなら、必ず、そういたします」

　ささやくように彼はいった。

「お嬢さま、遅くなりまして……睦月！　この、クソガキめが！」

　ついてきていた技師が戻ってきた。

　多華が作業台のそばに立ち、睦月と向かいあっているのを見ると、うろたえた様子で近づいてきて、いきなり作業台の図面をぐしゃぐしゃと握りつぶした。

「またこんな、役にもたたん図面ばかり引きやがって。言いつけといた矢の補充と、それから九く輪りん刀とうの研とぎ直しはどうした？　さっさとやれ！　さ、お嬢さま、こちらへ」

　引き裂かれた図面がぱっと床に散る。多華の手を強引につかんで連れていきながら、技師は振り返って睦月をひと睨にらみした。

「まったく、引き取っていただいた恩も忘れて、さぼることばっかり考えやがって。お嬢さま、あんな汚い血の小僧とお口をきかれちゃなりません。お身の穢けがれですよ」

　多華はほとんど聞いていなかった。聞いていたら怒り狂って技師の頬ほおを張りとばしていたかもしれないが、そんなことより今は、別れ際に睦月がすばやく袖そでにすべり込ませてくれた小さな人形を、にぎりしめて隠すのに必死だった。

　その夜、寝間へ入ってひとりになってから、ようやく人形を出してみた。それは驚くばかり精密にできた武者人形で、魁かい偉いな仮面にいかつい鎧よろい兜かぶとで身を固め、ねじを巻くと、手にした大刀を舞わせて華か麗れいな戦いの型を演じた。

　裏返してみると、兜かぶとの裏側に小さく墨で『轟ごう雷らい』と銘めいがあった。それが、この人形の名前らしかった。

　おそらく、この小さなものは試作品で、本来はもっと大きなものを考えているのだろう。しかし、それにはたくさんの資材と、すぐれた技術、おそらくは、まだ日本にはないような、斬ざん新しんな技術を手に入れる必要があるはずだと思われた。

　数日して多た華かは、そのころ唯一の外国との窓口だった長なが崎さきの出で島じまに、睦む月つきを学問に出させることを、当主である父に提案した。

　むろん、反論の嵐あらしが吹きつけてきた。いまだに鎖国は続いている時代で、外国、異人、という言葉ですら危険だ、けがらわしい、ましてやあんな母親のわからぬような若造をと、そろって反対する親族に、多華はひとりで相対した。

　十にもならぬ子供の主張に、しかし、跡あと部べの長おさたる父は負けた。そのころでさえすでに、子供の多華の実力は、父親自身をはるかに凌りよう駕がしていたのだ。

　炯けい々けいと光る娘の黒い瞳ひとみに、彼は恐怖を覚えたのかもしれない。しまいに彼は多華の要求を全面的に聞き入れ、睦月に支し度たく金きんと紹介状を添えて、つてをたどって長崎のオランダ商人のもとに修行に出すことを承知したのだった。

　それから四年、睦月は出島にいた。彼からいっさい連絡はなく、また来たとしても、多華にとりつがれることはなかったろう。

　だが、夜ごと文ふ机づくえの上に出してみる、小さな『轟雷』がその答えだった。精せい緻ちな武者人形はいつでも多華のために力強く舞い、終わると片かた膝ひざをついて、静かに頭こうべを垂れた。

　多華はその頭にそっと指を触れて、布団に入るのが日課だった。『轟雷』はいつでも、小さな主人の小さな従者として、忠実に付き従っていた。

　多華が十三歳になったとき、睦月は長崎を離れ、多華のもとに戻ってきた。

　すでに父は亡く、多華は唯一のあとつぎとして、跡部の当主の座をひきついでいた。莞かん爾じおじの後ろ盾による名ばかりの当主だったが、それでも、皆の反対を押し切り、睦月を衛え士じの自分の介かい添ぞえ人にんとして指名するくらいのわがままは通せた。

　睦月は長崎から一体の巨大なからくり人形を持ち帰ってきていた。『轟雷』、黒々とそう銘を刻みこまれた魁かい偉いなからくり仕掛けの武者人形は、大きさを除けば、睦月の留守のあいだ、小さな主人を守りつづけた武者と外観はそっくりそのままながらも、新たな技術によってより精巧に、かつ、強力な力を持っていた。

　そして多華と睦月と『轟雷』は、常にともにあって、人の世を騒がす魔を狩る任務についた。

　二年間。倒してきた魔は両手の指では数えきれない。戦いつづける少女のそばに、睦月はいつも影のように従っていた。

　睦月と轟雷がいなければ切り抜けられなかった局面も一度や二度ではない。開国という大きな時代の変動とともに、対しなければならない敵も増えた。今では血族であるはずの跡あと部べと四家でさえ、一枚岩とはとてもいえない――。

　多た華かは目を開いた。

「睦む月つき」

「はい」

「頬ほおはもう痛まないのか」

「はい、多華さま」

　昨夜の異国の妖よう女じよとの戦いで、睦月はしたたか多華に頬を張りとばされている。高い頬骨の端はしのほうに、まだうっすらと赤みが残っていた。

「――そうか。それなら、いい」

　また間があいた。

　かなり長い間のあと、多華はまた、ぽつりと口を開いた。

「睦月」

「はい」

　静かな返事が返ってくる。

　頭を動かし、黒ラシャのズボンに頬をすりよせながら、多華は囁ささやいた。

「おまえは、もし跡部家がなくなったら、どうする」

「……僕は、多華さまの介かい添ぞえ人にんです」

　それが答えのすべてのようだった。理由もわからず、多華は苛いら立だった。

「跡部がなくなったら、介添人の意味もないだろう。では、わたしがおまえなど要いらないと言ったら、どうする。昨夜みたいに、頬っぺたを張りとばして、おまえなんか要らない、どこでも、好きなところへ行ってしまえ、と言ったら」

「――それが、多華さまの御意志でしたら」

「聞くのか。言うことを」

「……はい」

　多華は息をつめた。急に涙が出てきそうになるのを、ぐっとこらえる。

「ばか」

　知らないうちに、手がズボンの布をぎゅっと握りしめていた。

「ばかなことを信じるな、ばか。ばかもの。ばかな返事もするな、ばか。おまえなんか、わたしが使ってやらなければ、ずっとあの作業場の隅っこで、作れもしない図面ばかり引いていたくせに、なまいきを言うな、ばか。ばかものめ」

　背を向けて横になったままの主人の黒髪に、睦月はじっと目を落としていた。

「おまえはずっとわたしのそばにいるんだ。ずっとだ。絶対に、離してなんかやるものか。跡部がなくなっても、介添人でなくなっても、おまえはずっとわたしのものだ。聞いているのか、睦月。わかったのなら言ってみろ、何か」

「はい、多華さま」

「おまえは『はい』しか言えないのか、ばか」

「いいえ、多た華かさま」

「では、なにかほかのことを言ってみろ。わたしの喜ぶようなことを。なにか。早く」

　しばらく、沈黙があった。

　それから、囁ささやくように、睦む月つきは応こたえた。

「……いずれ、その時が来ましたら。必ず」

「――ふん」

　つまらない、と呟つぶやいて、多華はごろりとあおむけになった。

　ふたたび目を閉じる。額ひたいにかかった髪を、長い指がさりげなくかき上げてくれる。するままにさせておいた。どこかで鳥が鳴いている。

　綺き麗れいな声だ、と、ふと思った。





　櫻さくら井い忍しのぶはひとつの箱を前にあぐらをかき、腕組みして唸うなっていた。

　場所は彼が住みかにしている、湊みなと町まちの古長屋で、穴のあいた障しよう子じのむこうには近年掘られたお堀、というか運河がとっぷり碧あお色いろの水をたたえている。

　馬ば車しや道みちの勤め先からは目と鼻の先という便と、なにより賃料の安さで借りている長屋だが、そこに今朝目がさめてみると、見も知らない何物かがころがっていたのである。

　すり減った畳に、斜めに朝日が落ちかかっている。雀すずめがのどかに鳴いている。

　忍は膝ひざ先に置いたしろものを、もう一度、とっくりと眺めた。

　……箱である。

　そのこと自体には、まあ別に問題はない。

　長さは一尺、つまり欧米式に言えば一フィート、三十センチから四十センチあまり、幅はそれほどなくて六、七インチ、つまり二寸半、十五、六センチかといったところ。

　白木でできていて、なにやら棺かん桶おけを連想させる気味の悪いそれが、今朝起きてみたら、枕まくらもとにちん、と置かれていたのであった。

　くりすます、などという外国の風習はまだ聞いたことのない忍だったが、暦こよみの上でも今はまだ十月、贈り物が届けられるにはちと早すぎる。こんなものを届けてくるような知り合いの心当たりもない。

　七しち十じゆう郎ろうの顔がちらとよぎったが、あの男は、見舞いを置いていくにしてもこんな静かな置き方をするような男ではない。必ず怒ど鳴なりながら入ってきて、近所から文句が出るような大声で具合を訊きき、山のような握り飯と総そう菜ざい屋の魚や煮付けを押しつけて、まあ食って元気を出せ、病気なんぞたっぷり飯を食えばびっくりして逃げていく、と断言して疾風はやてのように去っていくのだ。現にやられたからよく知っている。

　この三日ほど、忍は風か邪ぜをひいたという口実で写真館の勤めを休んだ。

　例のフランスのわがまま娘にさんざん泣かれたらしい下しも柳やなぎ館主からはいささか嫌味を言われたようだが、あんな体験をしたあとで、何もなかったように写真館の仕事をこなす自信は、さすがに忍しのぶにももてなかったのだった。

　あの、南なん京きん町まちでの胸苦しい夢のような一夜――

　思い出して、忍はまた背筋がひやりとするのを感じた。

　宵よい闇やみに嫋々じようじようと流れ来た唄うた声ごえ、招く白い小さな手、胡こ弓きゆうの響き、悪夢をさまようような南京町の街角、なまめかしい紅こう灯とうのもと、黒髪を真っ白な旗袍チーパオに流した美女、いきなり怪物に変じた小娘、弓を構かまえた若わか巫み女こに、からくり仕掛けの巨人、男装の異人の女、美女の、くわっと裂けた口と、朱しゆ唇しんにひらめいた白い牙きば……

　あそこからどうやって帰ったのか、今になってもどうしても思い出せないのだった。

　気がつくとこの自分の長屋に大の字でひっくりかえっていて、外では何ごともなかったように、しらじらと空が白みはじめていた。

　飛び起きた瞬間に、もう眠けも二日酔いも吹っ飛んでいた。

　しかしどうしてもそのまま出勤する気にはなれず、長屋の隣の子供に駄だ賃ちんをやって写真館へ休みの言ことづてを届けさせ、かといってじっとしている気にもなれずに、また、外へ出かけたのだった。

　まず、昨夜のことが本当だったかたしかめるために、南京町へ足をむけた。

　行くにはかなりの勇気を必要としたが、いざ入ってみると、昼の光で見るそこは、拍子抜けするくらいにごく普通の街だった。むしろ、きちんと整備され、石畳の道がきれいに掃き清められた西洋人街を見慣れた忍の目には、なんだかごみごみした、けばけばしい場所としか映らなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      　昨夜、あれほど魁かい偉いに、いまにも動き出しそうに見えた店先の龍りゆうは、色塗りのはりぼての正体をさらして、間のぬけた口をぽっかり青い空に向けてあいている。

　籠かごに入った干しアワビや海鼠なまこが道ばたにごろごろ転がり、鶏がけたたましい声で鳴きながら駆けまわっている。忙せわしげに行き交う清しん国こく人たちも、こちらには異様に映るそり上げた頭に弁べん髪ぱつを垂らしているほかは、ごくごく普通の人間でしかない。

　ふかし饅頭まんじゆうを売りながら暇ひまそうにしていた女をつかまえて、昨夜、あがっていった家の覚えているかぎりの特徴を、片言の中国語でこれこれこうと語ってみたが、まじまじと顔を見られただけでなんの反応もない。

　これは駄目だと思いきって、あちこち歩いて別の人間をつかまえては問いただしつつ、自分でも、どこか見覚えのある場所はないか、あの紅あかい房ふさのついた角灯をたらしている家はないかと眼めを皿のようにしてみたが、手がかりどころか、昨夜とは別の意味で自分がどこをどう歩いているのかさえ、わからなくなるありさまだった。

　その日は疲れはてて家に帰り、翌日、ふと思いついて、以前働いていた中国人通つう弁べんのもとを訪ねてみた。

　もしかしたら、この相手なら地元の南なん京きん街まちの動静についても知っているかと思ってのことだったが、これもすぐに間違いだとわかった。

　彼はもともと、祖父の代から英国に渡って成功した紅茶と布地商の出で、中国人であるより、むしろ英国人であることを誇っているようなところがあった。

　英国のパブリック・スクールで教育を受けたというのが何よりの自慢で、英国仕込みのクインズ・イングリッシュにわずかに残るアジア的ななまりを非常に恥じている部分があったから、忍しのぶの訪問は歓迎してくれたが、その質問の内容には、ばかげたことだと言いたげにフンと鼻を鳴らしただけだった。

「だいたい、夜にあんなところ行くのがよくないね、シノブ・サン」

　英語よりはいささか発音の劣る日本語で、そう説教された。

「いいかな、あそこは確かに私の同国人が集っているけれども、悲しいことに、その全員が性しようのいい者とは限らないね。君のように未来ある若い日本人と見ると、なんでもかんでもしがみついて、むしりとろうとするならず者がかならず目をつけるね。それ清国の恥、だけど仕方ない。そうでなければ、生きていけない者もいる、だから、外の者は日が暮れたらあそこへは入らない、これ簡単な決まり、でも重要のこと」

「でも、僕は見たんです。大きな、遊女屋みたいな家でした。とても綺き麗れいな女の人」

　おそるおそる忍は主張した。結局、あの白い手と唄うたに導かれて入った家は、その影すらも見つけることができなかったのだ。あれだけ大きな家に見えたのに、と思うと、どうにも不思議でならなかった。

「ふむ。それは、どのような女だったかね？」

　綺麗な女、と聞いて、相手も興味が出たらしい。少し身を乗りだして聞きかえしてきたので、これは、もしかしたらと忍しのぶも元気が出た。いきおいこんで、女の風ふう体ていを説明する。

　顔は、姿は、とひとつとひとつ語っていって、そして白い服を着ていた、と言ったとたん、いきなり、相手の顔がさっと青ざめた。

「ちょっと待つね、シノブ・サン」

　声が少し震えている。

「その女、確かに白い服を着ていた？　白い旗袍チーパオを？」

「ええ、まちがいありません。真っ白な絹の、とてもきれいな服でしたけど……」

　ひょえっ、と通つう弁べんは妙な声をあげて飛びあがった。

　いきなり声をあげて家人を呼ぶ。やってきた使用人に、めったに使わない中国語で矢継ぎ早に何か命じると、くるりと忍に向きなおって、ひどく深刻な顔をした。

「いいかな、シノブ・サン」

　ずい、と顔を近づけて、声をひそめて彼は言った。

「今、家の者に護ご符ふを取りにやらせたから、今夜からはそれを家のすきまに全部貼はってから寝ることね。けっして忘れてはいけないよ、でないとシノブ・サン、君は、その女にとり殺されて、墓の中まで連れていかれてしまうかもしれないね」

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ」

　なぜ服の色を言った程度でそこまで言われなければならないのか、忍にはまったく理解できなかった。しかも、墓の中？　いきなり幽霊話なのか？　あの異常な出来事のことは、さすがに口にするのもはばかられて言ってもいないのに。

「白い旗袍はね、死人の着る服よ」

　相手の顔つきには冗談のかけらもなかった。

「旗袍の色は、着る者の身分や、立場や、場合によって決まってる。白い色は、死人を棺かん桶おけに収めるときに着せる服。正気の女なら、そんな縁起の悪い色をわざわざ選んで身につけるようなことはありえないね。もしあるとしたら、それは鬼グイよ」

「鬼グイ……」

「亡ぼう魂こん。死し霊りよう。生者の精気をすすりに出てきた、屍し鬼き」

　ぶるっと身を震わせて、主人は山のようなお札ふだと、線香、数珠じゆず、その他もろもろの魔ま除よけの品々を、どさっと忍につきつけた。

「それ、とにかく持っておかえり。すきま全部にそれを貼りまわして、そして、穢けがれが落ちるまで、外には出ないこと。でなければ、鬼グイがあきらめるまで。いつまでかは誰にもわからない。でも、そうすべき。死にたくなければ」

　死にたくなければ。

　この一言はさすがに胸に来た。

　蹌そう踉ろうとして家に帰った忍は、言われたとおり、読めない文字を墨で走り書きしたような中国風の札を貼りつけて、金属の刀を天井に吊つり下げ、数珠を戸口にかけ、香こうを部屋の四隅に焚たいて、両隣から怒鳴りこまれるほど凄すごい臭においをもうもうと立てた。

　――が、翌朝、目がさめてみればこれが枕まくらもとにあった。

　箱。



　とうとう尻が痛くなってきて、忍しのぶはそろそろと身体からだを動かした。

　部屋に貼はりまわしたお札ふだはまったく変わった様子もない。戸口にかけた数珠じゆずももとのまま。燃えつきたお香こうが、四隅で白い灰の山になっている。

　――でも、箱。

　そろっと立ちあがった拍子に、天井から提さげた銅の模造刀にごつんと頭をぶつけた。

（……開けない方がいいんだろうか）

　たぶん、そうなのだろう。

　だがしかし、ここ数日のあれやこれやで、さすがに忍も頭に来ていた。脳のう味み噌そが破裂しそうになっていた。来るなら来い、という捨てばちな気分にもなっていた。

　ありていにいえば、もう自棄糞やけくそだった。

（お化けだろうが幽霊だろうが、なんでも来るがいいや。俺だって男だ、櫻さくら井い忍だ。雀すずめのつづらでもあるまいし、お化けの一匹や二匹、怖がってたまるもんかい）

　ゆっくりと箱のふたに手をかけた。ふたはただはめ込んであるだけで、留め金も何もかかっていない。

　持ちあげる。スッと上がった。

　忍は首をのばして、中をのぞき込んだ。



「……？　なんだ？」

　いきなり聞こえてきた言葉にならない絶ぜつ叫きように、館たて岡おか七しち十じゆう郎ろうは太い眉まゆをしかめた。

　風か邪ぜをひいて休んでいる後輩の櫻井忍に、今日はなんとしてでも出勤しろという写真館の主あるじの下しも柳やなぎ蓮れん泉せんのことづてを伝えがてら、様子を見に来たのだが、どうやら、今のものすごい悲鳴は、そのひょろっとした後輩の家から聞こえたらしい。

「なんだってんだ、一体。なにかあったか」

　買ってきた玉子焼きといなり寿ず司しの包みをひょいと背中へ放ほうりあげ、相手の家の戸をがらりと開ける。

「おい、どうした、櫻井。なんかあったか？　すげえ声がしたようだが」

「あ、な、な、なんでも」

　心配した後輩は、とりあえずなんともないようだった。なぜか押し入れの茶色くなった襖ふすまにしがみつくようにして、はーはー肩で息をしている。

「な、な、なんでもないです、館岡さん。ただちょっと、あの、夢見が悪かっただけで」

「そうか？　それにしちゃ随分えらい声だったぜ。ほれ、差し入れ」

　妙な顔をしながらも、忍の顔が真っ青なのを見て、まだ気分がよくないのだろうと思いつつも、買ってきた食べ物の包みを上がりがまちに置く。

「まだ調子が悪いらしいとこ悪いがな、下しも柳やなぎの旦だん那ながそろそろ店に出てこいとさ。今日は英国公使ご臨席の会合があって、写真撮影の手がかなり要いるそうなんだ。それ食って、気分がよくなったらでいいから、店のほうへ顔だけでも出してくれんか」

「わ、わかりました。行きます」

「――おい、本当に大丈夫か？　なんか、今にもぶっ倒れそうだぜ」

「だ、大丈夫です！」

　声が裏返っている。

「あの、必ず行きます、ご迷惑かけて申し訳ありませんって館長には言っといてください。昼前にはたぶん、行けると思いますから」

「ああ、わかったよ。だが、くれぐれも無理しちゃいけねえぜ。まあ、しっかり食って、ゆっくり来な。旦那には、俺がうまく言っといてやるよ」

　ぐりぐりと子供にするように頭を撫なでて、七しち十じゆう郎ろうはのっそりと長屋を出て行った。



「……はあ」

　七十郎が出ていったのを確かめて、忍しのぶはずるずると襖ふすまからすべり落ちた。

　たった今目にしたものがまだ瞼まぶたの裏でちらちらしていた。七十郎ではない、箱の中に入っていたもののことである。足音が聞こえたときとっさに蓋ふたを閉めて押し入れに放ほうりこんだが、うまいこと気づかれはしなかったようだ。

　そうっと襖を開け、おそるおそる箱を膝ひざの先に置く。

　見間違い、いや、そうであって欲しい、という、祈るような思いで蓋を開ける。

　見間違いではなかった。

　箱の中には、切り落とされた、肩から先の女の腕が一本。

　手のひらと、肘ひじ、つけ根の三か所を奇妙な文様入りの釘くぎで打ちつけられ、板の上でびくびくと、白い蟲むしのように蠢うごめいていた。



　　　２



　七十郎のいかつい顔が、心配そうに頭の上から見おろしてきた。

「どうしたい、櫻さくら井い。まだ顔色が悪いぜ、無理しない方がいいんじゃねえのかい」

「いえ。あの、心配ないです、大丈夫です」

　もう何度めかになるかわからないそんな会話をかわしながら、忍はまた今朝見てしまったものの不気味さを思い出し、こっそり背中に冷や汗をかいた。

　今日は著名な商人宅の美しい庭園を会場に、はなやかな園遊会のまっ最中。秋晴れの、すがすがしい青空の午後とあって、上品なつまみや茶や酒を並べた洋卓、芝生に映えるご婦人方の洋装や、燕えん尾び服ふくに山やま高たか帽ぼうの紳士方のぴんと張った髭ひげも陽気に浮きたって見える。

　今日の宴会はなにやら英国本国のお偉いさんを迎えたものとあって、日本の役人も何人か顔を見せているが、慣れない外国語と慣れない目には赤鬼のような紅こう毛もう人じんの群れにとりかこまれて、普段はいばりかえっ裃かみしも姿の侍も、いささか元気がないようでもある。

　そんななかで、写真師下しも柳やなぎ蓮れん泉せんは大はしゃぎで走りまわり、連れてきた弟子連に大声で下げ知ちをくだしては、大きくて重たいダゲレオタイプの写真機をあちらへこちらへと運ばせて、かたっぱしから写真を撮とりまくる。

　これは異人に渡すのはもちろん、あとからこっそり忍しのぶに版画の下絵に描きなおさせて、『異人館、紅毛宴之図』とでも題して読み売りの新聞に売ろうというのだからちゃっかりしている。もっともそれくらいだから、横よこ浜はま第一ともいわれるような大きな写真館を構かまえられるようにもなったのだろうが。

　どちらにしろ、また俺の仕事が増えるんだなあ、と肩に食い込む三脚の重さにげんなりしながら、とぼとぼと忍は芝しば生ふを横切っていった。

　信じられないものを見たのはその時だった。

　忍は思わず三脚をその場に放ほうり出しかけ、寸前で踏みとどまって、あわててそばの木に立てかけると、「ぱるどんすみません」と近くにいた親切そうな異人に声をかけた。ハムを口に運んでいた異人はわざわざ太った手を宙で止めて、

「うむ？　なんだね、君は日本人か」

「そうです。あの、あそこにいる、金髪の……ええと、レディはどなたですか」

　と、目でさした先の木こ陰かげに、ひとりのほっそりした人物が銀髪の侍じ女じよを従えて、ほとんど影にとけ込むようにして悠ゆう然ぜんと腰をおろしている。

　問われた相手はみるみる苦虫をかみつぶした顔になってフォークをおろし、

「あれはね、君、君のような青年が興味を持つべき女ではないよ」

「はあ。どなたか、ご身分のある方とか」

「とんでもない。いいかな、あれは、本国でも有名なやり手の詐さ欺ぎ師の女で、〈パラケルススの娘〉とか名のっている、いんちき魔術師だよ」

「魔術、師……？」

　あの南なん京きん町まちの夜の光景が、頭の中を走そう馬ま燈とうのように走りまわった。

「本人は魔術を使えるとか、かつて中世に存在していた大魔術師パラケルススの正統な後継者だとか、たわごとを抜かしているがね」

　憤ふん然ぜんと異人は手を振りまわし、そのたびに、たるんだ頬ほおの肉をふるふると震わせた。

「女だてらに、ああして男の格好をしてあちこち歩きまわっては、口先八寸で小金を稼いでいるとんでもない女だよ、君。ああいうのには近づかないのがいい。

　まったく、バーティントン卿きようもなぜあんな女を連れてこられたのか理解できんが、詐欺師は詐欺師なりに、人にとりいるのは商売のようなものだからね。君も骨までしゃぶられるはめにならんうちに、ああいうのとは距離を置いたほうがいいよ」

「はあ。わかりました、ありがとうございました」

　しゃべるだけしゃべって、満足したようにまたハムを食べ始めた異人を置き、忍はそっとその場を離れた。視線はどうしても、ちらちらとあの木こ陰かげにいる黒いインヴァネスとその上に光っている金色の巻き毛に引きつけられてしまう。

　――では、とりあえず、おやすみ、坊や。

　そう言われたときのいたずらっぽい顔と、あざやかな緑色の瞳ひとみをきらめかせた美しい顔を思い出して、戦せん慄りつともなんとも言いがたい感覚にとらわれる。

　あの箱。

　釘くぎづけにされた女の腕は、まだ生きていた。手のひらと肘ひじと肩、三か所をぐっさり貫つらぬかれて板に貼はりつけられながら、ひっきりなしにびくびくと蠢しゆん動どうし、五本の指をかりかりと板に突き立てて、なんとか這はい出そうとあがいている。

　あまりの不気味さに捨てるどころかさわることもできず、もとどおり蓋ふたをした上からありあわせの紐ひもと布団でぐるぐる巻きにして、押し入れの奥へ突っこんできたが、あれがまだ自分の部屋の奥でびくびく跳ねているのかと思うと帰るのが心底嫌になる。

　あの腕は、十中八九――というか、絶対に――あの、南なん京きん町まちにいた謎なぞの妖よう女じよのものだ。

　腕を切り落とされたのに血のひとしずくも流さず、片方の腕を口にくわえて、らんらんと光る眼めでこちらを見据えた恐ろしさはそう忘れられるものではない。

　いったい誰が持ってきたのだろう、と考えるに、やはり、あの〈パラケルなんとか〉とかいうらしい男装の異人女か、でなければ、巨大な武者人形とともに現れた巫み女こ姿の娘かどちらかだろう。

　どちらだろう、と考えるに、これといった理屈はないながらも、あの異人女の可能性が高い、という結論がでた。

　あの、なんとなく人を小こ馬ば鹿かにしたような薄笑みと、鼠ねずみをからかう猫にも似た眼の表情が気に入らない。それに、そうだ、人を『坊や』呼ばわりもしたのだった、と思うと、しだいに腹が立ってきた。三脚をまた持ちあげ、館主から言われた場所へ運んでいくうちに、だんだんと怒りが増してくる。

　どうやら、本国でもろくな評判のないらしい、いかがわしい女らしいじゃないか。そんな相手が、どうしてこの日本男児にむかって、『坊や』呼ばわりしていいものか。

〈パラなんとか〉は銀髪の侍じ女じよを従えて、悠然と葡ぶ萄どう酒しゆの杯さかずきを傾けている。

　なんとなく怒りの方向性が間違っているような気がしないでもないが、これは一言言ってやらねば気がすまない、おまえらはいったい何者だ、あの腕を送りつけてきたのはどういう了見だと、鼻息を荒くしてそちらへ進みかけたところへ、いきなり、

「お人形さんル・プペ！」

　とフランス語のキンキン声がかかった。

　思わずよろめいたところへ、後ろから、膝ひざの裏へ何か小さいものがどかんとぶつかってきて、あやうくその場にひっくり返りかけた。

　何事か、と頭をあげると、見覚えのある小生意気なそばかす顔の小娘が、しっかと袖そでをつかまえて頬ほおを上気させている。

「お人形さんル・プペ！　私の中国のお人形モン・プテイ・プペ・シノワ！」

　先日、忍しのぶをお人形さん呼ばわりしてなかなか離そうとしなかったフランス娘だった。

　襟えり首くびをつかまれてぶんぶん振りまわされ、息をつまらせかけた忍は助けを求めてあたりを見回した。館主の蓮れん泉せんと七しち十じゆう郎ろうに目があった。

　蓮泉はにやりとして、しっしっというような手まねをしてみせた。七十郎はまことに気の毒そうな顔でこちらを見ていたが、助け船を出そうとはしてくれなかった。

　つまり、なんとしてでも今日は忍を出勤させろ、というのは、この小娘のご機嫌取りをさせて、先日の穴埋めをさせるのが目的だったらしい。

　忍は心底がっくりした。日本男児として、はたして俺はこれでいいのだろうかという深しん甚じんな疑問がわいた。

　――庭のかたすみで、〈パラケルススの娘〉がそっとグラスを置いた。

　がっくり肩を落としている『お人形さん』にはいっさいかまわず、フランス娘は小鳥のようにしゃべりちらしながら、忍を館の裏へとひっぱっていく。普通、このくらいの年ごろの子供には家庭教師や乳う母ばがついているものだということは忍も知っていたが、その姿も見えないところ、これは相当わがまま放題育てられているらしい。

　大人たちの宴会のざわめきが遠ざかる。裏庭の、小さい花壇のそばに、子供用の毛もう氈せんをしいてその上に裸んぼで投げ出された人形、洋風の茶道具をままごと用にちぢめたもの、食べかけの菓子などが散乱している場所があった。

　フランス娘はにこお、と笑って、べとべとの指で忍の手をひっぱった。

「お人形さんル・プペ」

　……忍はしみじみと絶望した。

「お楽しみのところすまないがね、お嬢さん」

　からかうような女の声がした。

「君のお人形さんは、私に少々話があるそうだ。しばらく貸してもらうよ、いいかな」

　声は日本語だったので、フランス娘は理解できない顔であたりを見回した。

　だが、横を向いた顔が正面にもどらないうちに、目を閉じてふらりと倒れかかった。

「おっと」長いインヴァネスをひるがえした手が器用に支える。

「いくらやんちゃなわがまま娘でも、子供を地面に転がすわけにはいかないからね。レギーネ、この子をそちらのクッションに寝かせておいてあげなさい。できればそのへんの膝ひざ掛かけでも何かかけて」

「はい、お嬢さま」

　銀髪をなびかせた黒い洋装の侍じ女じよが、眠った子供をかかえてクッションに運ぶ。

「あ、あ、あ、あんた――」

「やあ。先せん日じつ来らいだね、お人形さんの一般市民君」

　ちょっと帽子を持ちあげてみせて、〈パラケルススの娘〉は笑った。金の片眼鏡モノクルのむこうで、緑色をした瞳ひとみが猫のようなきらめきを浮かべている。

「どうやら、私に話したいことがあるようだから、来てみたよ。おいおい、そんなに口をパクパクしなくったっていいじゃないか。まるで池の鯉こいみたいだぜ、腹が減ってもいないのだろうに」





「あんまりくっついて歩かないでください。みんなが見てるじゃないですか」

「寂しいことを言いたもうな、君」

　と、脱いだ煙突みたいな帽子をくるくる指先で回しながら、男装の美び人じんは、

「これでも故く郷にじゃあ伊だ達て者もので通ってるんだぜ。まあそりゃ、性別なんてものにいまだに固こ執しゆうしてる頭の固いのには少々不評なようだがね」

　忍しのぶは肩をちぢめて、できるだけ人の視線を避けようとした。しかし、実際目立っているほうの人間が、あまりに堂々としていてはそのかいもない。

　道行く人々は、まあ開国以来紅髪異装の異人さんにはある程度慣れているとはいいながら、その異人さんがどう見ても美しい若い女であるのに、男の衣装に片眼鏡モノクル、トールハットに細身の杖つえを粋いきにたずさえているのには、さすがに度ど肝ぎもを抜かれたようだ。

　当人がひるがえるインヴァネスの上から、口をあいて見送る子こ守もりっ子ににこにこと手のひとつも振ってみせるのだから始末におえない。忍としてはひたすら小さくなって、早くこの道行きが終わるようにと息をひそめるしかなかった。

　だいいち、居留地にいる異人は、前もって神か奈な川がわ奉ぶ行ぎよう所しよを通して申請を出し、それが受理されてから幕府役人の随ずい伴はん付きでしか外出できないはずである。

　それを、このあやしげな男装の美人は、フランスのわがまま娘を眠らせておいた上で、有無を言わさず忍を館から引っぱり出し、その上、関所の役人にちらりと目くばせしただけで、大手を振って境界を通りぬけてのけた。

　そうして今は、湊みなと町まちの忍の長屋に向かっているところである。後ろからはあの銀髪の愛らしい侍じ女じよが、きちんと手を前で組んでにこりともせず、すたすたと付いてくる。

「で、君んとこに預けた例の物は元気かね。まあ元気でないはずもないと思うが」

「元気ですよ。たぶん。朝見ただけで、あとは知らないけど」

　やっぱりこの女が置いていったのか、と思ったが、もう口に出すのもめんどうだ。

「あれ、いったい何なんです？　ていうか、あの女、いったい何者なんです？　やっぱり――」

「鬼グイなのか、と言いたそうだね」

　あっさり返されて、忍はあやうく舌を噛かみそうになった。

「なあに、こっちだって、あれを預けるに関しちゃ君の動向くらい少しは調べさせてもらったってこった。本地通りホンジ・ストリートの呉大人ゴダイレンのところへ尋ねに行っただろう？　君の、以前の雇い主だったそうだね」

　噛みそうになった舌がもう少しで外へこぼれ落ちるところだった。

「大人ダイレンの言う鬼グイ、つまり幽ゆう鬼き、というのは、当たってはいないが外れてもいない」

　忍しのぶのぽかんとした顔は見ないふりで、男装の美人はのんびりと話を続ける。

「普通、幽霊というものは肉体を持っていないものだが、あの女は君も承知のとおり、ちゃんとした実体、肉体を持っている。切れば血が出るとは言わないが、それなりの生命、まあ生命といえるものならだけどね、を持っているし、そういう意味では、殺すこともできる。それが私の目的なわけだけれど」

　くるりと杖つえを回して、すとんと帽子を頭にのせた。

「ただ今回は、どうやらこの国にも私と同じく、こういうことを仕事にしているお仲間、というより敵手ライバルがいるようでね。ちょいと面倒なことになりそうだったから、悪いと思ったが君のところに人質、ならぬモノ質を預けさせてもらった。そう唸うなりなさんな、君だって、あんなことは一夜の夢として忘れちまってくれてれば、私だって、わざわざ一般市民を巻きこむような、あこぎな真ま似ねはしなかったんだぜ」

　そう言われると忍も弱い。

　そもそも、今回のことの発ほつ端たんが何だったのかと考えてみるに、あの月夜、したたり落ちそうに膨ふくらんだ月の前を夢のように駆けぬけていった金髪と銀髪、二人の美しい幻影を、自分が見つけ出そうとしたことにあるのだ。あの時、七しち十じゆう郎ろうたちの言うとおりにただ酔すい余よの幻まぼろしとしてかたづけておけば、今ごろこんな羽目には陥おちいっていなかったかもしれない。

　……何かうまく言いくるめられたような気もするが。

「ほら、ここですよ。さっさと持って帰ってください」

　とにかく、持ち主が判明したのならあんなものはさっさと手元から追いはらいたい。今度こそ、もう忘れよう、かかわるもんかと心に決めつつ、戸口に手をかけて、さらりと木戸を開けはなったとたん、

「――――!!」

　忍は、その場に棒立ちになった。

　目の前ほんの指一本の幅のところに、するどく尖とがった錐きりのような刃先がぴたりと差しつけられている。

　微動だにしないその切っ先は、まっすぐ忍の眉み間けんを狙ねらっていた。

「引け、睦む月つき」

　玻は璃りの器うつわを叩たたいたような声がした。

「その男はこの部屋の主ぬしだ。前へ出よ、紅こう毛もう人じん」

　つと刃物が目の前からひいた。

　一気にどっと冷や汗がわき、忍は思わずそこへへたりこんだ。

「おいおい」

　あとから入ってきた男装の美人が、苦笑した。

「無断侵入とはおだやかじゃないね。しかも、帰ってきたばかりの家主に武器を突きつけるとは、いささか礼儀に外れちゃいないかい。外国人の私でさえ、ちゃんと彼に頼んで、ここまで連れてきてもらったっていうのに」

「異人ふぜいの指さし図ずはきかぬ」

　少女は、忍しのぶのすすけた六畳のまん中に、きちんと正座して背筋をのばしていた。

　ご丁てい寧ねいに座布団まで敷いている。長い黒髪に純白の浄じよう衣え、緋ひの袴はかまのひざに重ねた両手の前に、あの白木の箱が、包みをとかれて置いてあった。鈴のようにりんと張った黒い瞳ひとみが、強きよう靱じんな意志をこめて異人の女を見み据すえている。

　先ほど忍に暗あん器きをつきつけた当人らしい若い男が、するりと前へ出てきて土間に片かた膝ひざをついた。目を伏せ、いかにも次の命令を待つ猟犬といった様子だ。冷たいほど整った顔立ちに切れ長の目、白いシャツに黒ラシャのズボンという洋装、これは、あの時からくり仕掛けの巨人をあやつっていた男だと思いあたる。

　やれやれ、と肩をすくめて、男装の美人は軽く首をかがめて戸口をくぐった。日本人むきの建物は、そろって背の高い異人にはどうも小さすぎるようなのだ。

　そのまま上へ上がりかけて、「ああそうそう、日本では部屋へ上がるときは靴を脱ぐのだったね、失礼」と大声を出し、ぴかぴかの長靴をさっさと脱ぐ。

　銀髪の侍じ女じよが、さりげなくそばへ寄って脱いだ靴を脇へかたづける。そのまま引き下がって、暗器使いの従者の隣に静かに腰をおろしたとき、青年が、ふと何かを感じた様子で目をあげて彼女を見つめた。

「気づいたようだね」

　女主人がにやりとする。

「さすがだ。君のあのからくり仕掛けのサムライも相当なものだが、私のレギーネに比するにはまだまだだな。彼女にまさる芸術品など、この世にはいないよ」

　青年はかすかに眉まゆを動かしたが、視線をそらして低く頭を垂れただけだった。

　異人の女は忍には目もやらずに柱に背をもたせかけ、片ひざを立ててのんびりと室内を見回して、ふうん、と感に堪たえないような声をあげた。

「日本の家というのは本当に木と紙と竹でできているんだな。本国で聞いたときはまさかと思ったが、まったくお人形の家みたいだ――それにしてはちょいと薄汚れているがね。

　で、これが君が張りめぐらしたお守りの数々、と」

　べたべた貼はられたお札ふだをめくって、いたずらっぽくにやりとする。

「剪せん灯とう夜や話わ、牡ぼ丹たん灯とう記きか。大人ダイレン、いくらイギリスかぶれといっても、お国の古書典てん籍せきくらいには目を通していると見えた。まあこの場合、何の意味もなかったのは明々白々だが。例の荷物を置きに来たとき、随分笑わせてもらったよ。――まあそんなところでぼうっとしておらずに、座ったらどうだね？」

　いったい誰が家主なのだかわからない。

　忍はもう口答えをする元気もなくして、使用人たちともども、上がりがまちにぽてんと腰をおろした。巫み女こ服の少女は昂こう然ぜんと頭をあげて、お姫さまよろしく一同の上かみ座ざでひとり座布団を離そうとしない。

「で、お嬢さん、用件は？　まあだいたい予想はついているが」

「知れたこと。この件から手を引くがよい、毛け唐とうの女」

　鞭むち打つような口く調ちようで少女は言い捨てた。

　同時に、膝ひざ先さきに置かれた箱の蓋ふたをさっとはねる。中には忍しのぶが朝見たとおり、女の白い片腕が、さすがにもがき疲れたのか、三か所に釘くぎを打たれてじっと五指をのばしていた。

「そしてこの魔道の釘を抜いて、腕をわたしに引き渡せ。この国の魔を鎮しずめ、人を守護するはわれわれの役目だ。おまえのような、毛唐などに手を出される筋合いはない」

「こりゃまた、はっきりと言われたね」

　男装の女はたいして堪こたえた顔もしなかった。むしろいよいよ興味をひかれた顔で、手にあごをのせて身を乗りだし、

「しかし、腕のありかに先回りしていたというのに、わざわざわれわれが帰ってくるのを待っていたということは、つまり君たちの力ではその封じの釘を抜くことができなかった、いや、持ちだすことすらできなかった、そういうことでかまわないかね？」

　一瞬にして、少女の顔が朱に染まった。図星を突かれたことはあきらかだった。

「まあ、待ちたまえ」

　眉まゆを逆立てて反論しようとする少女を、手をあげて女はとどめた。

「私はべつに、君を馬ば鹿かにしようとして言ったわけじゃない。その釘は、私の国の、私の流儀で作られ、打たれたものだから、君の、このお国で練りあげられてきた方法が通じないのはあたりまえなんだ。

　あの妖よう女じよ、黄ウオン夫人は、おそらく君たち日本人がいままでに出会ったことのない怪物だ。肉体を持ち、人間の邪悪さと欲望をさらに煮つめて純粋化したような精神を持っている。

　もとは人間だったが、欲望と自己愛の果てに死を拒こばみ、禁じられた秘法を使って魔物に変へん貌ぼうした。あれと戦うには、おそらく、君たち日本人が作りあげた伝統的な呪じゆ法ほうや霊力などではとうてい太た刀ち打うちできないよ」

「それのどこが、馬鹿にしていないというのだ！　わたしは……」

　火を噴くような調子で少女は叫んだ。異人の女は動じなかった。

「むろん、君たちの技術や呪力、パワーの数々には素直に敬服する点も多い。いくつかは、とうていわれわれ西洋人には行きつけない高みまで達しているのは確かだ。

　しかし、君たちの国はこれまで、四百年近くも国を閉ざし、異国の物を締めだしてきた。今、そのつけを払うべき時が来ているのだよ。

　はっきり言うが、君たちの持っている技術だけでは、とうていあの女は倒せない。黄夫人、他にも多くの名を持ち、四百年以上を生きているあの女吸血鬼Vampireはね」

「ヴァンパイア」

「そうだよ、忍君」

　思わず声をあげた忍をちらりと振り返って、男装の美女は目の端はしで微笑した。

「吸血鬼とは、いったん死したあと、墓から肉体をもってよみがえり、生きた人間の血をすすって呪のろわれた生命を永らえる怪物だ。そこには自然や正しい生命はまったく介在していない、あるのは、人間の邪悪な意志と欲望、自然に反した負の生命、それだけさ」

　言葉をきって、美女は開いた障しよう子じから外を流れるお堀の水を眺め、ふっと笑った。

「日本に来たとき感じたが、この土地の精霊や神々は、人間たちも含めて、非常に自然と、生命とに密接に関連しているのだね。

　人間のために世界を改造しようなどとはみじんも思わない、むしろ、自然と同化し、ともに生きることによって、われわれなら悪魔と呼んでしまうような神や魔物でさえ上じよう手ずになだめて生活にとりこみ、同じ仲間としていっしょに寝起きしている。しかし」

　そっと障子を閉めて、美女ははじめてきびしい顔で少女に向きなおった。

「そういうおだやかな文化の中でつちかわれてきた君たちの技術では、対抗できないものもこの世界には存在するということだ。鎖国が解かれ、異国と異文化の有う象ぞう無む象ぞうがどっと流れこんできた瞬間から、この国の霊的平衡はすでに崩れはじめているのだよ。

　黄ウオン夫人のことがいい例だ。彼女は君には倒せないよ、跡あと部べ多た華か女め嬢。少なくとも、君だけの力では、あの女を傷つけることすらできない」

　少女――多華の顔がさっと青ざめた。

「きさま、なぜ、わたしの名を知っている！」

「私はあの女を、世界の半分かけて追いまわしてきた」

　質問には答えず、無造作に異人の美女は答えた。

「できればこの極東の地で、追いかけっこを終わりにしたい。単刀直入にいおう。私に協力してもらいたい、跡部家の姫君」

　ちりん、とかすかな金属音がした。

　張りつめた雰囲気に、忍しのぶはもはや身動きもならなかった。なんとか目だけ動かして見ると、土間に膝ひざをついていた青年が、わずかに姿勢を崩して凍りついていた。

　右の片かた袖そでから黒い暗あん器きの先端がのぞき、その手首に、蒼あお白じろく光る刀身がさしつけられている。刀は隣に座る、ほっそりした少女の腕先から伸びていた。

「動いてはいけません」

　少女は鴇とき色いろの瞳ひとみをまたたかせもしなかった。

「それ以上動くと、貴方あなたの手を斬きり落とすことになります」

「睦む月つき。やめよ」

「おやめ、レギーネ」

　二人の主人から同時に命令が飛び、二人の従者は即座にもとの姿勢に返った。

　暗器はもとどおり袖の中に引っこみ、白はく刃じんは少女の腕のどこかへ消えたが、青年の、白はく皙せきの顔に走った衝撃と動揺は忍の目にすらあきらかなほどだった。

　異人の美女はふたたび日本の少女に向きなおった。

「こちらばかりが、そちらの名前を知っているのは不公平だな。あらためて名乗っておこう、あの場で口にされたこともあると思うが、私の名は、クリスティーナ・モンフォーコン。〈パラケルススの娘〉と呼ばれることもある。なに、君の名前を知っているからといって、それでどうこうする気はないから安心したまえ、多華嬢レデイ・タカ、オタカサン。君もまた、私の名前でどうこうするような、姑こ息そくな姫君ではないと信じているよ」

　少女がきりっと歯を鳴らすのが、忍しのぶのところまで聞こえてきた。

　クリスティーナと名乗った男装の美女は、真顔になってじっと彼女を見つめた。

「実を言うと、こちらも少し手をこまねいているところでね。その腕を取り返しに、てっきり黄ウオン夫人がやってくるかと思ったんだが――君の国の古い本には、サムライに取られた腕を取り返しに来た鬼の話があるそうだね、忍君――、どうやら彼女、逃げこんだ廓くるわの中から出てくるつもりはないらしい。むしろ、こちらが待ちきれなくなって、乗りこんでいくのを待ちかまえているようにも思える。そして、これだ」

　バサリ、とどこからともなくひと束のざら紙が投げ出された。

　多た華かなる少女はちらりと目を向けただけで、手に取るのもけがらわしいというようにつんとしている。持ち前の好奇心に負けて、忍は手を伸ばして紙束をとった。

　広げてみると、それはここ数日の街角の読み売りや、外国人向けの新聞を集めたもので、いちばん上には英語版の『The Japan Gazette』なる写真入り新聞が重ねられている。

「これが、どうかしたんですか？」

「どの新聞にも、謎なぞの変死体のことが書かれている。今日で四件目だ」

　まぶたを伏せて、瞑めい想そう的な表情でクリスティーナは告げた。

「どれも喉のどを食い破られて、川や掘割に投げ込まれていたそうだがね。全員身体からだの血を抜かれて、真っ白になっていたそうだよ。みんな男で、外国人の所で働いていた人間だから、日本の役人は、攘じよう夷い派の浪人のしわざだといっぺんに片づけているようだが」

　数日前に、七しち十じゆう郎ろうから聞かされた話が頭をよぎった。喉を食いちぎられ、血を抜かれて堀に浮かんでいたという、中国人の男。

　クリスティーナはさらにつけ加えた。

「ただし、そこで気になるのは――彼らは全員、死の前日に、港みよ崎ざき遊ゆう郭かくに足を踏みいれていたという事実なんだ」

　忍は思わず新聞を取り落とした。

　英字新聞『The Japan Gazette』の一面には、殺された男の死体らしい生白い身体が長々とのび、周囲に武士や外国人の役人が群がっているところが大きく印刷されていた。

「ひょっとして、それは、あの黄夫人って女が……？」

「まさに、ね」

　軽くうなずいて、クリスティーナは新聞を拾いあげ、ぱらぱらとめくった。

「あの女は、男は単に食料としか見なしていない。彼女が本当に好きなのは、女だ。若い、美しい娘の血をすすって、自分の若さを保つと同時に、あわれな犠牲者を自分の奴ど隷れいにして、もてあそぶことが大好きなんだ。

　忍君、君は一度、食料として彼女に引き寄せられたが、たぶんもう奴は君のことは覚えていないだろう。彼女の今の狙ねらいは、君だ、多た華か嬢」

　多華はぴくりと身を震わせた。

「おそらく今、黄ウオン夫人は廓くるわの奥で着々と手下を増やしている。廓の遊女のうち目ぼしい者は、ほとんどもう彼女の闇やみの接せつ吻ぷんを受けたあとだろう。

　早くしないと、黄夫人ひとりどころか、この横よこ浜はま、ひいては日本全体に、これまでこの国には存在しなかった生きた死人の群れが溢あふれることになる。吸血鬼に血を吸われた者は、死ねば同じく起き上がり、血を求めてさまよう怪物になるんだ。そして血を吸った主人の下げ僕ぼくとして、盲目的にその命令に従う。もしそんなことになったら、多華嬢、たとえ君と、君の跡あと部べ家が総出でかかろうとも、とうてい止めることはできないぞ」

「……跡部家の力をあざけるか、夷い狄てき」

「あざけってはいない。事実を述べているだけだ」

　クリスティーナは少しも動じなかった。

「外国から流れてきたあの女は、この国にある霊的秩序とはまったく違うところで動いている。まだ成り立てニユーボーンの奴らは君でもなんとか殺せるだろう、だが、その大元である、黄夫人は無理だ。それができるのは、あの女と同じ霊的秩序と伝統の中で力をつちかってきた魔術師、この私だけだ、多華嬢」

　多華は口をつぐみ、うつむいた。浄じよう衣えに包まれた肩がかすかに震えていた。

「多華さま」

　と、睦む月つきと呼ばれた青年が低く声をかけた。もし主人の命令あれば、たとえ半身を切り裂かれてもこの異人の主従に立ち向かおうとする意志がありありと見てとれた。

「――控えよ、睦月」

　しばしの沈黙を置いて、多華はそう応こたえた。

　顔をあげて、ひたとクリスティーナを見返した。白い顔に、決意がみなぎっていた。

「わたしに何を求める、異人の魔術師」

「ああ、どうやらその気になってくれたようだね。よかった」

　口だけではなく、クリスティーナは本当に喜んでいるようだった。

「まず、今度もよおされる新任の居留地取締長官のイギリス人、ドーメン氏の岩がん亀き楼ろうでの饗きよう応おうに、わたし、クリスティーナ・モンフォーコンを随ずい員いんとして入れるように働きかけてほしいんだ。なにしろ私はこんな格好をしても女だとされているし、ひとりでひょこひょこ入るわけにもね。

　入国するのにくっついてきたバーティントンのやつはしみったれで、ああいう所へ出入りするのは信仰が許さないとかで行ってくれないんだよ。むろん、ちょっとした魔術を使ってもぐりこむのはたやすいが、そんなことをしたらたちまちあの女にわたしが侵入したことを気づかれちまうからね、とにかく、慎重にやりたいんだ」

　多華は眉まゆをひそめた。

　かまわずに、クリスティーナはその先を続ける。

「そして中へさえ入ってしまえば、その腕があの女の隠れ家へ導いてくれる……むしろ、あの女のほうから出てくる可能性もある。そして君だ、忍しのぶ君」

「えっ、お、俺!?」

　いきなり話を振られて忍はあわてた。

「そうだよ。黙って君をそこに座らせていたのは何のつもりだと思ったかね？　ドーメン氏は写真好きだ、おそらく廓くるわの内部や、遊女の写真なんかを土産みやげに持ち帰るのに写真師を呼ぶにちがいない。おそらく、それには君の雇い主、横浜でいちばん大きな写真館の主あるじである下しも柳やなぎ蓮れん泉せんが呼ばれるだろう。君はそこへついていって、私の指示するちょっとしたもの、あとで書いた紙を渡すから、そういうものを全部揃そろえて、機材に隠して持ち込んでもらいたい。写真機を運ぶのは大ごとだし、人数も半はん端ぱじゃないだろうから、箱の一つや二つ、増えたところで気づかれないだろうよ」

「ま、待ってくださいよ！」

　あわてて忍は立ちあがった。

「なんで俺が、そこまでしなきゃなんないんです？　俺はただ、たまたまあんたたちの姿を見て、巻きこまれただけで、それで」

「しかし、あとからいらぬ首をつっこんできて抜けられなくなった、それだけのことじゃないか。そこの新聞だって、夢中になって読んでたくせに」

　ぬけぬけと言いはなって、クリスティーナはまたあの猫の笑みをにやりと浮かべた。

「わが国のことわざには『Curiosity kills the cat』というのがあってね。意味は『好奇心、猫を殺す』だ。つまり、知りすぎると身を滅ほろぼすってことさ。ここまで来たらつき合ってもらうぜ、櫻さくら井い忍君。君はもう、後戻りできないところまで来ちまったんだ」

　忍はひたすら茫ぼう然ぜんとしていた。

　開いた箱の中で、切りとられた女の腕がぴくりと動く。

「中に入ってから、動き出すのは夜だ。吸血鬼ヴアンパイアは昼の光のもとでは動けないし、昼間はおのぼりさんの見物だけの客がたくさんいるから騒ぎも起こせない。ドーメン様ご一行がそれぞれ女と部屋にしけ込んだとき、そこからが、勝負だ」

「なぜ、それがわたしにできると？」

　しばらく黙っていた多た華かが、ぽつりと疑問を口にした。

「ドーメン氏など、わたしは知らない。どうして跡あと部べ家が、その……ドーメンという異人に何かできると思うのか」

「あれ、聞いてなかったのかい？」

　クリスティーナは驚いた顔をした。

「もう聞いているのかと思ったよ。いいかね君、黄ウオン夫人はね、そのドーメン氏を始末するために、喚よばれて日本にやってきたのだよ」

　多華の肩が、今度は、はっきりとわかるほどにひきつった。

「そして、超自然の脅威からドーメン氏を警護するために、幕府から――かどうかは知らないが、命令されたのが跡あと部べ家の者、つまり君だ。

　ドーメンを狙ねらっているのが誰か、私には興味もないし、調べる気もない。だが、彼がもし日本の、それも遊ゆう郭かく内で殺されればそれは相当なスキャンダルになる。あるいは、黄ウオン夫人の下げ僕ぼくとして生まれ変わらせて、そいつを意のままに操ろうとするだれかがいるのかもしれない。そいつは、私にはわからないよ。

　だが、国内で外国人が殺されるたびに、外国の不信や対日感情は確実に悪化している。もしかするとそこに乗じて、大きな騒ぎを起こそうとする者がいるのかもしれない。浪ろう士し隊のちまちました殺しや、暗殺よりも、もっと大きなことをね」

「わたしが……」

　しばらく、言葉が出ないようだった。

　多た華かはがっくりと肩をくずし、手をついて震えていた。血が出るほど強く指をかみ、もれそうになる声を抑えるのに懸命なようだった。
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　その夜、多華はまんじりともせずに、眠りつづける母の枕ちん頭とうに座りつづけていた。

　明らかにされたたくさんの事実、これまで、日本を汚けがす敵とばかり思っていた者を守るために自分が動かされていたこと、それをだれも自分に知らせてくれようとはしなかったこと、それを知らせてくれたのが、またもや、異分子でかつ一度は武器を向けたこともある異人の女であったということ。すべてが、彼女をとまどわせ、混乱させていた。

　自分は武器でいい、この国を、日本を守るための一本の矢でいい。

　そう思っていた気持ちに、今はいつわりはない――ない、と思っていたかった。だが、どうしようもなくゆれ動く心に、多華は身じろぎすらできずに、こんこんと眠りつづける母の顔を見つめていた。

　何も考える必要はない、と自分に言い聞かせる。

　考えるのは、武器の仕事ではない。

　もし、その外国人を守ることが結局日本という国を守ることにつながるのであれば、わたしは、その命令に従うべきなのだ。何も考えてはいけない、考えるべきではない。ひたすら、その異国の魔を滅めつすることのみをめざす、ただそれだけでいいではないか。

　だが、これまで感じたことのなかった奇妙な苛いら立だちが、多華の中にもはや消しようもなく巣くって、どんどん大きさを増していく。

　わたしは人形ではない、と声こわ高だかにそれは叫んでいた。

　わたしは人形でもなければ、ただの武器でもない。

　自分の戦う相手、向かうべき敵手は、自分で選ぶ。他人の思おも惑わくのために利用されるなど、我慢できない。わたしは、わたしの意志で、倒すべき敵をめざす――

　多華は思わず胸を抱きしめた。最近、少しふくらみを増したかに思われる乳ち房ぶさが、やわらかな手ざわりを伝えてくる。

　先日、あの青しよう野の家の滋しげ人ひとにそこをわしづかみにされた時の羞しゆう恥ちと屈くつ辱じょくが、数倍になってよみがえってきた。

　それでも、時が来れば、自分はあの男のものにならざるを得ないのだ。

　それが跡あと部べ家としての務め、より強い力を持つものを生み出し、この国と、この民を、守るための力をつないでいくことが、多華の生まれた血筋の義務なのだ。

（嫌だ）

　胸を抱く手にぎゅっと力がこもる。

　あんな男の手が触れると、考えるだけでぞっとする。服ごしに触られただけで全身におぞけが走ったというのに、ただ子を産むためだけに、あんな外そと面づらだけのへらへらした男に、いつかは身を許さなくてはならないのか。

　子を産めば、跡部の女の力は確実に弱くなる。実際に戦うための力を行使する、跡部本家や赤あか羽ばねの血筋は特にそうだ。

　眠りつづける母は、父と結ばれたときどう感じたのだろう。今の多華のように、嫌悪と、どうしようもないあきらめだけをもって、婚礼の床に向かったのか。

（わたしは、どうだろう）

　もしその日が来たら、わたしは滋人を殺すかもしれない、と多華ははっきりと悟さとった。

　それはほとんど確信にも近い思いだった。まるで、あの男装の異人、クリスティーナ・モンフォーコンと名乗った異国の術者との邂かい逅こうが、これまで多華が自分にかけていた鍵かぎを、いとも簡単に外してしまったようだった。

　これまで、ごくたまにしか感じることのなかった、自分の中に充満する凶暴な怒りを、多華ははっきりと感じとった。

　それは恐ろしいが、当時に、めまいのするほどの解放感でもあった。

「わたしは、武器ではない」

　小さく声に出してみた。

「わたしは、人形ではない」

　――もしも、自分の意志で、自分の心で、この身を与える相手を選べるとしたら、わたしはどうするだろう。

　切れの長い、静かな黒い瞳ひとみが脳裏をよぎった。

　戦いで傷ついたとき、黙って手当てをしてくれる指の長い、大きな手、繊せん細さいに動く指先、低くて快こころよい声。

「……む、つき」

　だが、考えるだけ無駄だ。どれほどからくり造りに最高の技術を持っていても、なんの異能も持たず、その上四家の中でもっとも位階の低い玄くろ塚つか家の出、しかも、そこでさえ非ひ嫡ちやく出しゆつ子しとして排はい斥せきされている彼が、跡部の跡継ぎ娘の婿として認められるはずもない。

「――睦む月つき……」

　先日、膝ひざ枕まくらをしたとき、ラシャの布地越しに感じたしなやかな筋肉の緊張を思い出し、全身がかっと熱くなった。

　毎日顔を合わせるようになったのは、彼が長なが崎さきから戻って以降だ。それ以前は、ほんの二度か三度顔を見ただけ、言葉を交わしたに至っては、あの工房で轟ごう雷らいの模型を手渡されたとき、一度だけだった。

　それなのに、小さいころからずっとそばにいてくれたように感じるのはどういうことだろう。きっと、あの小さな轟雷が、と多た華かは思う。

　あの小さなからくり武者が、彼のかわりにそばにいてくれたからだ。孤独な修行と冷たい両親にも、だから耐えられたし、ひとりでいても寂しくなかった。手紙の一通もなくとも、ずっと心は共にあるように感じていられた。

　そして確かにその通りであることを、帰ってきた睦む月つきは実証してくれた。

「……睦月。助けて、睦月」

　かたくかたく、両肩を抱いて、多華はいつの間にかそうくり返していた。

「どうしていいのか、わたしにはわからない。助けて、睦月。そばにいて。ずっといて、睦月、わたしは怖い。睦月。睦月。睦月――」

　ふと、部屋の空気が動いた。

　水をかけられたように、多華はわれに返った。かたく閉じていた目を開けて、あたりを見回す。布団の上で、母がうっすらと目を開いていた。

「お母さま!?」

　思わず多華は飛びついた。

「お母さま、お目覚めになったのですか!?　お母さま、お返事をなさってください！　お母さま、お母さ」

　言いさして、多華は息を呑のんだ。ほとんど骨と皮ばかりになった母の手がゆるゆると上がり、娘の手をがっちりとつかんだのだ。

　なかば開かれた目は不気味に白く、娘を認めたような色はみじんもなかった。ぎりぎりと締めつける力は万まん力りきのようで、多華は思わず悲鳴をもらした。

「お、お母さ、ま……？」

『跡あと部べの娘がすべてを繋つなぐものを産む』

　ひびわれた唇から、しわがれた声がもれた。

『だが、まだ先だ。今ではない、――もうひとつ、先の代で。

　その者は身には何らの力ももち得ぬが、心の力がすべてを癒いやすことを知る。そのものは〈むすぶ〉もの、生成するもの、かたちなきものから確たるものを作りあげるもの。古い血は死に、燃えつきた廃はい墟きよに新しい光がさす。〈むすぶ〉ものが、すべてを……』

　そこまで囁ささやいて、母は長いため息をついた。揉もんだ紙のような皺しわびたまぶたが、ゆっくりと眼を覆おおった。全身から力が抜け、鬢びんのほつれた頭が枕まくらに沈みこんだ。

「お母さま？　お母さま！」

　必死になって多た華かは母を揺さぶった。

「待ってください、今のはどういう意味なのです？　お母さまはずっと眠っていらしたのではないのですか？　なぜ、今になってあんなことをおっしゃるのです、お話しください、多華です！　わたしはあなたの娘です！　お母さま！」

「どうなさいました、多華さま」

　後ろから、うかがうような声が聞こえた。

　障しよう子じが開いて、いつも母の診療に当たっている黄きノ原はら家の当主、黄ノ原清せい軒けんが、薄うす髭ひげの生えた顔を覗のぞかせていた。

　山や羊ぎのような顔だ、と多華はあらためて思った。いつももっともらしく落ち着きはらっているが、その実、心のあるような発言を聞かせたためしがない。

「莢さや子こさまに何かお変わりでもございましたかな。随分と慌あわてておいでのようですが」

「……なんでもありません」

　多華はすばやく、いつもの自分の仮面をかぶっていた。本能的に、いま聞いたことをこの相手にもらすのは危険だと感じていた。

「母が、うっすら目を開いたようだったので、目をさましたかと思って呼んでいただけです。また、すぐに眠ってしまったようですけれど」

「ほう。それは」

　妙な目つきで多華を見ながら、清軒は障子を閉めて座敷に入ってきた。

　しかつめらしく布団のそばに座り、瞼まぶたをあげて眼めを覗き、手首を取って脈を診みながら、

「で、何か、お口はきかれましたかな。莢子さまは」

「いいえ」きっとして、多華は清軒の山羊面を見返した。「なぜ、そんなことを？」

「あ、いやいや」

　主家の娘の強い視線を浴びて、清軒はあっさりたじたじとなった。

「何か、多華さまがずいぶん懸命に呼びかけられているようにお見受けしましたのでな。その、もしかしたら、何かお話でもされたのかと」

「ただのうわごとでした。意味のわからない」

「そうでしたか」

　清軒は、あからさまにほっとしたようだった。

「いや、それならよろしいのです。こういう病人には、無理に起こそうとしたり夢を見たりすると意味のつながらぬことをしゃべったりすることが多くございますからな。どのようなことをお聞きになったのか存じませぬが、まず、お気になさらぬのがよろしいかと思いますぞ。お母上のことは、皆、この黄ノ原のものが承知しておりますでな」

「わかっています」

「それはよかった。さて、では、ちと席をお外しくださらぬか」

　そう言いながら、清軒はたずさえてきた薬箱の蓋ふたを開けかかっていた。多華にはなんの薬とも知れぬ薬くすり瓶びんや、薬草の束、すり潰つぶす器うつわや計量道具が、きちんと詰まっていた。

「莢さや子こさまのお薬には細心の注意が必要になりますでな。たとえ多た華かさまといえども、余よ人じんを交まじえるわけにはゆかぬのです。申し訳ございませんが、ご理解ねがえますかな」

「わかりました」

　多華はつと席を立って、廊下に出た。

　障しよう子じを閉めるとき、清せい軒けんが硝子ガラスの吸い飲みに、濁にごった茶色の液体を注ぎ入れるのがちらりと見えた。

　――あの男は、敵だ。

　何の根拠もなく、不意に、多華はそう確信していた。





　同じころ、玄くろ塚つか睦む月つきは主人の多華から与えられている専用の作業場で、からくり人形轟ごう雷らいの整備に余念がなかった。

　すでに日は暮れて、作業場はほとんど闇やみに沈んでいる。洋式の硝子の火ほ屋やのついた小さな手灯ランプを片手に、ぶあつい胸や肩をおおう甲かつ冑ちゆうを取りはずし、中で複雑に組みあわさった歯車や、ばねの調子をひとつひとつ確かめる。

　生きた巨人のように活動していた轟雷は、今は動きの大元を断たれて、天井からつるした鎖に四し肢しをからめられ、だらりとぶら下がったままだ。

　満足がいったのか、甲冑をもとどおりはめ込み、手にした角灯を脇の机に置いて腰をおろしたところへ、机の下の暗がりから、きしるような小さな声がした。

『……どうだ。首尾は、順調か』

　一匹の灰色の小ネズミが、そこにうずくまっていた。磨いた石のような、つやつやした黒い目を怖おそれげもなく睦月に向けて、後ろ足で立ちあがっている。

　ちょっと見ただけでは普通のネズミに見えるが、毛並みが尻尾しつぽのあたりで少したるみ、下の地が見えている。足先はまるで木で刻んだように、固そうだった。声が出るときも、どうやってしゃべっているのか、こまかい髭ひげの生えた口はまったく動かない。

「はい」

　と睦月は短く応こたえた。

「あの奇妙な異人の女のおかげで、われわれもドーメンと共に遊ゆう郭かくに入れることになりました。轟雷も、写真師の一行の荷物に隠して安全に持ち込めます。今のところ何も、問題はありません」

『だと、良いがな』

　石をこすりあわせるような声に、わずかに不快げな調子がまじった。

『まったく、あの異人が現れたときは、赤あか羽ばねと青しよう野のにこちらの計画が漏れたかとずいぶん肝を冷やしたが、とりあえずは問題はなかろう。黄きノ原はらのばかものめ、あの跡継ぎのなまいきな小娘に、もう少しで母親の未来視さきみを聞かれるところだったらしい』

　睦月はぴくりと片かた頬ほおを動かしたが、黙って机に向きなおって、ペンを取りあげた。

　机き上じようには、細かく描かれた新式のからくり人形の図面が広げられている。

　はなやかな洋式のドレスをまとい、白い顔に微び笑しようを浮かべた愛らしい少女人形。黒い髪をしなやかに背へと流したその人形は、どこか、多た華かに似ていた。

『良いか、妙な気を起こすなよ、睦む月つきよ』

　ネズミは脅おどすようにきしり声をたてた。

『母親もわからぬ賤いやしい子供を、わざわざ引き取ってやったのはこういう折りがいずれあると見通してのことだ。あの娘の付き人に選ばれたのは、おまえにとって運が良かった、むろん、われらにとってもな。

　ドーメンの件はそのきっかけにすぎん。今回の仕事で失敗すれば、跡あと部べの一統の名は地に落ちる、その上もし、跡継ぎ娘が妖よう物ぶつ退治の中で命を落とすようなことになれば――』

　睦月は聞いているのかいないのか、肘ひじをついた手にあごを乗せて、少女人形のほっそりした手をぼんやりとなぞっていた。

『われらをさんざん見下し、踏みつけにしてきた跡部と赤あか羽ばね、青しよう野のの三家にかわって、今こそわれら玄くろ塚つかと黄きノ原はらが世に躍おどり出る時が来る』

　キイキイとネズミはわめき立てた。

『奴らはすでに旧時代に慣れすぎて、新しい時代に何が力を持つかをわかっておらん。われらの持つ、特別の技術と薬学の蓄積、欲しがらぬ国などない。すでに幾人かの商人より引き合いが来ている。今回のドーメンの件はその狼煙のろしにすぎん。いずれ、各国の政府もわれわれに注目しよう。超常の能力など、もはや何の役にもたたぬことを、思い上がったあの跡部にも、赤羽にも青野にも、思い知らせてやるのだ。

「……承知、しています」

　ごく低い声で、睦月は言った。

　ネズミはまだ何か言いそうに頭をもたげたが、ちょうどその時、場違いなほど明るい声が、作業場の入り口のほうから聞こえた。

「やあ、精が出るね。睦月君とやら」

　睦月はさっと立ちあがって腕を構かまえた。その指先には、すでに暗あん器きの鋭い切っ先が光っている。

「おっとっと、そう警戒しないでくれたまえ」

　侵入者はおどけたように両手をあげて押しとどめる仕草をした。男装の異人女、クリスティーナは、いつものように黒いインヴァネスをひるがえし、ステッキを手にしていかにも伊だ達て男おとこの風ふ情ぜいで、相反するなまめかしい顔に猫の瞳ひとみを光らせている。

「少しばかり、君に贈り物をもってきただけだよ。無断で入ってきたのは謝るから、まあ座りたまえ、座りたまえ、そのぴりぴりしたもうな、君」

　するりと暗器が引っこみ、睦月はまた椅い子すに腰をおろした。

　足もとをちょろちょろと逃げていくネズミを、睦月は足を上げて踏みつぶした。バネと木の骨組みが飛び散り、ばらばらになった部品を、一ひと蹴けりで机の下へ掃きこむ。

「贈り物とは、どういうことですか」

「だからそう、目に角かどを立てなさんなというのに。君のご主人を守るのにも役にたつしろものだよ、ほら」

　後ろを、影のようについてきていたレギーネが、小わきにかかえた箱をことんと机に置いた。ふたを取ると、睦む月つきの使っているのと同じ、投げて相手の急所に当てる小さな棒手裏剣がぎっしり詰まっている。

　ただ違うのは、その先端がしらじらとした銀色に光り、鋼鉄の胴には見慣れぬ唐から草くさ模様と文字のようなものが鋳い込こまれていることだった。

「先に銀をかぶせてある」

　とクリスティーナは言った。

「銀というのは、吸血鬼ヴアンパイアにとっては致命的な毒でね。胴に刻んであるのは、生命力の象徴であるヤドリギとルーン文字――と言っても君にはわからないかもしれないが、まあ、効果覿てき面めんの護ご符ふのようなものだと思っておけばいい。死んで一か月足らずの成り立てニユーボーンなら、そいつを心臓のど真ん中に叩たたきこむだけでも始末できるはずだ。

　君のご主人のための銀のやじりもある。矢の先は、全部それにとりかえておくといい。重ねて言うまでもないだろうが、今回の敵は、君たち日本人が知っているのとはまったく違った性質の妖よう魔まだ。単なる人間の呪じゆ力りよくだけでは、ほとんど何の意味もない」

　睦月は箱の中から一本取りだして、灯あかりにかかげてみた。銀をかぶせられた先端はどきどきするほど鋭く、まばゆくきらめいた。

「遊ゆう郭かくがいまどれくらい黄ウオン夫人の毒どく牙がに見舞われているかはまだわからないが、昼間も遊郭が人を迎え入れている以上、一気に全員を吸血鬼化することはできない。

　それに、時間的に考えても、大半の生ける屍者リヴイング・デツドはこの十日ほどで黄夫人の手下になったばかりだろうから、君はそれであのお姫さまを援護しつつ、大元の黄夫人の居場所を捜したまえ。君の鋼鉄のサムライにも期待しているが」

　睦月は返事をせず、銀色の武器を箱にしまって蓋ふたをした。

「それにしても、じつに立派な工房だね」

　用がすんでも、クリスティーナはまだ帰る気はないらしかった。両手を後ろに組んでぶらぶらと作業場の中を見て歩き、きちんと揃そろえられた工具や、部品、積みかさねられた金属や木材や竹の繊せん細さいな分類ぶりに嘆たん声せいをあげている。

「私の友人もこういう場所を持っているが、こうきちんと分類されてはいないから、感心するよ。どうもあのご老人は整理という理念には関心がないらしい。まあ、私の大事なレギーネさえきちんと調整してくれればいいのだけれど、こういう美しい作業場を見ると、つくづくわれら西洋人のがさつぶりと無風流について考えてしまうねえ」

「――そのご老人が、彼女を？」

「おっ、やっと口をきいてくれたね」

　クリスティーナはくるりと振り返って、両手を打ち鳴らした。

「そう、レギーネはその私の友人が作った。とても古い友人でね、まあ気に入らないことも多々あるが、全般的には悪くはない相手だよ。時々、年寄りの常でどうしようもなくいらいらさせられることもあるが、まあ、それはお互い様というところでね」

　机のそばに立ったままのレギーネに、睦む月つきはあらためて目をやった。

　レギーネはまったく意に介さない顔で立ちつづけている。ふっくらと柔らかな頬ほお、レースの制帽を飾った銀髪、前で組み合わせた小さな両手もまるで人間そっくりだ。

　しばらく魅せられたようにレギーネを観察したあとで、睦月ははっとしたように机に目を落とし、そこに広げられていた少女人形の図面をぐしゃぐしゃと丸めて手の中に握りこんだ。聞かされなければまず人形とはわからないだろうレギーネに比べて、そこに描かれた人工の少女の姿は、彼にとってはあまりにも稚ち拙せつだった。

「ああ、そんなにもったいないことをするものじゃないよ、君」

　クリスティーナは苦笑した。

「確かに私のレギーネは比類なくすばらしいが、君のその少女人形だってけっして捨てたものじゃない。むしろ、欧州の職人たちに見せたら、われがちに君のもとに教えを請こいに押し寄せるだろうね。

　君はたしかに天才だよ、睦月、その点はまちがいなく誇るべきだ。君のご主人のお姫さまは、いい目をしている。だが、鎖にとらわれている、彼女も、そして君もね」

　握りつぶした図面を手にしたまま、睦月ははっとしたように顔をあげた。



    

  
    
      



    

  
    
      　クリスティーナはこちらに背を向けて、鎖で吊つるされた轟ごう雷らいをじっと見あげていた。

「実に、見事なものだ」

　呟つぶやくように彼女は言った。

「君の目的は、睦む月つき、この鎖を断ち切って人形を解き放はなつことかね？」

　どれ、と指さされたわけでもなかったのに、睦月は音を立てて立ちあがった。

　一拍遅れて、倒れた椅い子すが固い音をたてて床にぶつかった。指先は伸ばされたままで、すでにそこには必殺の気をこめた暗あん器きが獣の牙きばのようにぎらついていた。

「やめておきたまえ」

　クリスティーナの声はあくまでのんびりとしていた。

　それなのに、睦月はぴくりともすることができないのだった。黒いインヴァネスにおおわれた肩はほっそりと優美で、何の力もこもっていないのに、一気に工房に充満した冷気は肌を刺すようだった。

「まあお下がり、レギーネ……君の腕前では私を始末することなどできないよ、睦月、気の毒だがね。これでも多少は腕に覚えがあるし、もし、その武器で私の心臓と眉み間けんを同時に撃ち抜くことができたとしても、おそらく無理だろうね。

　魔術師〈パラケルススの娘〉の名前は伊だ達てではないのだよ、君。そこの銀の杭くいを使っても同じことだ、私は黄ウオン夫人の同族ではないし、今から持ち替えるにしても、その前にレギーネの刃やいばが君の首を撥はねている」

　睦月は同じ姿勢を保ったまま、肩で息をしていた。手を動かすことも、瞼まぶたひとつ動かすことすらできず、ただじっと立っているだけの男装の女の背中からあふれ出してくる異常なまでの圧迫感に、額にはうすく汗がにじみはじめていた。

「心配せずとも、私は何も聞かなかった」

　声だけはまったく調子を変えずに、静かにクリスティーナは言った。

「異国のお家騒動に首をつっこむほど、私は物好きでも暇ひまでもないのだよ。私はただ、黄夫人と戦うための武器を君に届けに来ただけで、そのほかに用などありはしない。

　あのお姫さまを君がどうするのか、君が属する勢力の思おも惑わくをどう処理するのか、興味がないこともないが、それはあくまで、私の利害に関する範囲内までだ」

　そう言って、初めてクリスティーナはゆっくりと振り返って睦月を見た。工房の薄暗がりの中に、緑色の瞳ひとみがそれ自体光を放つようだった。

「お人形が、別のお人形を助けてやりたいと思うのは勝手だ」

　冷ややかといっていい口く調ちようで、クリスティーナは言った。

「だが、君はどうやらお人形ではない。そして、あのお姫さまも、君が思っているようなただの可か哀わい相そうなお人形ではないかもしれない。

　忠告と受け取ってくれてもいいが、頭に置いておきたまえ。人形にさえ魂たましいは宿る、それは君も知っているだろうが、その魂がただ鎖を切ることを望むとは限らない――君とはまったく別の意志を持つかもしれないということは、覚えておくのだね」

　では、とつけ加えると、クリスティーナは帽子を取って優ゆう雅がに一礼し、レギーネを連れてさっと工房を出ていった。レギーネが後ろを離れるとき、かすかに金属のこすれる音がした。

　二人の足音が遠ざかり、ついに聞こえなくなってはじめて、睦む月つきはどっと椅い子すに崩れおち、両りよう肘ひじをついて汗にぬれた額ひたいを支えた。

「――多た華かさま」

　呻うめくように、言葉がこぼれ落ちる。

　握りつぶされた図面の上で、人形の少女の顔が愛らしく笑っていた。洋灯ランプの芯しんがジジッと音を立て、足もとには、踏み砕かれた歯車とバネの固まりが、醜みにくくころがっていた。



    

  
    
      


　　第三幕　夢と楼閣、剣と屍者undead





　　　１



「おい、なんか荷物多くないか？　これ」

　七しち十じゆう郎ろうからそう言われたとき、忍しのぶはあやうく飛び上がりかけた。

「なんか箱が増えてる気がするぞ。っていうか、こんなでかい箱やら、重たいやつやらあったっけ？　なんか線香みたいな臭においがするし」

「いいいいいやべつになんでもないですよよよよよよよ」

「……なんでもない顔なのか？　それ」

　七十郎の太い眉まゆがハの字型にかくんと下がる。

　どうやらすっかり、この頼りない後輩を心配することが身についてしまったらしい。

「なあ、こないだからなんだか様子がおかしいぞ、おまえ。なんか気になることでもあるのか？　こないだ言ってた、あの月の前を走っていった異人の幽霊にでもとっ憑つかれたか。おまえんとこをこないだ覗のぞいたが、なんだか知らないが妙な札ふだだの何だの、べたべた貼はりまくってあったじゃねえか。なんだありゃ」

「あ、いやそのそれは、郷きよう里りの母親が送ってきたんで、ちょっと」

　しどろもどろに、あまり意味をなさない言い訳をする。

　まさか、まさにあの月夜の幽霊に取り憑つかれて、とんでもないことに引きずり込まれている、とは言えない。言ったら言ったで、またろくでもないことになるに決まっているのだ。それに――

「やあ、ご迷惑かけてもうしわけないね」

　ひょい、と顔を突っこんできたにこにこ顔に、まばゆい金髪がさらりと揺れる。

「その大荷物は私がサクライ・サンに頼んで、いっしょに運ばせてもらっているんだよ。実は私も故く郷にではちょっとした写真好きでね、でも、まさか君たちの仕事の機材を勝手に使わせてもらうわけにもいかないから、自前の機材や小道具なんかを持ち込ませてもらったって寸法さ。なんせこれから行くユウカクとか言うところは、なかなか異国趣味エキゾチシズムに溢あふれた、そうはないほどきれいな場所らしいからねえ。運び賃はうんと弾ませてもらうから、彼を責めないでおいてくれたまえな」

「は、はあ……」

　いきなり口をはさんでこられたことより、その声の主ぬしに、さすがの七しち十じゆう郎ろうもたじたじとなった。

　異人とはいえ、驚くほどの美び貌ぼうの女なのに、居留地の男たちが着ているような上着とズボンをりゅうと着こなし、細いステッキを手に背高帽シルクハツトのつばを押さえて、黒いひらひらとしたマントまでひるがえしているのだ。

　おまけに、じつに流りゆう暢ちような日本語までしゃべる。そこへまた、わざとのようにサクライ・サンだのユウカクだの、不自由そうな発音まで適当に混ぜてみせるのが、正体を知っている忍しのぶから見ると小こ面つら憎にくくてならない。

　その増えた荷物を荷車に積み込むところで、写真館の見習いたちに混じって忙しく動き回っている青年がいる。

　今回は館主の下しも柳やなぎ蓮れん泉せんをはじめ、忍はむろん七十郎も洋装で統一するよう命じられているので、彼も見たところ写真館の下働きのひとりのようにも見えるが、重い箱の扱いに大汗かいているしたっぱたちの中で、白いシャツと黒ラシャのズボンにも汗ひとつかかない彼ひとりは、彫刻のようにととのった顔にも表情ひとつ浮かべていなかった。

　クリスティーナは陽気に手を振ってみせると、いつもそばを離れないあの銀髪の侍じ女じよを連れて、異人の一団のほうへ戻っていった。

　一行はほとんど男ばかりで（これから行く先を考えればそれも当然だろうが）、いきなり混じってきたこの男装の美女に目を剥むいているが、そんなことはおかまいなしに、よくもまあと思うほど四方に愛想を振りまいて、手を握ったり気き障ざな仕草でお辞儀をしている。忍はもうあきれる気力もなかった。

　少し離れた場所では、今回の主しゆ賓ひんである新任の居留地取締長官Ｍ・ドーメン氏が、藩の役人たちに囲まれて歓談していた。彼もいきなり一行に加わったあの異装の美女にはいささかならず驚いていて、通つう詞じを通して役人に確かめている。役人もよくはわかっていないようで、ただ、上役からの指示があって、とくり返すだけに終わったようだ。

　――その、さらに少し離れた後ろでは、巫み女こ服の上に目立たぬ被ひ布ふをかずいた多た華かが、射るような目をこちらに向けていた。

　荷車のそばで、黙々と動きまわっている洋装の青年を食い入るように目で追っている。白い手は被布の縁ふちをきつく握りしめ、気楽そうに歓談するドーメン氏のとがった鼻と、動きまわる自分の従者とのあいだを、何度も視線が行き来していた。

「さて、ええそれではどちらの旦だん那な様がたも、そろそろお発たちになりましょうかね」

　遊ゆう郭かくから寄こされた案内役の幇間たいこもちがおどけた声を出す。

　異人一行はぞろぞろと馬車に乗りこむ者もあり、馬に乗るのもあり、のんびりと歩くのを選ぶのもあり、三々五々好きな方法を選んで、ゆっくりと居留地の大門を出ていった。

　居留地の北側にひろがる港崎みよざき遊郭は、横浜に外国人居留地を作るにあたって、幕府の肝いりのもとに開設された遊興場である。

　周囲は遊女の逃亡を防ぐために堀と泥田で囲まれ、居留地からはそこへは、たった一本しかない土手通り、通称吉よし原わら通りまたは衣え紋もん坂ざかとよばれる道をあがって、左右にさまざまな店の並ぶのを見物しながら大おお門もんをくぐるという、江戸の吉原や、長なが崎さき出で島じまの島しま原ばら遊郭と同じ趣向をとっている。

　もともと、遊郭、特に横よこ浜はまや長崎のように外国人が出入りする場所の遊郭は、悪所ゆえに出入りする犯罪者を監視するとともに、うかつに外国人と日本人との性的交渉を許して、異人の血を継いだ子が生まれたりすることをふせぐ意味も持っていた。

　居留地の外国人は許可がなければ許された遊歩地以外へ出られなかったのはもちろんだが、それでは、いろいろと鬱うつ屈くつがたまるのも人情である。そんなあれこれを、ここで騒がせることで発散させるのと同時に、貿易で稼いだ外国商人たちのふところを狙ねらって、少しでも国内へ金を落とさせようという、幕府がわの意図もあった。一見はなやかに見える遊郭もまた、金と金、策と策、国と国のせめぎ合う場所であったのである。

　牛に牽ひかせた荷車のわきについて歩きながら、忍しのぶは、その荷物のいちばん底にしまわれているはずの箱を思って気が気ではなかった。

　あの、長屋の押し入れから出してきた、釘くぎ付けされた黄ウオン夫人の腕である。

　あれから一度も蓋ふたはあけないまま、紐ひもでぐるぐる巻きにして荷物のいちばん下に押し込んであるが、こうして歩いていても、あのすんなりした桃色の爪つめが動いて、箱の蓋を掻かいているかと思うとぞっとする。耳をすませば、車のきしりを圧してかりかりというその音さえ聞こえてきそうだ。忍しのぶは思わず片耳を押さえた。

「おい、櫻さくら井い」

　同じようにわきを歩いていた七しち十じゆう郎ろうが心配そうに腕をつかむ。

「大丈夫です。……大丈夫、ですったら」



　　来るかくるかと 浜へ出てみればの ほいの

　　浜の松風 音やまさるさ やっとかけの ほいまつかとな

　　好いたすいせん 好かれたやなぎの ほいの

　　こころ石せき竹ちく 気はや紅葉もみじさ やっとかけの ほいまつかとな



　行列の先頭をいく幇間たいこもちが金きん扇せんをかざして、よく響く声で越えち後ご獅じ子しを囃はやしている。

　しだいににぎやかさを増していく衣え紋もん坂ざかをあがりながら、忍しのぶは、なぜこんなことに巻きこまれてしまったのだろうと、もう何度思ったかわからない疑問を、また胸の裡うちでくり返した。





「ようこそお越しくださいました。わたくしが当岩がん亀き楼ろう主人、岩いわ槻つき屋佐さ七しちでございます」

　と、中庭を一望する座敷に両手をつかえて挨あい拶さつに出たのは、一見堅かた気ぎの商人あきんど風の、がっちりとした五十がらみの男――

　だが、ときおりちらりと目に走る酷薄そうな色がただ者ではない、港崎みよざき町の町まち名な主ぬしをも兼ねる、遊ゆう郭かく一の廓くるわ、岩亀楼のあるじであった。

「本日はご立派なかたがたにご来らい駕がたまわり、主人まことに恐縮でございます。どちら様もどうぞ一夜ながらも鴛鴦えんおうの夢をお楽しみになり、また、お気に召しましたならば、二度、三度のおいでをも、一同心よりお待ち申しあげております。

　かたくるしいご挨拶はこれで仕舞いといたしまして、では」

　と頭をあげて、ぽんぽんと手を叩たたいた。

「まずは日本の名酒、皆様方のお国にも酒はございましょうが、主人手ずから選びましたるこの名だたる美酒の数々、お好みの妓おんなともども、ごゆっくりご嘆たん賞しようくだされませ」

　と、金きん箔ぱく銀箔に鶴つる亀かめの舞い踊る襖ふすまがさっと開き、手に手に酒しゆ肴こうの膳ぜんをささげた遊女たちが、臙えん脂じの唇くちびるに婉えん然ぜんたる笑みをたたえてするすると入ってくる。

　あっという間にあたりは脂し粉ふんの香りとあだっぽい嬌きよう声せいにあふれ、絹の裳も裾すその囁ささやきと、いっせいに鳴りだした三しや味み線せん太鼓の鳴り物が色めいた雰囲気をさらにあおりたてる。

「おい」

　ぼんやりと見ていた忍しのぶは、七しち十じゆう郎ろうにわきをつつかれてやっとわれに返った。

「美人に気を取られてる場合じゃないぜ、仕事だ仕事。カメラ出して、三脚用意しな。そのうちすぐに、ゲイシャと写真をとりたがる異人が出てくるに違いねえんだからよ」

　その通りだった。おしろいで白く塗り立て、高く髷まげを結ったニホンのゲイシャににっこりと微笑ほほえみかけられて、ほとんどの異人がすっかり笑み崩れてしまっている。注がれた猪ちよ口この小ささに驚きながらも一口で飲みほし、「これは、ブルゴーニュのワインにもまさる！」と驚きの声をあげている者もいる。

　また襖ふすまが開いて、鳴り物に舞まい扇おうぎをたずさえた芸者衆がすらすらと流れるように入ってくる。いっせいに手を叩たたく異人衆につやっぽい流し目を送ると、弦げんをととのえたお囃はや子し衆を従えて、月もおぼろに松まつ乳ち山やまと、差す手引く手もあざやかに、しなしなと裾すそを引き引き踊りはじめる。

「忍しのぶ君」

　急いで機材の箱を開けにかかっていた忍の耳もとで、囁ささやく声がした。「うわっ」と飛びあがって振り返り、

「な、なんだ、あなたですか。ちゃんと頼まれたものは運びこんであるでしょう、出すのは自分でやってくださいよ。あんなもの見られたら、俺、旦だん那なに首切られちまいます」

「わかってるよ、ちょっと君に注意をしに来ただけだ。あの彼女たち、何かおかしいと思わないかね？」

　と、満座の中で華やかな踊りを披ひ露ろうしている芸者衆を親指で指す。

「どうって……別に、普通の女の人たちに見えますけど」

「馬鹿だな、そっちじゃない、ドーメン氏一行につきそっている遊女たちのほうだよ。彼女たちは日光のはいるほうへは絶対に身体からだを近づけようとしていない」

　ぎくっとして忍は異人たちに酌しやくをしている妓おんなたちを見なおした。

　確かにそうだ。まだ午ひるを過ぎたばかりで、暮れるも早い秋の陽ひとはいえ、明るい陽光が廊下のはしから座敷の縁へりへこぼれでている。

「それだけじゃない、さっき、サシチとかいうこの見み世せの主人が挨あい拶さつに出てきたが、何か顔色がおかしい。いや、日焼けした顔だから君は気づかなかったかもしれないが、首筋に、布のようなものが見えていたのを見なかったかね」

「――そういえば」

　襟えり元もとから、いかにも町の重役らしいかっちりとした身なりにはいささかそぐわない、白い布のようなものが覗のぞいていたような気がしたが。

「私の推測だが、十中八九、黄ウオン夫人はすでにほとんどの遊女と、おそらくサシチという老人も、支配下に入れているだろうと思う」

　独り言のようにクリスティーナは言った。猫のような緑の瞳ひとみが、狩人かりうどの光をたたえて爛らん々らんと光っている。

「先ほどそれとなく確かめたが、今踊っている芸者衆はわざわざエドのフカガワというところから呼んできた踊り手で、ここの者ではないそうだ。おそらく、半吸血鬼化した妓たちでは、立って踊るほどの活力を昼間は発揮できないからだろう」

　忍は自然に全身に冷たい汗がにじみ出てくるのを感じた。

「一度吸血鬼に血を吸われた者は、その者の意志とは関係なく、無意識に吸血鬼の命令に従うようになる」

　クリスティーナは言った。

「サシチ老人のあの布の下に、黄ウオン夫人による牙きばのあとが隠されていることは賭かけてもいい。ほかの遊女たちも同様だ。あの、厚く塗りたくったおしろいを落とせば、きっとあの妖よう女じよの口づけのあとがぱっくり口を開いているだろうよ。

　まだサシチやあの遊女たちは完全に吸血鬼化しているわけでなく、ただ一度か二度血を吸われただけだから、ああして昼間も起きて活動できる。だが、一たび主人マスターが命令を下せば、たちまち本性を現して襲いかかってくることだろうな」

「だ、だからって、俺はいったいどうすればいいんですか!?」

　忍しのぶの声はすっかり裏返っていた。

「俺にそんなこと言われたって、俺はあんたたちみたいなこと、何も……」

「わかってるよ。ただ、一口かませてしまった分、情報の共有は大事かと思ってね」

　うってかわってにやりとし、クリスティーナはぽんと忍の背を叩たたいて離れていった。

「心配しなくてもいい。昼間のうち、少なくとも、見物だけで来ているおのぼりさんたちが楼ろう内にあふれているあいだは、黄夫人は行動を起こさないよ。君は安心して、本来の仕事に専念したまえ、忍君」

　そんなことを言われても、聞いてしまった以上は気分が悪くて仕方がない。

　あの南なん京きん町まちでの悪夢のような出来事の主ぬしが、この絢けん爛らんたる玉ぎよく楼ろうのどこかにひそんで人々につけた血の糸をあやつっているのかと思うと、行き来する廊下にも写真の被写体にする人々にも、もれなく疑いの目を向けてしまう。

　今日は大事な来客ということで、ドーメン氏一行のいる奥座敷からは見物客は遠ざけられて、中庭をはさんだ下からわいわいと騒ぐ声が届くだけだ。それでも、欄らん干かんの手すりから身を乗りだして、噂うわさの異人を遠目でなりと一目見ようと、押し合いへし合い、鯉こいの泳ぐ池に落ちそうになっているのも一人や二人ではない。

　そんな中をかき分けて、忍と七しち十じゆう郎ろうほか、下しも柳やなぎ写真館のめんめんは重い機材をかかえて、客の要請のままにあっちへこっちへと走りまわる。

　楼は一階から二階まで吹き抜けになっていて、ドーメン氏のもてなされているのは二階の最上級の座敷、そこからは、風ふう雅がをつくした山さん水すいを配し、草花を植え、反り橋を架かけわたした美しい中庭を一望できる。

　反り橋は即席の舞台にもなっていて、入れかわり立ち替わり、芸人が手て妻づまや水芸を披ひ露ろうしたり、軽かる業わざ師が妙技を見せたりと、集まってきた客を愉たのしませる。愛らしい切り髪の、七つ八つの禿かむろがふたり出てきて、金銀縫ぬい箔はくの袖そでをひろげて胡こ蝶ちようの舞を披露したときには、ドーメン氏以下異人の一行も、どっとばかりに喝かつ采さいした。

　実にすばらしい、あれを是非写真にとってほしいとせがまれたが、最新の技術でも、露光にどうしても二十秒から三十秒かかってしまう写真では、動いているものの姿をはっきりとらえるのはほとんど不可能に近い。

　通つう弁べんを通してそう返事をすると、ドーメン氏以下のめんめんはがっかりした顔を見合わせていたが、その時「ああ、そういえば」と写真館主下しも柳やなぎ蓮れん泉せんがぽんと手を打った。

「実はこちらのシノブ・サクライという男は、絵を描くことが得え手てでして、写真を見て、それを版画の下絵に写す仕事もさせております。この男にお好みの場面を描かせまして、それを写真のかわりに皆様にさしあげるといたしましょう。いかがですかな」

　異人たちは子供のように手をたたいて喜んだ。

　が、忍しのぶはとうていそれどころではない。とっとと画材を取ってこい、と追い出されてひとまず重労働から解放されたのはいいものの、あとでどうせ『紅毛群遊美人図』とでも題されて町売りの錦にしき絵え屋にも飾られるのだから、蓮れん泉せんにとっては賃ちん金ぎんの二重取り、忍にとっては二重の搾さく取しゆだ。しかも、わけのわからぬ魔法使いや妖よう女じよが夜を待って潜ひそんでいる今のこの楼内で、とうてい気楽に画えなど描いていられるものか。

　そうは言っても、下働きの身では雇い主の言葉に逆らうこともできない。ため息つきつき回かい廊ろうを降りて機材を積んだ裏口に出ると、かたむきはじめた秋の陽ひが、何とはなしに赤みを帯びた光を投げて、大きな影を忍の足もとまでのばしてきていた。



　　　２



「ご機嫌はどうかね、お姫さま」

　す、とにじり口が開いて、金髪の女が上半身を突きだす。

　物思いに沈んでいた頭をさっとあげて、多た華かは、あわてて何でもない風をつくろった。

「なんでもない。わたしはいつまでここにいればいいのか」

「あの女が動き出すまで、だよ」

　そう言いながら、クリスティーナはちらりと座敷の片隅を見る。

　ちょっとした風流好みの客のための、茶室風のこしらえの小さな一室だった。ドーメン氏一行をもてなす音曲や笑い声が風に乗って微かすかに聞こえてくる。

　上かみ座ざにきちんと正座した多華の下に、いつものように、いつでも動けるよう片ひざを立てた睦む月つきが、身じろぎもせず控えている。クリスティーナが入ってきたとき、その目は一瞬動いたがすぐにそらされて、何ごともなかったように畳の縁へりに落とされた。

「もうすぐ日が暮れる。昼間だけの見物客も、そろそろ帰り時だ。ドーメン氏一行も、いい具合に酔わされてきている。陽が落ちれば、奴らの世界だ。君の出番はそれからだよ、お姫さま。その格好であのけばけばしい席に出るのは、あまりにも目立ちすぎるだろう」

「あの腕の入った箱はどうした。ここに持ってこないのか」

「あれは餌えさだからね。匂においをさせると、まだいらぬ警戒をさせかねない。あれを解放したとき、それが戦いののろしになるだろうよ。まあゆったりと構かまえて、狩りの始まりを待っていておくれ。じゃ、またあとで」

「あ、――待て」

　にじり口から姿を消しかけたクリスティーナを、多華はあわてて呼びとめた。

「何だね」

　けげんそうな顔で、クリスティーナはまた頭を突きだした。

「まだ何か、訊きいておきたいことでも？」

　多た華かは迷った。実際のところ、どうして呼びとめてしまったりしたのか、自分でもまだうまくは理解できていなかった。

　ただ、先せん日じつ来らい知ったさまざまなこと――いかに多くのことが自分の目から隠されてきたか、隠されたままに、ただ跡あと部べの家の者として、魔を討つ武器でよいとのみ信じて動いてきたかを知った今、自分の信念に、修復不可能な大きなひび割れができたことを、多華は感じずにはいられなかったのだった。

　その亀き裂れつは、先日、母の枕まくらもとで感じた『この男は、敵だ』という直感によってますます大きくなっていた。跡部を支える四家、赤あか羽ばね、青しよう野の、黄きノ原はら、玄くろ塚つか。

　赤羽の莞かん爾じおじは自分に何も教えないまま、まさに道具のように多華を扱っている。青野の滋しげ人ひとも同じことだ。彼のめあては多華に子を産ませることによって得られる権勢と富とみで、多華自身ではないことはとっくにわかっている。

　そして、黄ノ原の清せい軒けんも。母に含ませていたあの薬が何なのか、多華にはわからないが、生まれてこの方磨きぬかれてきた多華の感覚は、あれがけっして母の昏こん睡すいを治療するものなどではなく、むしろ、深めるためのものだと叫んでいた。

　眠る母が何を口にしたのか、清軒が気にしていたのも、今となっては大いに疑わしい。

　あるいは、母莢さや子こがああした状態に沈んだのは、毎日含ませられるあの薬のせいではないかとさえ勘かんぐりたくなる。

　赤羽の血に伝わるのは予見と遠とお見み、その多くは眠りの中でもたらされる。外国という巨大な波が押し寄せてきたこの混乱の時期に、未来視さきみの血を引く赤羽の女を薬で醒さめぬ眠りに落とし、予言のみを口ずさむ、ただの道具となしたのではないか。

　それもこれも、己おのれの権益を守るため、家と、ただ理解できる狭い世界でだけの利益を追いかけるためだけの、醜い欲望に満ちた所しよ行ぎようだ。

　考えてみれば、自分自身の命さえ、めんめんと続くそうしたたくらみの果てに生み出されたのだった。そう考えると吐き気がする。自分が、穢けがれた怪物のように思えてならない。ここまでひとすじに、跡部のため、国のためと、信じて力をふるってきたことが、すべてそうした欲望の流れのすえに操られたことであったとは。



（わたしは、武器ではない）

（わたしは、人形ではない）



　――では、人形ではなく、武器ではない、わたしは、何だ――？



「……あなたは」

　と言って、多華ははじめて相手にむかって貴女あなた、と呼びかけたことに気づいた。

「あなたは、なんのために戦っている、クリスティーナ・モンフォーコン」

　静寂があった。

　上の座敷からの喧けん噪そうはまだ続いていたが、クリスティーナはしばらくじっと多た華かを見つめ、腰を上げて、ふたたびにじり口から中に入ってきた。靴を脱ぐのに少し手間取ったが、やがて四畳半の青畳の上によいしょとよじ登ってきて、あぐらをかいた。戸を閉めると、外の騒ぎがぐんと遠ざかった。

「不作法で失礼。しかし、その正座という座り方はどうも性しようにあわなくてね。――それで、どうして私にそんなことを訊きくのかな、お姫さま？」

「わたし、は、」

　ひとつひとつ、自分の胸のうちを手さぐりしながら、多華は言葉をさがした。そんな風に話したことなど一度もなかったので、ひどく骨が折れた。

「わたしは、これまでずっと、莞かん爾じおじに言われるままに技を磨き、魔を狩り、言われるままに、人の護まもりについてきた」

　ぽつりぽつりと、唇くちびるから言葉がこぼれる。まるで形を持っているかのように、音のひとつひとつが喉のどにつかえた。

「でもそれは、実際には、わたし自身の望んだものではなかった。……わたしは、何も考えず、感じず、またそれが、よいことなのだと思っていた。武器に心はいらぬ、わたしは人形でよい、人を、国を護るための道具でよいのだ、と」

　クリスティーナは立てたあぐらの片かた膝ひざに肘ひじを立て、あごを支えて黙って聞いている。

「けれども、わからなくなった」

　細い声で多華は言った。

「ほんとうに、跡あと部べの務めと命じられるまま、何も見ぬ道具でいることが、人のためになるのか。跡部の者は人のため、国のため、世と民たみ草くさを痛めつける邪悪を討つのが使命と言い聞かされてきた。今も、そのこと自体は信じている、けれども」

　大きく息を吸って、多華は一気に吐き出した。

「わたしは、道具ではない」

　――じっと畳に視線を落としている睦む月つきの睫まつ毛げが、かすかに震えた。

　とぎれとぎれに、多華は続けた。

「いや、道具でも、武器でもかまわない。ただ、わたしは、戦う目的とその意味を、知った上で使われる、武器でありたい。他人の欲望のために、ただ務めとだけ言い聞かされて、使い捨てられるだけの人形でなどいたくない。

　……けれども、それならわたしは、何を信じればいいのだろう」

　続けるにしたがって、多華の声はいよいよかぼそくなった。

「これまでは、跡部の務めに従うことが私の宿命であり、正義だと信じてきた。でも、もうそんなことは信じられなくなってしまった。それなら、何を信じたらいい。何のために戦えばいい。

　わたしはもう、戦う以外のことなど、何も知らないし、できない。もはやわたしは、武器にしかなれない身だ。向ける先を自ら決めることも、使われることもできない、戦えない武器に、何の意味があるだろう。

　どうか、クリスティーナ」

　多た華かははじめて顔をあげてクリスティーナを見た。黒い瞳ひとみから敵意は消え去り、かわりに、道に迷った小さな子供の、すがるような色があふれていた。

「どうか教えてほしい、クリスティーナ、あなたは何のために、あの妖よう女じよと戦おうとしているのか。魔ま性しようを追って世界をかけめぐり、この日本にまではるばるやってくるほどの強い意志を、あなたはどこから得ているのか。

　何のために、あなたは戦いを選ぶ。クリスティーナ・モンフォーコン」

　クリスティーナは沈黙していた。猫のような緑の瞳ひとみには、彼女がこの国へ来てからおそらく初めてといっていいだろう、深く真しん摯しな色があった。それはいっそ沈痛とさえ呼べるものだった。

「それは、私があなたに答えても、意味のないことだね、多華」

　ややあって、ようやく口を開いた彼女の声も、これまでになく静かな、深い響きをおびていた。

「私は、私の目的があってあの女のような魔性を追い、狩っている、それは確かだ。だが、それはあくまで私自身にしか意味のない目的であって、それをあなたに教えたところで、あなたの迷いが解けるわけはない、むしろ、心の混迷を深くするだけだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　むしろあなたは、自分の胸の中からその答えを拾い出すべきだと私は思う。あなたは聡そう明めいな娘ひとだ、日本のお姫さま、私がこう呼ぶからといってからかっているとはとらないでほしい。世の中にはどのような美名と勲くん章しようで身を飾ったところで、実際にはその地位のほんのひとかけにも値しない人間が山といる。

　あなたは真の王族、真の女王の資格を持つ姫であり、いま、そのことに目覚めはじめているのだ。女王たるべきことに目覚める者は、いずれ、周囲の干渉を振りはらって、自ら道を選ぶことに直面せねばならない。あなたは今、その岐き路ろに立っている。

　私はそれには干渉しないし、しても意味はないだろう。私はけっして王ではない、ただの身勝手なペテン師、ひとりの道どう化けにすぎないのだから」

　そう言ったクリスティーナの唇くちびるには、かすかな自じ嘲ちようの笑みがあった。

「そうかもしれない」

　今にも消え入りそうに多た華かは応こたえた。

「……だが、それでも、わたしは――迷う」

「もしどうしても迷いが晴れないのであれば、これまで自分がやってきたことを、もう一度思いかえしてみることだ」

　クリスティーナはすでに立ちあがりかけていた。インヴァネスを肩に引き寄せ、背を向けながら、

「国のためやら、跡あと部べの務めやらというわかりやすいお題目を投げすてて、もう一度、自分の心を深くさぐってみればいい。君は、何のために戦っている、跡部多た華か女め？　君が弓をとり、人に害をなす魔を浄化することで、いつも、何を感じていた？

　それによって、君の心は決まるよ、多華。だが、あまり迷っている時間はない。間もなく日が暮れる。あの女との戦いが、始まる刻限だ」

「お嬢さま」

　そう言ったとき、からりとにじり口が開いて、銀髪を揺らした少女が顔を覗のぞかせた。

「陽ひが沈みます。見物だけのお客も、そろそろ帰りはじめました。完全に暗くなれば、おそらく黄ウオン夫人が動き出すでしょう。ご用意を」

「ほい、きた」

　陽気な口く調ちように戻って、クリスティーナは銀髪のからくり少女の手をとった。

「さあ、今度こそ、最高のものを食べさせてあげるからね、レギーネ。待たせて御ご免めんよ、でも、そのへんの雑ざ魚こなんかより、きっとずっと長く保もつよ。ずいぶん手こずらされたけれど、その分、きっとおまえのいい養いになってくれるだろうからね」

「お嬢さまの、御み心こころのままに」

　クリスティーナに手を取られて、銀髪の少女はわずかに微笑ほほえんだようだった。

　その少女が人間ではないことを多華はすでに睦む月つきからも聞いていたが、むつまじく寄りそう主従はまるで本当の恋人同士のようで、多華はわずかに頬ほおが熱くなるのを感じた。

　同時に、彼女がなぜ魔ま性しようを追い続けているのかも、わかったような気がした。クリスティーナはちらりと多た華かに手を振って出ていき、多華はまた、睦む月つきと二人になった。

「――睦月」

「はい」

　なんという心の安らぐ声だろう、と多華は思った。

　彼がいてくれること、呼べば、すぐに応こたえが返ってくることが、どれだけ心の支えになっていたか、あらためて多華は強く感じとった。

「わたしが、たとえどんな道を選ぼうとも、おまえは、付いてきてくれるか」

「――必ず」

　一瞬の間をおいて、睦月は答えた。

　あげられた目には、初めて対面したときと同じものがあった。

　あの、何もかもを焼きつくすような光、なにか、凶暴な黒い炎のようなものがちらりと見えた気がして、ふと、多華はかすかな不安を感じた。

「必ず。多華さま」

　短い言葉に、どれだけの想おもいと激情がこめられているか、それは睦月と多華だけが判わかることだった。

「弓と矢の準備を」

　視線から逃げるように、多華は席を立った。

「黄ウオン夫人が動く。これからが、われわれの時間だ。今度こそ、この場で、あの妖よう女じよを仕留めねばならない」





「帰れ!?」

　忍しのぶはすっとんきょうな声をあげた。

「待ってくれよ、ここまで来て、黙って帰れっていうのか？　もう用はすんだから、あとは黙って帰って知らん顔をしていろだなんて、そんなこと、聞けるもんか！」

「あなた様は、この件にかかわるのをお嫌いになっていたように記憶しておりますが」

　銀髪の異人の少女はまったく表情を変えなかった。

　主人のクリスティーナから使いで寄こされてきたという彼女は、日暮れになって写真に必要なだけの光量が得られなくなったため、座敷を引きあげて帰りじたくをしていた写真館の一行のところへ来て、忍に例の腕を引き渡し、仕事仲間といっしょに日が暮れる前に遊ゆう郭かくを出るようにと指示してきたのだ。

　それを聞いたとき、まっさきに忍の頭を支配したのは、理不尽なことだが怒りだった。

　さんざんこれまで振りまわして利用しておいて、それで、用がすんだらはい、さようならで放ほうり出すなんて、そんな不義理なことがあってたまるもんか。

　いやだいやだと言ってるのを、無理やり引っぱり込んだのはそっちじゃないか。だったらせめて、最後までどうなるか、見せておいてくれたっていいだろうに。

　そういう気持ちを、少しの手加減もなく乱暴そのものの調子で忍しのぶはレギーネというその少女に伝えた。レギーネは黙って聞いていたが、ようやく忍が息を切らせて黙ると、一言、こう言った。

「お嬢さまはこうおっしゃっておられます。『ここから先は、並みの人間がかかわっていい領域じゃない。君の協力には幾いく重えにも感謝する、忍君。だが、命が惜しければ、もう入ってきてはいけない。私ももう、君の命に関して気をくばっている余裕はなくなる』」

　命、という言葉が出てきて、忍は息をのんだ。

　それまで、この黄ウオン夫人の件で驚いたり、恐怖を感じたりしたことは何度もあっても、特に生命の危機を感じたことはそういえばなかった。それはひょっとしたら、あのいいかげんに見えるクリスティーナが影から護まもりをかけて、普通人である忍に危険が及ばないようにさせていたということなのか？

　レギーネはすたすたと荷物の山に近寄り、奥に手をつっこんで、風ふ呂ろ敷しきに包んだ細長い箱を取りだした。包みをとき、蓋ふたを開けると、あの黄夫人の生白い腕が、銀の三本の釘くぎで留めつけられている。

　レギーネは無造作にその釘に手をかけると、次々と引き抜いた。

「お、おい!?」

「もうこれは必要ありません。どのみち、この数日の封じで、もう効力は切れています」

　封じの釘をぬかれても、黄夫人の腕は留められていたままの形でだらんと横になっている。だが、妙に艶つや々つやとした肌の色、とても切りとられたとは思えない整った爪つめは、ただ獲え物ものをあざむくために死んだふりをする何かの爬は虫ちゆう類るいのようだった。

　レギーネは抜いた釘を手のひらにまとめ、忍のポケットにざらざらと流しこんだ。

「ちょ、ちょっと!?」

「先ほど申しましたとおり、それには何の力もありません。ただの、銀の塊かたまりです」

　釘には血もついていなかった。肉に埋まっていた部分もぴかぴかのままで、それだけ見れば、珍しい工芸品にも見えたことだろう。

「釘は銀無む垢くですから、地じ金がね屋に持ち込めばそれなりのお金になるだろうとお嬢さまはおっしゃっています。あるいは、好こう事ず家か向けの西洋物舗にでも渡せば、言い値で引き取ってくれるかもしれないと。とにかく、そこそこのお金になるのは確かです」

「ちょっと、ちょっと待ってくれよ！」

　なぜこれほど腹が立つのかわからなかった。

　確かに、もうこれ以上ごたごたに巻きこまれるのは御ご免めんだと、ついさっきまで思っていたはずだ。それなのに、今こうして金（少なくとも、金になるもの）を渡されて、さあ、これをやるから出て行けと言われると、ひどく侮ぶ辱じよくされたような気がした。

（これじゃあまるで俺が、金目当てで彼女たちに協力したみたいじゃないか！）

　では何のために協力したのかというと、それはもちろん、抵抗する余裕も与えられないままに巻きこまれてあれこれ利用されたというのが真実のところなのだが、そのどこかで、どうしようもなくこの異様な事件の顛てん末まつを、最後まで見届けたがっている自分に忍しのぶは気づいたのだった。

　それは小さいころから野次馬根性おう盛すぎると言われた忍の性さがなのかもしれなかったが、とにかく、こんなところで金だけ渡されて、もう用済みだと追い出されることにはどうしても納得がいかなかった。

「わからない子だね、忍。君は邪魔だ、と言っているんだよ」

　疲れたような声がした。

　はっと顔をあげると、今出てきたばかりの裏口に、クリスティーナが腕を組んでだらりとした姿勢でもたれかかっていた。

「これからわれわれは黄ウオン夫人と直接対決する。おそらく彼女も、われわれが来ることは予期して下げ僕ぼくとした吸血鬼たちを全力で襲いかからせてくるだろう。そんな中で、自分の力で身を守るすべを持たない一般人を、中に入れるわけにはいかない。ここまでつきあってくれたことには重々感謝するが、そろそろ潮時だ。その釘くぎは記念にでも、給料の足しにでも、好きなように使ってくれ。なんなら、今回の仕事の代金ととってくれてもいい」

「代金って、俺はそんなつもりじゃ……！」

「では、死ぬつもりかね？」

　さらりと言って、クリスティーナは忍を一いち瞥べつした。

　一瞬、背筋を氷の針が貫つらぬき、忍は思わず後ずさりした。

　これは、と忍の本能が囁ささやいた。

　これは、あの黄夫人と同じ種類の生き物だ。

　血をすすったり、他人を操ったりはしないかもしれないが、その根本のところでは、同じものを共有している何者かだ。人間の姿をしているが、本質的には、なにか別の――触れてはならない、一個の異界の存在だ。

「わかってもらえたようだね」

　忍がうなだれて口を閉ざすと、クリスティーナは口く調ちようをやわらげた。

「とにかく、君はもう帰りたまえ。これまでの協力には本当に感謝している。迷惑をかけたことも、謝る。そしてあとは、何もかもなかったこととして、忘れて暮らすことだ。それがいちばんいい、われわれのためにも、そして、君のためにも」

「櫻さくら井い？　そこで何してる。そろそろ出発するぞ」

　荷物を積み終えた荷車のほうから、七しち十じゆう郎ろうが顔を出して声をかけた。

「ほら、君の友人が呼んでいる。正気の世間の声だよ。早く現実に帰りたまえ、もうすぐここは、君がまぎれ込んだあの南なん京きん町まちのような、悪夢の場所になるのだから」

　現実、と忍はひとり胸の中に呟つぶやいた。

　ふらふらと向きを変えて、積み残しがないかどうかわいわい言っている『仲間』のもとへ歩み寄る。

　クリスティーナとレギーネは、すでに姿を消していた。





　写真館へ帰って荷物を降ろし、服を着替えても、忍しのぶの胸はいっこうに晴れなかった。

「どうしたい、櫻さくら井い。今朝はまったく、朝からずっとおかしいぜ」

　紺こん絣がすりの袷あわせに小こ倉くらの袴はかまという、普段着に着替えた七しち十じゆう郎ろうが、袴をはきかけてぼーっとしている忍しのぶの肩を心配そうにたたいた。

「あ、館たて岡おかさん……いや、なんでもないんです。ただちょっと、疲れたみたいで」

「疲れただけって顔かね、それが」

　ため息ばかりついている忍の顔をまじまじと見たあとで、

「どうやら、呑のみに行きたいって面つらでもないな。今日はまあ、家へ帰ってゆっくり休みな。他のやつらは呑みに行くとか言ってるが、その顔色じゃ、悪酔いするのが落ちだろう。俺もまた、おまえを担いで湊みなと町まちまで行くのは御免だしな」

「そうですね。そうさせてもらいます」

　結びかけの袴の紐ひもをあえてぎゅっと結びなおし、ふと忍は七十郎の顔を見た。

「ねえ、館岡さん。義ヲ見テセザルハ勇ナキナリ、って言いますよね」

「な、なんだよ、薮やぶから棒に」

　驚いたように七十郎は目を丸くしたが、

「ま、確かにそういう言い方はあるな。で、そいつがどうかしたのか」

「あと、一いつ宿しゆく一いつ飯ぱんの恩義、とか、袖そですりあうも多た生しようの縁、とか」

　七十郎はぐりっと大きなかなつぼ眼まなこをますます大きくしている。

「……おまえ、その何だ、本当に大丈夫なのか？」

「はい、大丈夫です。ただちょっと、言ってみただけで。じゃ、お先に失礼します」

　おいちょっと待て、と七十郎が伸ばした手をすり抜けて、忍は下駄を鳴らしながら、すっかり暮れた馬車道に駆けだした。

　懐ふところが妙に重いような気がする。ズボンのポケットから移してきた、例の銀の釘くぎだ。

　遊ゆう郭かくから帰る道々、腹立ちまぎれに投げすててやろうかと何度も思ったが、どうしても捨てることができなかった。

　呉大人ゴダイレンのところで住み込みで英語を習っていたとき、夫人が勉強用に貸してくれた聖書の一挿そう話わがふと頭によみがえった。

　基督キリスト教にはさほど心こころ惹ひかれなかった忍だったが、最後に、その異国の聖者を官憲の手に引き渡した裏切り者の弟子が、その報酬として得た銀三十枚を自みずから投げすて、ひとり首を吊つって果てたという物語を呼んで、感動とはまた違う異様な心のおののきを覚えた。ほかの話は普通の修しゆう身しんの講話のようで正直退屈なものばかりだったが、その周辺の話だけは異様な生々しさと、不思議な痛みとともに胸の中に残っている。

　今、ふところに入っている三本の銀の釘が、忍にはまさにその銀三十枚に思えた。クリスティーナたちは別に忍しのぶの師などではないし、恩どころか、迷惑ばかりかけられたし怖い思いもさせられたが、一度は確かに命を救われたのだ。

　そして、ごく普通の人間である忍に、帰れとあえて強い口く調ちようで言い渡したのも、確かに邪魔になるということもあるだろうが、本来関係ない人間を危険な場所に引きずり込むまいという気き遣づかいの現れだったかもしれないと、忍は初めてそう感じた。

　銀釘くぎ三本を手のひらに出してみる。

　美しい、いい細工だ。地じ金がねとしても、工芸品としても、相当の値がつくに違いない。おそらくそれは、忍などが今まで手にしたこともないような、大金になることだろう。

（俺はそれを受け取るのか？　それで、全部忘れる？）

　いや、忘れられない、忘れられるものか、と忍の中の何かが猛反発した。

　相手の気遣いはわかる、せめてもの代償を払おうとしてくれたのも感謝すべきだ、だが金で追い払えると思われた、というあたりが、忍の意識をちくちく刺してやまない。

（冗談じゃない。こんなものだけで、追い払われてかなうもんか。せめて、どうなっているか、何が起こっているか、それだけでも、教えてくれたっていいじゃないか！）

　だが、『では、死ぬつもりかね？』とあっさり尋ねたクリスティーナの、心臓を貫つらぬくような冷ややかな視線が脳裏をよぎると、頭に昇った血がひやりと醒さめる。

「ああ、もうどうしろっていうんだ」

　三本の釘をぎゅっと握りしめて、平たい頭が手に食い込むのを感じながら、ひとりで忍は吐き捨てた。

「俺にどうしろって言うんだ。どうしろって言うんだよ、こんなもの渡しやがって」

　と、ふと頭をあげてみると、忍は自分がいつの間にか道を間違えて歩いていたことに気づいた。長屋のある湊みなと町まちを通り越して、末すえ広ひろ町ちようのあたりまで来ている。

　ここから少し先へ行けば、もう遊ゆう郭かくに通じる衣え紋もん坂ざかだが、遊郭の客目当ての見み世せが並ぶ衣紋坂とは違って、遊女の逃亡をふせぐ泥田沿いのこの道は、ほとんど人家もなければ人影もなく、ただ青々とした秋の月がこうこうと暗い泥道を照らしているばかりだった。

　考えているうちに、家を通り越して来てしまったらしい。忍は足をとめ、戻ろうかどうか思案した。治安も良くないいま、夜間にひとり出歩くのは、たとえ男であっても危険の多い行為だ。ましてや、身にひとつの武術の覚えもない忍では、なおさら。

　すぐに踵きびすを返すべきだったのだろうが、どうしても名な残ごり惜しい気がして、衣紋坂を、さらにその向こうの遊郭をすかし見た。今、あそこでは何が起こっているのだろう。あの男装の異人は、銀髪の侍じ女じよは、巫み女こ服の少女は洋装の若者は、どうしているのだろうか。

　――そう思ってたたずんでいるところを、いきなり、斬きりつけられた。
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　避けられたのは運がよかったからとしか思えない。

　耳もとでまだ絶えない秋の藪やぶ蚊かがぶうんと唸うなり、思わず手をあげて払ったとたん、背後から振りあげられた刃やいばのきらめきが、ちらりと目の端はしに映ったのだ。

　声をあげる暇もなく、忍しのぶはころがって難を避けた。ぶん、という、背筋が粟あわ立だつような音と剣けん風ぷうが耳もとをかすめる。あと一瞬でも遅れていたら、背中から袈け裟さ懸がけに斬きられて絶命していたに違いない。

　二撃、三撃を必死になってころがって避け、路ろ傍ぼうの立木にすがりつくようにして、やっと立った。覆面の、熊くまのような体格をした浪人らしき男がひとり、同じく覆面のひょろりとした骸がい骨こつのようなのがひとり、背の低いのがひとり、ほかに比べて若そうなのがひとり、計四人、手に手に刀を抜きつれて、忍をとりかこんでいた。

「な、なんだ、あんたたち。俺に何か恨うらみでもあるのか」

「黙れ、奸かん賊ぞく」

　頭とう領りよう格らしい、ひょろりとした男が低い声で恫どう喝かつした。

「こちらの調べでは、貴様、櫻さくら井い忍しのぶとやらは、写真師と称してけがらわしい異人の住まいする居留地に日常出入りするばかりか、先日、男の格好をした女などという奇態な異人を自分の家に引きこんで、長々と話し込んでいたというではないか」

「あ、あれは」

　クリスティーナが来たときのことを言われているのだと察して、忍は必死に抗弁した。

「あれは、俺が連れて来たくて来たんじゃない。彼女が、勝手についてきて、それで」

「言い逃れするか、売国の徒と」

　いちばん若く見えるひとりが、昂こう奮ふんしたように刀を突きつけてきた。

「まともな日本の男子であれば、異人とかかわるなどとはもちろん、そのような怪しい異人女などとかかわろうはずがない。さだめし貴様、異人により籠ろう絡らくされて、我が国の秘密をきゃつらに渡さんとする異国の間かん諜ちようであろう。

　神しん州しゆう日本に生まれながら、その誇りを捨て、夷い狄てきに尾を振るその根性、断じて許しがたし。よってわれら憂国の士の手により、汝なんじ、この場にて成敗してつかわす！」

「ちょっと、ちょっと待ってくれ！」

「問答無用！」

　思いきり振りおろされた刀が、ざくりと音を立てて木の幹にめりこんだ。

　忍は必死になって走ろうとしたが、膝ひざが震えて思うように動かない。木にめりこんだ刀を躍やつ起きになってはずそうとしている若いのに代わって、小柄なひとりが、きぇえいと奇声をあげながら、嵩かさにかかって打ちかかってくる。短く切った総そう髪はつが宙に舞い、首くび筋すじにするどい痛みを感じた。やられた、と一瞬思ったが、皮一枚を薄く切られただけらしい。生ぬるい血が襟えりの中へすべり落ちていくのがわかる。

「落ちついて狙ねらえ、ひとり相手に何をしている！」

　苛いら立だったような頭領格の声が聞こえる。

　じりじりと迫ってくる剣の壁に腰を落としてあとずさりしながら、忍は大声を出そうと試みた。だが、舌がからからに乾いて、上あごに貼はりついて動かない。その上、こんな人家もない泥田のわきで、声を出したところで誰に聞こえるはずもない。この男たちも、それをわかって襲ってきたのだろう。

「それ、とどめだ、首を討て！」

　勝ちほこった叫び声がした。もう駄目だ。忍は息をつめ、迫ってくる死を見まいと、ぎゅっと目をつぶった。





「――貴様きさんら、俺おいば友ツ達レに何ばしよっとかあッ！」

　黒い疾しつ風ぷうのようなものが、ものすごい勢いで目の前に飛びこんできた。

　忍しのぶが驚いて目を開くと同時に、疾風は一撃で小男ひとりを叩たたき伏せ、奪ったその刀で、若いひとりを峰みね打うちに殴り倒していた。

　こちらに背を向けて立った旋せん風ぷうは、紺こん絣がすりの袷あわせに、小こ倉くらの袴はかまをはいていた。

　肩越しに後ろを見て、ほっとしたように白い歯を見せた。

「おう、櫻さくら井い。まだ首と身体からだばつながっとるようじゃの。間におうてよかった」

「た、館たて岡おかさん!?」

　それはまぎれもなく、さっき写真館で別れたばかりの館岡七しち十じゆう郎ろうだった。

「館岡!?」

　驚きの声をあげたのは、頭とう領りようらしきひょろりとした浪人だった。

「館岡ちゅう名に、その腕前、まさか館岡七十郎か。館岡道場の、黒くろ天てん狗ぐ」

「おう、知っとるようで光栄じゃ。その通り名が出るとは、おはん、同郷の出じゃの」

　狼おおかみのような笑みを浮かべて、七十郎はじりりと前に出た。

「同郷ならばなおさら、この狼ろう藉ぜきば放ってはおけんな。見たとおり、櫻井はなんの罪もなか、しかも無む腰ごしの町人ばい。その町人ば、四人でもってよってたかって切りさいなんで、それで憂国の壮そう士しとはかたはら痛いとうて涙が出るわい。これ以上恥ばさらさんうちに、剣ば引いてとっとと去れ。そこに転がっちょる、仲間ば拾うて帰るのも忘れんでな」

「な、何が恥か。恥ちゅうなら、おはんこそ薩さつ摩まの家か中ちゆうとして恥ではなかか」

　と、もうすっかり正体を隠す気をなくしたらしい骸がい骨こつ男が、刀をかまえて喚わめいた。

「わが藩ばさんざんこけにしおって、島しま津づの大おお殿とのの御行列ば汚けがしたのみでは飽きたらず、謝罪金じゃ下手人引き渡しじゃと騒いだあげくに、わが藩に対して砲撃までも加えおったのはおはんも知っちょらんわけじゃなかろう」

　彼が言っているのは、薩摩藩主の実父島津久ひさ光みつ公の行列を横切ったとして、イギリス人商人二人が薩摩藩士に殺傷された生なま麦むぎ村事件のことであると忍にも見当がついた。

　その後、イギリスはこの事件の賠償金を幕府と薩摩藩に求め、謝罪と犯人の引き渡しをあくまで拒否する薩摩藩に対して、合計七艦からなる艦隊を派遣して砲撃を加えた。この攻撃で鹿か児ご島しまの街のかなりの部分が焼け落ち、外国の力を思い知らされた薩摩藩は、しぶしぶながら賠償金一○万ドルと、犯人の捕ほ縛ばくを約束して和わ睦ぼくしている。

　しかしむろん、そういう運びになったことへの不満と、藩上層部の弱腰を批判する藩士も多かったにちがいない。この襲おそってきた連中はそういう藩の姿勢に反発し、浪人でもして、この外国人の多い横よこ浜はまで、人知れず自分たちが夷い狄てきとその加担者と決めた人間を、無差別に殺傷していたというわけだ。

「もはや、お上はあてにできん。ならば俺おいら、藩士中の壮そう士しが合ごう力りきし、微力なりとも夷狄に加担する国こく賊ぞくをば成敗して」

「それでその壮士のやることが、無む腰ごしの町人ば、よってたかって斬きり殺すことか」

　七しち十じゆう郎ろうは冷笑した。

「壮士ちゅうのも落ちたもんじゃのう。久ひさ光みつ公もこの事こつば聞かれたら、さぞかしお喜びになる事じゃろうて」

「愚ぐ弄ろうするとか、こン夷狄の手先があッ！」

　咆ほう哮こうとともに、ずっと後ろで唸うなっていた熊くまのような大男がつっこんできた。

「馬鹿たわけがッ！」

　大だい喝かつ一いつ声せい、七十郎は目にも止まらぬ動きで体をかわし、つんのめった男の後頭部を、栄螺さざえのようなこぶしではげしく殴りつけた。

　ぐう、と呻うめいてふらついたところを、足を上げてがんと尻を蹴ける。たまらず男は泥田に転げ込み、水たまりに半面を浸ひたして動かなくなった。気絶したらしい。



    

  
    
      



    

  
    
      「さあ、どうする？　残ったのはおはん一人じゃ」

　あわてて刀を抜きかけた骸がい骨こつ男の鼻先に、ぴたりと剣を突きつける。

「俺おいは不要の血ば流すんは好かん。ことに、おはんらごとき阿あ呆ほうの血はな。やるか、やらんか、どうしてもちゅうなら、まあ、相手をせんでもなかがの」

「く、この……」

　刀の柄つかに手をかけたまま唸うなっていたが、さすがにもう勝ち目はないことはわかったらしい。ようやく目をさましかけてもぞもぞしはじめている小柄なのと若いのに向かって、

「引けっ、引けっ！　今夜は時がいかん、引けいっ！」

「おいおい、そこの熊くまもちゃんと拾うて帰ってやれよ」

　のんびりと肩に刀をあずけて、泥田に首をつっこんで失神している熊男を顎あごでさす。

「仲間に捨てて帰られたと思うて、あとで泣きよると哀あわれじゃけんの」

　骸骨男は一瞬、突き殺しそうな視線で七しち十じゆう郎ろうを睨にらんだが、まだふらふらしている仲間二人をせきたてて熊男を泥田から引きずり出して担がせ、よろよろと闇やみへ消えていった。あとには落としていった羽は織おりだの草履ぞうりだの、刀の鞘さやだのが散乱している。

「馬鹿たわけどもがよ」

　七十郎はふんと鼻を鳴らすと、一転して心配顔になり、忍しのぶのそばにしゃがみこんだ。

「で、櫻さくら井い、怪け我がはどうじゃ。うむ、血ば出とるな。しかしこん程度じゃったらすぐ収まるで、安心するがよか。こん手ぬぐいで血ば押さえとけ。汚い手ぬぐいですまんの。あとで焼しよう酎ちゆうか何か、噴いちょったほうがよかかもしれんな」

「……あの、館たて岡おかさん？」

　いったい何からどう訊きいたらいいのかわからなかったので、とりあえず、いちばん最初に頭に浮かんだ質問から口に出してみた。

「その、訛なまりっていうか、……館岡さんてもしかして、薩さつ摩ま藩の――？」

「お」

　こりゃあ、と苦い顔をして口を押さえたのは、今までお国言葉でしゃべっていたことに気がついていなかったらしい。が、すぐにため息をついて、

「まあ、よか。今さら隠しても、しょんなか」

　手ぬぐいで首を押さえている忍のそばにどっかとあぐらをかき、近くに落ちていた鞘を引き寄せて、刀を収める。

　そういえば、七十郎の個人的なことについて、話したことはほとんどなかったと忍は思った。聞いているのは名前の由来が親が七十の時にできたから、というだけで、それさえ、酒席の笑い話のようにして聞かされただけなのだ。

「確かに俺おいは薩摩の出たい」と七十郎は言った。

「言葉は、まあ、薩摩のもんと知られると昨今いろいろ面倒ごともあるかと思うて、できるかぎり、このあたりの言葉に合わせちょった。おはんらを騙だます気はなかったんじゃが、謝る。すまんかったの」

「あ、いや、そうじゃなくて」

　謝られるより、助けてもらったこちらが感謝するのが先なのだ。深々と頭を下げた七しち十じゆう郎ろうにあたふたと礼を言い、それよりどうして、と先ほどの質問をくり返す。

「うむ、そいば話せば長くなるがの、――さっきの奴も言うちょったが、故く郷にではまあ、昔はちいとは剣術で知られたもんでのう。館たて岡おかの黒くろ天てん狗ぐなんぞとあだ名を奉たてまつられて、いい気になっておったこともあったと」

「そ、その薩さつ摩まの黒天狗が、なんで横よこ浜はまの居留地で写真師の助手なんか」

　薩摩といえば、いまだに世間では長ちよう州しゆうと並ぶ攘じよう夷い派の旗はた頭がしらと思われている。何な故ぜまたそんな出の七十郎が、好きこのんで外国人と接するような仕事を選ぶことになったのか。

「もう一人二人の人間が剣を振りまわしたからちゅうて、どうにかなるような時代とは違ちごうてきちょるのをこの目で見てしもうたからよ」

　前に立てた日本刀を撫なでる七十郎の顔は、どこか寂しげだった。

「あの七隻の軍艦がどかどか大砲ば撃って、街ば焼いちょるの見たとき、そりゃあ腹もたったが、いや、これはいかん、今、俺おいがどれだけ黒天狗だ何だと言われていい気になったところで、その俺おいひとり、いやいや四人五人十人とおったところで、しょせん剣はあの大砲にはかなわんと、雷に打たれたような気がしたとよ。

　それで俺おいは故く郷にば出て、刀も捨てて、この横浜まで流れついたと。大砲に対抗するには、剣では足りん、徒と党とうば組んだところでなんの意味もなか、それよりこちらから相手の懐に飛びこんで、あの技術やら文化ば学んで、日本ちゅう国ば外国と同じだけの、世界の強国に育てるが道じゃと思うてな」

　刀の鍔つばを丁ちようと鳴らして、七十郎は苦笑した。

「さいわい、親父おやじどのが女好きじゃったおかげで、家を継ぐ兄貴連に不自由はなし、道場に関してはまあいくらか引き止められたが、振りきった。ここへ来てみて、天狗天狗と囃はやされて、浮かれちょったわが身こそ阿あ呆ほうの、まっこと天狗じゃったと身にしみた。天狗の鼻がへし折れた、ちゅうあたりじゃな。いや、まっことまっこと」

　久しぶりに手にした剣の重さを確かめるようにしみじみと眺めおろしてみて、そういえば、とくるりと忍のほうを向いた。

「おはんこそ、なんでこの夜よさりにこんな場所を歩いとったとか、櫻さくら井いよ。ああいう輩やからが横行しちょるこつば、知らんわけでもあるまい。どうもおはん、この二、三日、様子ばおかしいと思うちょったが、今朝からどうにもそれが激しい。

　なんとも気になって、悪いとは思うたが写真館から後ばつけちょったら、あの阿呆どもが付いて歩くのにぶつかっての。間に合おうてそれはよかったが、そもそもおはん、こんな場所をふらふら歩いて気づかんほど、何をそんなに気にしちょったとか」

「そ、それは……」

　はたして、どこからどう話せばいいものだろうか。話したところで、信じてもらえるのだろうか。

　手の中で、銀の釘くぎがちゃらりと鳴る。

　判断に迷って、忍しのぶが夜空に目をあげたとき、さっと赤い光が視界の端はしに映った。

「あ、あれは」

「おいッ、ありゃあ」

　二人はほぼ同時に立ちあがった。

　北東の空を紅あかく、時ならぬ光が染めている。

　耳をすませば、虫の鳴き声をすかしてかすかに人々の叫びかわす声、助けを求める声、女の泣き声と、空気をふるわす、あわただしい凶事の気配。

　ふと吹いた風に、忍はそのときはっきりと、煙の臭においを感じとった。

「か、火事……」

「――遊ゆう郭かくば、燃えちょる！」

　何を考える暇もなく、忍は一気に走り出した。

「あ、待て、櫻さくら井い、どこ行くとか！」

　あわてた七しち十じゆう郎ろうの声が背中を追いかける。

　手の中の銀の釘をしっかりと握りしめながら、忍は何かに突き動かされるように、夜の泥道を走りつづけた。





　それより、少し時間はさかのぼって、刻ときは日没――

　しだいに降りてくる薄墨色の夕ゆう闇やみに桃色の灯とう籠ろうがともり、見物だけの昼間客がみながやがやと出て行ってしまうと、今こ宵よいの客はドーメン氏一行、岩がん亀き楼ろうは貸し切りとあって、いよいよ宴うたげは歓の絶頂にあった。

「それでは次の演目だしものは、いよいよ大一番、大仕掛けの、当楼一の花魁おいらんによります舞ぶ踊よう、娘むすめ道どう成じよう寺じとまいりましょう」

　主人岩いわ槻つき屋佐さ七しちが手を支つかえてこういうと、通つう詞じからこの言葉を伝えられたドーメン氏はすっかり顔を笑み崩れさせ、異国の酒と女に酔いしれた随ずい従じゆうたちも、てんでに手を叩たたいて喝かつ采さいした。

「これはこの国の古い伝説をもとにした歌謡でございまして、昔、ある高貴の姫君が、修行中の身の若僧に恋をして、たがいに契ちぎりを結んだそうでございます」

　と、説明する佐七の低い声に、あわせるようにして舞台がわりの庭の反り橋の上に仕掛けが準備される。

「鐘かね入りは普通、能舞台でのみ演じられます大仕掛けでございますが、この度は、皆様のご来らい駕がを祝しまして、特別の趣向にてごらんに入れます」

　張り子でできた大きな青銅色の釣り鐘、それが紅白の綱で二階の欄らん干かんから架かけわたされて宙に揺れ、その下をきれいに掃き清めて、すっかり支度をととのえた。

「若僧は必ず還げん俗ぞくして戻ってくるからと姫に約束して旅立ちましたが、その誓いを破って、彼は二度と戻っては来ませんでした。姫は逃げる若僧のあとを追いすがり、ついには恋と恨うらみのあまりに、火を噴く蛇の姿と変じてしまいました」

　語るうちに、早くもお囃はや子しの音がにぎやかに響きはじめた。

　四方から、蝋ろう燭そくと灯とう籠ろうに明るく照らされた反り橋に、金の烏え帽ぼ子しに白の衣装、旅の白しら拍びよう子しに扮ふんした踊り手が、すらすらと進み出てくる。濃いおしろいに臙えん脂じの唇くちびる、目尻に紅あかく紅をさし、にっと笑ったその歯が奇妙なまでに白いような。



　　花の外には松ばかり　花の外には松ばかり

　　暮れ染めて鐘や響くらん



「……蛇と化した姫君は、鐘の中に隠れた若僧に鐘ごとその身体からだで巻きつき、全身から吹き出す恋ゆえの炎で焼き殺してしまいました。寺の僧たちは若僧と姫を弔とむらい、この物語は、さまざまに我が国の人々の間で語り継がれております」



　　鐘に恨みは数々ござる　初夜の鐘を撞時つくときは

　　諸行無常と響くなり

　　後夜の鐘を撞く時は是ぜ生しよう滅めつ法ぽうと響くなり



　金烏帽子の白拍子姿で現れた姫の妄念は、死んだあとも若僧への恋れん慕ぼ断ちがたく、ゆかりの寺に現れて、自分に鐘をつかせてくれと懇願する。

　女によ人にんに鐘はつかされぬと寺僧たちに断られていったん退散はするが、それでも執着はさめず、若僧と自分との恋の昔をはなやかに踊って語ってみせる。



　　言わず語らぬ我が心

　　乱れし髪の乱るるも

　　つれないは只ただ移り気な

　　どうで男は悪性者あくしよもの

　　桜々とうたわれて言うて袂たもとのわけ二つ

　　勤めさえただうかうかと

　　どうで女子おなごは悪性者あくしよもの

　　都育ちは蓮はす葉はなものじやえ



　白拍子姿からさっと変わったのは桜色した姫姿の大おお振ふり袖そで、花はな簪かんざしもきらきらと、なまめかしい所しよ作さ事ごとにも若僧との恋の想おもい出と火を噴くほどの執着心を示して、言葉のわからぬドーメン氏一行も、いつかかたずを呑のんで見守っている。

　鐘を打つ鎚つちを手にして、狂うように鐘に手をかけ、また身をひるがえす女の白いのど首に、一瞬、ちらりと赤い点が見えた。



　　花の姿の乱れ髪

　　思えば思えば恨うらめしやとて

　　竜りゆう頭ずに手を掛け飛ぶよと見えしが

　　引きかついでぞ失うせにける



　だん、と舞台を踏みならしたとたん、あっと言う間もなく吊つるされていた作りものの釣り鐘が落ちてきて、踊り手の姿をその中に呑のみこんでしまった。

　舞台に座った鐘を囲んで、姫の執着を祈り伏せる僧たちの読ど経きようが繰り広げられる。



　　浮きに浮かれて

　　第一中ちゆう有うに迷うた

　　懺ざん悔げ懺悔

　　六ろつ根こん罪ざい障しよう

　　南無不動明王　南無不動明王

　　ああ何でもせい　ああ何でもせい

　　動くか動かぬか

　　曩なう謨まく三さ蔓まん陀だ縛ば日だ羅ら南なん

　　こりゃ動かぬぞ

　　真言秘密で責めかけ責めかけ

　　数珠じゆずのありたけやっさらさ　やっさらさ



　じりり、と作りものの釣り鐘が動いた。

　今や明るいはずのお囃はや子しは、奇妙に重苦しいものに変じていた。蛇体を姫姿に隠した女の、中に隠れた鐘が、まるで生き物のように、じりり、じりりと身じろぎしている。



　　旋せん侈だ摩ま詞か櫓ろ遮しや那な

　　何のこっちゃえ

　　婆ば婆さ多だ耶や吽こ多た羅ら

　　何のこっちゃえと祈りける



　　謹きん請ぜい東とう方ぼう青しよう竜りゆう清しよう浄じよう

　　謹きん請ぜい西さい方ほう白びやく体たい白びやく竜りゆう

　　一大三千大千世界の恒ごう沙しやの竜王……



　ゆら、と灯とう籠ろうの灯ひがゆらめく――



　――吹笛秋山風月清ふえをふくしゆうざんふうげつのきよきに

　――誰家巧作断腸声たがいえかたくみにだんちようのこえとなす

　――風飄律呂相和切かぜはりつりよをひるがえしてあいわしてせつなり

　――月傍関山幾処明つきかんざんにそうていくところかあきらかなり



　……囃はやしの声はいつかすすり泣くような漢詩を詠ずる声となり、三しや味み線せん太鼓の鳴り物ははたりと絶えて、ただ唸うなるような唱和の声ばかりが響きわたる。

　主人佐さ七しちは石と化したように、頭こうべを垂れて動かない。

　すっかり闇やみに閉ざされた中庭の桃色の灯とう籠ろうに、ぽ、ぽ、と青色の陰火がともっていく。

　青ざめた光に満たされた中で、ドーメン氏らも、そばにはべった女たちも、硝子ガラスに閉じこめられた虫のように、手を止めたまままばたきもせずに静止していた。



　　吹笛秋山風月清ふえをふくしゆうざんふうげつのきよきに

　　誰家巧作断腸声たがいえかたくみにだんちようのこえとなす



　そして、ついにじりじりと鐘が上がりはじめた。

　散りしいた花のように、簪かんざしをきらきらと乱した花魁おいらんがぐったりと倒れ伏している。

　その桜色の打うち掛かけを肩に掛け、勝ちほこったように立ちつくすのは、ぬめるように白い肌、屍し者しやのための白い旗袍チーパオを身にまとう、黒髪の美女。

　唇くちびるの微び笑しようはそのままに、両眼めには、地獄のような血光が燃えていた。



    

  
    
      


　　第四幕　炎とからくり、生者と祈りPray





　　　１



「推すい参さんなり、妖よう物ぶつ！」

　凛りんとした少女の声が響いた。

　対面の廓くるわの二階の屋根の上から、銀に光る矢が雨のごとくに降りそそぐ。黄ウオン夫人は高い声で笑って袖そでを一振り、ふた振り、払われた矢はからからと橋の上に散って、たった一本逃れた一条がカッと音を立てて橋の板間に突きささる。

「よう来やった、わが獲え物ものや」

　とろける蜜みつのように甘く黄夫人は言って、目を細めた。

　すでにその目は黒くはなく、血を充みたしたように真しん紅くに燃えて、失われた片腕を隠すためか、羽は織おった桜の打うち掛かけが風もないのにゆらめいている。

「あの南なん京きん町まちではいらぬ邪魔ゆえ不覚を取ったが、今度こそ、そなたはわらわがものぞ、日本の娘。このような男どもにもてあそばれる不浄の女どもなど、何人手に入れようと数ではないわ。わらわが欲するのはそなたのその血潮、いまだ男も知らぬまま、かなわぬ恋に身をこがすその熱く甘い若い血のみじゃ。あの者どもも、そう約束していきおった」

「あの者？　あの者とは、どういう意味か！」

　屋根の縁へりに白しろ足た袋びの足をかけた多た華かは、すでに新たな矢をつがえながら、思わず問い返した。

「答えるとでも思うてか？」

　にい、と笑った黄夫人は、軽く背伸びするように地を蹴けったと思うと、一瞬のうちに多華の目の前に着地していた。

「その答え知りたくば、その無ぶ粋すいな武器など捨てて、いますぐわが手にくだるがよいわ。そなたの身、そなたの価値、どれほどのものか、すぐさまわからせてくれようほどに」

「睦む月つき！」

　だが、多華もただ策もなしに矢を射かけたわけではなかった。下げ知ち一声、めきめきと瓦屋根が破れて、鋼鉄の拳こぶしがぬっと顔を出す。人の背丈を超える鋼鉄の刃やいばが唸りをあげ、妖よう女じよの立っていた庇ひさしを、粉みじんに打ち砕く。

　続いて十数本を数える暗あん器きがその心臓と胸元を狙ねらう。黒い鉄の投げ杭ぐいはすべて先を銀で覆われていた。だがそれも、黄夫人の優ゆう雅がな手の一振りですべて叩たたき落とされてしまう。

　轟ごう雷らいはその名のとおり、轟くような吠ほえ声を上げると、軋きしみ音ねとともに全身を引き抜いて屋根の上に立った。肩には暗器を構かまえた睦月が、片手で身を支えている。

「轟ごう雷らい、斬きれ！」

　大刀がまた一いつ閃せんする。そしてさらに、多た華かの矢が、睦む月つきの投とう擲てきする銀の杭くいが、逃げる先を追うように降りそそぐ。

　人間ではない分、人間よりもはるかに早く正確な斬ざん撃げき、そして銀をかぶせた矢と杭の攻撃、どれをとってもなみの妖よう物ぶつでは一瞬にして滅殺されるはずの、必殺の布陣であったが、そのすべては空を切った。

　巻き起こる剣けん風ぷうにあおられたように、桜の打うち掛かけをまとった姿はふわりと宙を舞い、こともあろうに、自分を襲おそった大刀の切っ先に着地した。

「ほ、ほ、ほ、ほ、」

　針の先ほどに研とぎあげられた刃やいばの先に脚あしを置き、黄ウオン夫人はそこにいた。

　重さのないもののごとく、長い黒髪を妖よう々ようと風になびかせて、笑っている。紅あかい唇くちびるからは長い牙きばがしらじらと突き出し、その姿はまさに死の女帝そのものであった。

「その程度の児じ戯ぎでわらわを滅めつそうとはよもや思うてはおらぬよな、娘、かわいやの、かわいやの……さてわが下げ僕ぼくにくだしたおりは、どう仕置きをしてくれようか、そのことがまず愉たのしみになってきた」

　牙をのぞかせて婉えん然ぜんと微笑ほほえむと、声を高めて、

「目覚めよ、下僕ども！　わらわが命に従い、汝なんじらが獲え物ものの血を、喰くらいつくせ！」

　と同時に、凍りついたように動かなかった遊ゆう郭かくの女たちが、いっせいに顔をあげた。

　それはもはや女の顔でも、人の顔でもなく、血に飢えた獣の顔、悪魔の顔であった。赤々と燃える双そう眸ぼうに針のような牙をむき出しにして、今は倒れ伏して正体もないドーメン氏とその他の人間たちにじりじりと迫っていく。

「さ、どうするえ、娘や」

　唇を噛かみしめたまま、自分に矢を向けて動かない多華を、黄夫人は嘲ちよう笑しようした。

「そなたは確かあのなんとか言う名のきたならしい男を守護する身であったはず。わらわひとりにかまけていては、あれなるわらわが下僕どもが、よってたかってかの男の血を吸いつくしてしまおうぞ。ほ、かといって、わらわから武器をそらす勇気はないと見える。さもあろう、わらわから少しでも気をそらせば、たちまちわらわはそなたを抱いて、この胸のうちの燃ゆる想おもいをば、伝えてくりょう所存じゃからのう」

「おまえはひとつ忘れている、妖物」

　食いしばった歯のあいだから、絞り出すように多華は言った。

「なんじゃと？」

「おまえを追う人間はもう一人いたはず。その腕、その左腕を、斬り落とした人間が」

　はっとしたように黄夫人が、打うち掛かけの上から失われた腕を押さえたとき、

「――印形シジル、〈座天使Thrones〉！」

　ドーメン氏たちのいた座敷から、爆発的な光が溢あふれた。

　光をあびた吸血鬼ヴアンパイアたちが、悲鳴をあげてなだれを打つ。光の直撃を受け、手足や顔を焼かれてすすり泣きつつ身もだえする者もいる。

　ぐったりと倒れ伏す人々のあいだに、ひとりの、銀髪の少女が立っていた。

　白銀の髪に鴇とき色いろの瞳ひとみ、お仕着せのドレスは身にぴたりとした黒ラシャ、白いレース。ほっそりした背中からはまばゆい鋼鉄の翼を広げ、両手、両肘ひじ、背中、腰、さまざまな場所から伸びた白はく刃じんが、陰火の光を蒼あおく反射している。

　運良く直撃をまぬがれた吸血鬼ヴアンパイアたちが、邪魔者にむかって、牙きばと鈎かぎ爪づめをむき出しにどっと殺到した。

「印形シジル〈大天使Archangel〉！　印形〈力天使Virtues〉！」

　全身から噴出した光が輝く剣となって、吸血鬼どもをその場に串くし刺ざしにする。

　動けずに、虫のようにもがきつつもなんとか這はい寄ろうとする吸血鬼の上に、銀の光に包まれた少女の細い足が一いつ閃せんする。

　触れただけで皮ひ膚ふが裂け、肉が飛び散った。咆ほう哮こうをあげつつ後退する吸血鬼どもの傷口から、どろりと腐肉と黒い血がしたたる。

「ああ、どうやら手遅れになっている人が多いようだな」

　凄せい惨さんな攻防が繰り広げられる座敷を眼下に、場違いなほどのんびりとした声がした。

「もはや親吸血鬼マスター・ヴアンパイアを倒したところで、ただ血を吸いつつ腐れていくだけの死体ばかりか――可か哀わい相そうに」

「お、おお、その声は」

「やあ、黄ウオン夫人、しばらくだね」

　爛らん々らんと燃える目で振り返ったその視線の先に、ゆらりと現れた長身の影。

　気取った調子で帽子をかたむけ、舞ぶ踏とう会かいのように、丁てい寧ねいな礼を返した。

「いろいろあってね、私もこのお姫さまと共闘することにしたんだよ。まあ、お互い利害は一致してるんだ。私は君を狩れればいいし、彼女はドーメン氏を守れればいいしってことでね。悪く思わないでくれたまえ」

　おりからの風に、豪ごう奢しやな金髪がゆるやかになびく。

　猫のような緑の目を獰どう猛もうにきらめかせて、彼女は片手に握りしめたものを、高々と空にかかげてみせた。

「さあ、君の腕はここだよ、黄夫人。とれるものならとってみたまえ！」

「――〈パラケルススの娘〉、貴様かあッ！」

　獣のような牙をむき出しにして、黄夫人は咆哮した。





「待て、櫻さくら井い！　何するつもりじゃ、危なかぞ、こりゃ、櫻井！　櫻井！」

　叫びながら追いかけてくる七しち十じゆう郎ろうを無視して必死に走りつづけ、忍しのぶはようやく衣え紋もん坂ざかの下にたどりついた。

　見あげれば火勢はさらに広がりつつあり、すでに坂は遊ゆう郭かくから逃げてくる人々、なんとか火を消し止めようと奔ほん走そうする人々、ただどうしようもなく家財をかかえて右往左往する人々で、ごったがえしている。

「火元は！　火元はどこだあ！」

「わからん、あっちゃこっちゃから火が出やがって、どうにもこうにも……うわあっ」

　見ている前で、茶屋の一軒からどっと火が噴き出した。

　まるで、内側に火薬でも仕込まれていたような燃え方だった。暗い空にどっと火花が飛び散り、逃げ遅れたらしい人影がいくつか、中でくるくると回って倒れるのが見えた。思わず目をつぶる。吹きつける炎熱で髪が焦げそうだ。

「崩れるぞう！　逃げろおお！」

　叫びに応じてどっと流れた人に足をすくわれ、転びそうになったとたん、がっきと腕をつかまれた。

「待てと言うちょろうが、こン馬鹿たわけモンが」

　息を切らせた七しち十じゆう郎ろうだった。煙のせいか、少しばかり目が血走っている。忍しのぶの胸ぐらを掴つかまんばかりにして怒ど鳴なるように、

「あんな火事場に何しに行くとか。その目つき、その顔色、ただごととは思えん。走りながらでええから、とにかく話ば聞かせい。それに、そこに持っとる釘くぎは何じゃ。この二、三日のおはんのことに、何か関係かかわりのあるとか」

「止めないんですか」

　信じられないという顔で問い返した忍は、馬鹿たわけ、とまた頭をはたかれた。

「止めて止まるような顔もしちょらん癖に、何ば言うちょるか。とにかく話せ、話は走りながら聞くたい」

　七十郎が先に立ってくれると、小柄な忍でもいくらか先に進みやすくなった。渦うずを巻く人の流れに抗して進みながら、忍はようやく、ここ数日で起こったこと、自分が巻きこまれた異常な事態、外国から来た妖よう女じよのことなどを、とぎれとぎれに物語った。



　　　２



「その腕返しゃっ、慮りよ外がい者もの！」

　黄ウオン夫人が袖そでを左右に振るが早いか、二階の欄らん干かんからぽーんととんぼを切って二つの影が飛びついてきた。

　先ほど反り橋の上でかわいらしい胡こ蝶ちようの舞を披ひ露ろうしていた禿かむろが二人、蝶々の衣装もそのままに、愛らしい顔を異い形ぎようの狂気にゆがめて左右からクリスティーナに襲いかかる。

　クリスティーナはさっと腕うでを頭上高く放ほうりあげ、インヴァネスをはね上げる。

　怪物と化した小娘がはっと上を仰ぐと同時に、小さな頭ははね飛ばされて、中庭の池へまっさかさま。残ったひとりの小吸血鬼もほとんど動く間を与えられず、多た華かと睦む月つきの矢と暗あん器きに刺し通されて、たちまち腐臭を放はなつ肉塊となって朋ほう輩ばいの後を追った。

　池に浮いた金銀の蝶ちようの衣装が腐汁にみるみる黒くなる。クリスティーナは落ちてきた腕を受けとめ、鞘さやを払った仕込み杖づえの細い白はく刃じんを、目の前へ軽くかかげてみせた。

「取りに来るなら自分でおいで、黄ウオン夫人。手下にむざむざ奪わせるほど、私が甘いわけはないだろう？」

「おのれっ！」

　牙きばをむいて黄夫人は吠ほえると、ふっと姿を消したように見えた。

　だがそれは、人の目には見えないほどの猛烈な速度で空中を移動したのみのことだった。次の一瞬、黄夫人はクリスティーナの鼻先、息のかかるほどの距離にいて、耳まで裂けたかに思える口をにったりとねじ曲げていた。

「ただ返させるは芸もなし」

　ねっとりとした声で囁ささやいて、

「なんじ下げ賤せんの魔術師の血なれど、わが養いとなること、誇りに思うがよいわ」

　奇妙なことに、クリスティーナは何もしなかった。鮫さめのように尖とがった牙きばがぞろりと、血腥ちなまぐさい息を吐きながら彼女の喉のどにせまるのを見て、多た華かは急いで矢をつがえようとしたが、

「これは……！」

　とつぜん、黄夫人ははげしい苦く悶もんの表情を表して飛びすさった。

　腕を奪い返すのも忘れて、口を押さえ、悪臭をかいだ犬のように、鼻筋にしわを寄せて嫌悪と憎悪のないまぜになった表情でクリスティーナを睨にらみつけている。

「〈聖なる血セイクリツド・ブラツド〉」

　呻うめくように黄夫人は言った。

「馬鹿な。こんなところにいるはずがない。東洋の、それも基督キリスト教会の力もおよばぬこのような蛮地に、貴様のような者が、それも魔術師などと名乗って――それに、あの血の者は、すでにわらわが時代にはすべて絶えたと語られていたはず」

「だが、現にここにいるのさ。まあ本当に『いる』のかどうかは保証の限りじゃないが」

　謎なぞめいたことを言い、傾いた帽子を直してクリスティーナはにやっとした。

「いま一口でも血をすすっておいてくれれば、話は簡単だったのにな、黄夫人。この私の体内の〈血〉が、君のみならず、不自然な生命を保つものにとってどのような力を持つかは、いかな君とてよく承知しているはずだね」

「おのれ……おのれえッ！」

　黄夫人の憤ふん怒ぬの叫びとともに、華やかな遊女装束に幽ゆう鬼きの顔をした女たちが、一瞬にして屋根の上に現れた。

「轟ごう雷らい、『縛ばく』！」

　睦月の命令とともに、鋼鉄のサムライの全身から何本もの分ふん銅どうつきの鎖が発射される。

　鎖は下僕吸血鬼どもの全身にきりきりとからみつき、瞬間的に動きを止め、ほとんど間をおかずに、多華の銀の矢じりをつけた矢が次から次へと女たちの心臓を貫つらぬいた。

「言え、妖よう物ぶつ」

　腐肉に金きん襴らんをまとった死体に戻り、崩れおちる彼女たちに複雑な一いち瞥べつを向けて、多た華かは歯ぎしりする黄ウオン夫人に向きなおった。

「おまえを滅めつする前に、一つだけ訊ききたいことがある」

　油断なく弓を構かまえながら、多華の声は重かった。

「おまえをこの地に招き、ドーメン氏を害するよう依頼した者は、誰か」

「それを聞いてどうする、小娘」

　牙きばを剥むきだして黄夫人は冷笑した。

「その話を聞くならば、後悔することになるぞや。今ならばまだ間に合う、わらわに跪ひざまずき、その処女の血潮を差し出すのじゃな、さすれば、教えてやらぬでもないわえ」

「たわごとを！」

　かっとしてまさに矢を放はなとうとしたその瞬間、黄夫人の口から声がほとばしった。

「――今ぞ、わが腕奪い返せ、玄くろ塚つかの者！」

（なに……？）

　思わず多華が動きを止めた、その瞬間。

　低いうめき声がした。

　愕がく然ぜんと振り返った多華の目の前で、クリスティーナが、胸を押さえてゆっくりと倒れていくところだった。

　彼女のいたその背後に、睦む月つきが立っていた。

　まったくの無表情のまま、睦月は、クリスティーナの手からはなれた黄夫人の腕を拾いあげた。

　右手の袖そでから錐きりのように長い刺突剣ステイレツトが突き出し、クリスティーナの背から引き抜かれたばかりのそれは、なまなましい鮮血の滴しずくを引いていた。

「む、つき……？」

　茫ぼう然ぜんとした多華の呼びかけに、睦月は応こたえなかった。

　――濃い血臭に、煙の臭いと、叫び声、かすかな熱の気配が漂いはじめていた。





　忍しのぶと七しち十じゆう郎ろうの二人は、人の流れにさからいながらやっと遊ゆう郭かくの大おお門もんまでたどりついた。

　ここもまた、火の回る前に逃げ出そうとする人間、客や遊女、御お店たな者ものらしい旦だん那な衆などの人々でごったがえして、中へはいるのは並大抵のことではない。

「なるほど、話はようわかった」

　大きな体格に似合わず素速い動きで人をすり抜けながら、七十郎は言った。

「しかし、信じろち言われてもそう簡単には信じられんナ。確かにその釘くぎ、俺おいも見たこともない不思議な細工じゃが、だからち言うて異国の吸血鬼じゃ、魔術師じゃ、からくり人形じゃと言われても、そう簡単にはうなずけん」

「だったらなんでついてきてるんですか」

　必死になって人を押しのけながら、忍しのぶはつい口をとがらせる。「帰ってくれたっていいですよ、信じないなら」

「まあそう可愛かわいいげのなかこつば言うもんでなか。だいたいおはん、ひょろひょろすぎて足もとも危ないじゃろうが。ほれ」

　と言いざま、七しち十じゆう郎ろうは走りすぎてふらふらの忍を、ひょいと肩へかつぎ上げた。

「うわっ、ちょっ、ちょっと何するんですかあっ」

「黙っちょれ、馬鹿モンが。とにかくその岩がん亀き楼ろうへ早はよう行くのが望みじゃろうが。どっちにしろこの騒ぎじゃ、見み世せの中に取り残されちょるもんも多かろう。何もなかったところで人助けよ、そういう相手を救い出すのも世の習いじゃ、じたばたするな」

　片手に刀、片手に忍をかかえたまま、七十郎は人の押し合いへし合いする大路を、流れにさからい有無を言わさず押し通りはじめた。

　こうなると、忍がふらふら後をついていくよりずっと早い。いくらもたたずに岩亀楼の、廓くるわ裡うちでももっとも大きな構かまえの見世前についたが、

「おかしいな。人がいない」

　ほかの見世がどれもこれも逃げ出す人間、道具を運び出す人間、人人人で地面も見えないくらいなのに、この見世だけはなぜかひっそりとして、出てくる者もなければ中で騒ぐ気配もない。昼間、ここでドーメン氏たちが借り切りで夜通し騒ぐのは聞いたから、人がいないわけではないのは知っているし、そもそもドーメン氏の座敷に出ている以外の下働きや、その他の遊女はどこへ行ったか。



    

  
    
      



    

  
    
      「櫻さくら井いよ、こりゃあ確かに何か妙みようじゃ。中ば入るぞ、よかか」

「それより先に、降ろしてくださいよ！」

　手足をじたばたして忍しのぶが叫ぶ。

　気づいた七しち十じゆう郎ろうにやっと降ろしてもらって、ぶつぶつ言いながらも、忍たちはそっと楼ろう内ないに足を踏みいれる。

　人影のないのもさることながら、外を走りまわっている人々まで、この岩がん亀き楼ろうの異常な静けさに気がついていないようだ。なにしろ館たて岡おか遊ゆう郭かく一の大楼にして、町まち名な主ぬしの持ち見み世せなのだから、まっ先に火事の報しらせが駆けつけてもよいところなのに、まるでここだけ外から切り離されたように、しんと静まりかえっている。

「誰か！　誰か、おらんかあ！」

　どたどたと廊下を踏みならして歩きながら、七十郎がわめく。

「火事じゃ、火事じゃぞう！　風が強い、もうすぐここへも火が来るぞう！　聞こえたもんは今すぐ逃げい！　早はよう、逃げい！」

「館岡さん」

　脇目もふらず奥へ走ろうとする七十郎の袖そでを、忍は思わずつかんだ。

「なんじゃ。どうした、櫻井」

「変な臭においがします。何か、腐ったような臭いと、それから――」

　言いさして、忍は言葉をのんだ。

　灯あかりがきえて、外からのうす明かりでほんのり青い廊下のむこうで、ぽっと橙色だいだいの灯ひがともったのだ。

「お、人がおったか。こりゃ、そこの人！」

「館岡さん、止まって！」

　叫んで、忍は思いきり七十郎の袖を引いた。

　わっ、と叫んで七十郎がつんのめるのと、いま見えた橙色の光が、突然、爆発的な炎となって夜を照らし出したのはほぼ同時だった。

　華か麗れいな扇づくしの座敷や、凝こった天井画の描かれた回廊が、たちまちのうちに紅ぐ蓮れんに染まる。起き上がった七十郎は、こりゃあ、と呻うめいた。今は彼にも、忍が感じた臭いの一つがわかったようだった。

　油の臭い、そして――火薬。

「ど、どういうこつばい、こりゃあ？」

　尻しり餅もちをついたまま、さすがの七十郎も目を白黒している。

「何者なにもんかが、この遊郭に、火付けばしてまわっちょる、ちゅうこつか？」

「そ、それは……館岡さん、前っ！」

「なにッ!?」

　きっ、と振り向いた瞬間、炎の中から人に似た何かがゴロゴロとすさまじい音を立てて飛びだし、こちらに突進してきた。

　七しち十じゆう郎ろうの手が奔はしった。まばたき一つの間に抜き払われた白はく刃じんが、炎をまとって突撃してきたものを、真っ向一いつ閃せん、見事に唐から竹たけ割わりにする。

　どろりとした黒い液体が広がった。油の臭においが強くなる。

「な、なんじゃあ、こいつは」

　刀を片手に、七十郎は開いた口がふさがらない風ふ情ぜいだった。

　真っ二つにされて横倒しになったそいつは、ぱっくりと開いた口をまだ動かし、中の爪つめ車ぐるまから火花を散らしていた。人の上半身に似た腕のない身体からだに、四つの車輪がからからと空回りしている。

　上半身の半分を構成する箱部分から、黒い粉がこぼれ出ている。火薬か、と七十郎が呻うめいた。全体はほぼ木でできているようだが、火が移るのを避けるためか、濃い柿かき渋しぶを表面に塗りこめてあるらしい。

「か、からくり――人形……？」

　忍しのぶは七十郎と顔を見合わせ、息苦しくなるような油と火薬の臭いの中で、ぞくりと視線をかわしあった。
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「睦む月つき……おまえ、どうして」

　さすがの多た華かも、しばらくは唖あ然ぜんと立ちつくすままだった。

　睦月は主人に目を合わさず、袖そでから邪魔な血刀をごとりと落とすと、拾いあげた腕を無造作に黄ウオン夫人のほうへ放ほうった。

　さっとつかんだ腕を、黄夫人は、打うち掛かけの下の切りとられた肩のところへ押しつける。まるで粘土でできたもののごとく、白い腕はみるまにくっついて、あとも残らず、再び生命を得て動き出した。

「ほ。ほ。ほ。ほ」

　妖よう女じよの笑い声が高らかに響きわたる。ようやく戻った両腕で我とわが身を抱きしめ、

「ようした、ようした、玄くろ塚つかの者よ。かの魔術師に加担してのわらわへの腕うで立だて、どうすることかと思うたが、こういうことなら許しおこう。これ、小娘、聞こえたか」

　ただ声もない多華に向かって、嘲あざけるように、

「今こそ申しきかそうぞ、わらわをこの地へ、また彼処あそこにて眠りおる男を狙ねらえと請しようじたは、そなたが縁えん者じや、玄塚、そして黄きノ原はら両家の者よ」

「その通り」

　きしるような声で応いらえがあって、ゆらりとまた別の人影が現れた。

「今こそ跡あと部べの天下も終わりよ、跡部の小娘。われら玄塚、黄ノ原のものども、これまでおのれら跡部をはじめ、赤あか羽ばね、青しよう野のの三家によっていかばかりの苦く渋じゆう、屈くつ辱じよくをば舐なめてきたか、おのれは知るまい、跡あと部べの小娘」

　多た華かは知らぬことだったが、それは、睦む月つきの工房に現れて指示をくだしていったからくり鼠ねずみが発していた声と同じものであった。

　勝ちほこる黄ウオン夫人の後ろから、賤いやしい笑みを浮かべてあらわれたのは、突き出た前歯がどこか鼠にも似た、背の低い、腰の曲がったひとりの小男。

「おまえは」

　ほとんど見たことのない顔だった。だが、正月などの行事の際に、一族集まって新年の儀礼を行うときに、一族率いてぐっと下座に据すえられていた者の中に、その黒い顔があったのを、多華はようやく思い出した。

「おまえ、玄くろ塚つか、典てん膳ぜん」

「さよう」

　鼠に似た男はからからと笑って、

「跡部の娘などにとっては虫けら同様であろうが、わしこそ玄塚家の当主、玄塚典膳よ。

　このたびのドーメンなる異人襲撃、また遊ゆう郭かくの火付け騒ぎ、すべてこの玄塚典膳が仕組んだものと、まだ気づかぬか」

「なに」

　はっとして見回せば、炎はすでに間近く迫って、空は紅あかく染まり、あちこちで立つ火柱が目にいたい。この岩がん亀き楼ろうのそこここからも、ちろちろと揺れる炎が火勢を増して吹き出している。白しろ足た袋びの下の瓦かわらが、そろそろ熱をおびてきはじめていた。

「火事……まさかおまえたち、この遊郭全体に火をつけたというのか！」

「おうとも。玄塚丹たん精せいのからくり人形に、黄きノ原はら調合の秘伝の火薬と油、二つながらに背負わせて、遊郭の四方から放はなったわ。もはや手はない、いずれ、この楼ろうも焼け落ちよう。いかに退魔の呪じゆ力りよくを持とうと、たかが小娘、心なき火の手をしりぞけられるかな」

　思わず唇くちびるをかんだ多華に、典膳は長々と高笑いした。

「薬の原料を求める黄ノ原の手筋をたどって、この黄夫人なる方を探し当てたわ。赤あか羽ばねには、異人を狙ねらう魔ありとのみ情報を流してな。赤羽と青しよう野のはこれまでの権益にしがみつこうと幕府にべったり、異人を魔ま性しようが狙うとあれば跡部の者が守護に出されるは必ひつ定じよう。

　だがその守護の者が、しかも跡部の唯一の跡継ぎ娘が、異人の警護にも失敗し、おのれ自身も、火事の中にて焼け死んだとなれば、さて、跡部の家は、それにつながる赤羽と青野は、いかなる責任を取らされるであろうの。さあ、睦月よ」

　黙って立ちつくしていた睦月をくるりと振りかえる。大きくむき出された目が、有頂天のあまりにぐるりの白目が紅く血走っていた。

「今こそ、おまえの恨うらみを晴らしてやるがよい。たかが小娘にこき使われ、人を人とも思わぬ扱いをされて、恨み重なる跡部の娘を、その手で始末してしまうのじゃ」

「いいえ」

　睦月は、静かに答えた。

「始末されるのは、あなたですよ。――お父さん」

　なに、と一瞬、動きを止めた典てん膳ぜんの肩に、がっしと繊せん手しゆが食い込んだ。

「あ、な、何をなさる、何を――」

　ぎりぎりと鋼鉄のように締めつける白い手に、じりじりつり上げられていきながら、典膳は情けなく手足をじたばたさせた。

「何をする、とはまた異いなことを」

　黄ウオン夫人は婉えん然ぜんと笑って、恐れおののく老人の頬ほおをつうと指先で撫なで上げた。

「この黄夫人、うぬらがごとき小汚い人間の命に従うような者と思うてか。確かに、一度は異国の魔術師の目をくらますも良しとうぬらの誘いに乗りはしたが、人間ごときがわらわに命令するなど、無礼の骨こつ頂ちよう。

　わらわは、わらわの望むことしかせぬわ、愚か者めが。今こそ無礼の返へん報ぽうなそう。うぬがごとき臭くさい血は好みにあらぬゆえ、吸いはせぬ、ただ殺してのきょうのう」

　典膳は口を開いて叫ぼうとした。

　だがその声が形になる前に、黄夫人の手が老人の皺しわびた首をねじ折っていた。

　かくりと口を開け、よだれと血を垂らして動かなくなった小男の死し骸がいを、黄夫人はけがらわしいもののように放ほうり捨てた。

「そなたも恐ろしい男よの、ムツキとやら」

　目を細めた黄夫人は、さめた目で老人の死骸を見つめる睦む月つきにまんざらでもない様子で言葉をかけた。

「仮にも実の父親であろう。表だって名乗りをあげたことはないとは申しておったが、それでも、情はないものか。たった一人の血縁であろうに」

「情などと」

　平へい坦たんな声で睦月は言った。

「ただ、鼠ねずみが一匹死んだだけです。何の感慨も、ありません」

　この返答はますます黄夫人の気に入ったようだった。ほほほほほほ、と高い声で笑うと、さて、と多た華かを振り返り、

「さ、これで心残りはないであろ。そなたの家か中ちゆうはそなたを捨てた。大事の従者はそなたを裏切った。魔術師はそれ、そこに転がっておる。この上そなたひとりでは、この火の中から出るすらおぼつかぬ。わらわに跪ひざまずき、わらわのものとなると、お誓い、多華とやら。さればわらわが力にて、この火のうちから掬すくい上げてくれようほどに」

「誰が、おまえのような妖よう物ぶつになど」

　震える手で矢を取りなおそうとするが、目の前であまりにも次々と起こったことがらに、心は乱れて手は震え、狙ねらいどころか矢をつがえるのさえおぼつかなかった。

「ええ、これでもまだ、強情な」

　黄夫人が目を怒らせて、さっと両手を上げかけたとき、

「――ちょっとお待ち、黄夫人。そいつはいささか、気が早いぜ」

　低い女の声と同時に、血にまみれた細い刺突剣ステイレツトが下から閃ひらめいた。





「い、いったい、何匹いやがるんじゃ、こいつらは！」

　そのころ、火の広がりはじめた岩がん亀き楼ろうの廊下では、続々と集まってくる火付け役のからくり人形どもにとりかこまれて、七しち十じゆう郎ろうと忍しのぶが大苦戦していた。

「あちっ、つっ――お、おい櫻さくら井いよ、こいつらいったい何モンじゃ！　何のためにこんなこつばしちょるか、櫻井よ、答えい、答えんとか！」

「そんなこと、俺だって知りたいですよ！」

　やけになって叫び返して、頭の上から降ってきた蜘く蛛ものような八本足のからくりを叩たたき落として踏みにじる。こいつもまた油を撒まいてまわる役割だったらしく、壊れた部品のあいだから、じわりと油がにじみ出して、そこへまたぽっと火が移った。

「き、きりがなかぞ、これは！」

　さすがの七十郎からも、ついに弱音が出た。

　なにしろ、斬きっても斬っても次から次へと湧わいて出てくる上に、斬ったそいつがすぐにその場で炎を噴ふいて、ぼっと燃えあがるのだ。

　これではかえって火を広げるのに加担しているようなもので、とうてい火を消すやら、ましてやほかの人間を捜すやら、しているような状況ではない。

　気づけば退路まで完全にふさがれて、上がってきた階段はすっかり焼け落ち、下は紅ぐ蓮れんの焦しよう熱ねつ地獄と化している。

　二人、背中をあわせてじりじりと下がりながら、ひしひしと回りを取り囲む不気味な火付けからくりどもに、押し込まれていくしかないのであった。

「あの、すみません、館たて岡おかさん。俺につきあったせいで、こんなことになっちゃって」

「なあに、おはんが謝るこつばなか、櫻井」

　喘あえぎながらも謝罪した忍に、炎の熱さに全身、汗で水をかぶったようになりながらも、七十郎は肝きも太ふとくにやりとしてみせる。

「好きこのんで追いかけて来たんはこの俺おいじゃ、なんもおはんが悪いことはなか。考えてみれば館岡の黒くろ天てん狗ぐが、剣も手にせず死ぬちゅうこつばあってはならんと、天のご配慮かもしれんたい。こうならの、斬って斬って斬りまくって、誰か知らんが少しでも、この操り手に意趣返しをしてやるまでじゃ」

　さあ来い、と刀を構かまえ直して、熱気の中で息をととのえた矢先に――

　轟ごう、と獣の咆ほう哮こうが、炎の壁のむこうから聞こえた。

　と、巨大な黒い影が、羽ばたきながら天井を突き破って飛び降りてきた。

「な、なんじゃあ!?」

　七十郎が度ど肝ぎもをぬかれた声をあげる。

　降ってきた怪獣は、まっ黒な剛毛に覆われた全身で身震いすると、腹の底に轟とどろくような声で再び咆ほう哮こうした。背中の大きな翼がばさと広がった。

　たちまち、猛烈な旋せん風ぷうが巻き起こった。付きかけていた炎があっという間に吹き消され、集まってきていたからくりどもは、風圧に吹きたおされてばたばたと転げて階下に落ちていく。爆発音がいくつか響き、爆風がどっと吹き上げてきた。

「ロード・バイロン！」

　澄んだ少女の声がした。硝子ガラスの鐘を鳴らしたような、こんなところで聞くとは思えない声だ。

　幻覚か、と思わず目をこすった忍の目の前に、銀色の翼がはばたいた。月の前を横切っていった、あの長い髪がさらりとなびく。

「こ、こりゃあ、こいつは」

「待って、館たて岡おかさん。この娘こは敵じゃない」

　とっさに刀を向けかけた七しち十じゆう郎ろうを、あわてて止める。

「この娘は――レギーネっていうんだ。俺が見た、あの月の前を飛んでいった娘だ」

「なんじゃと」

　七十郎は目をむいてレギーネを見つめた。

　銀髪に鴇とき色いろの瞳ひとみの異人の少女は、ほっそりした肩に銀色に輝く金属の翼を広げ、この暑熱の中でも汗一つかいた様子もなくこちらをじっと見つめている。背後には、背中に蝙蝠こうもりのような大きな羽を持つ、見あげるような巨きよ躯くの怪獣を従えて、七十郎が構かまえた刀にも、恐れの色は露ほども見せない。

「なぜあなた様がここにいらっしゃいます、櫻さくら井い様」

　無表情にレギーネは言った。

「お嬢さまはあなた様に、もうかかわらぬようにと、おっしゃったはずですが」

「ああ、確かにね、でもそんなことできなかったんだよ、悪いか！」

　やけになって忍しのぶは言った。

「僕はどうしようもない野次馬なんだ、わかるかい、その野次馬が、なんだか奇妙な事件に巻きこまれて、その途中ではいさようならなんて、なんで我慢なんかできるもんか！」

　言っていて、自分でどんどん腹が立ってきた。自分の馬ば鹿かさかげんにも腹が立つし、クリスティーナにも腹が立つし、とにかく、いろいろなことに腹が立ってたまらない。気がつくと、喉のどいっぱいの声でわめきたてていた。

「馬鹿だっていうのは自分でもわかってるさ、だけどね、いったんかかわった人たちが今何をしてるか、どうなったか、心配になって見に来るくらいいいじゃないか！　っていうか、俺だって関係者だろう！　野次馬根性？　上等だとも、その根性に免じて、せめて事件の最後まで見届けたくなったって、何が悪いんだ！」

「櫻さくら井い、あのなあ……」

　あまりといえばあまりな理屈に、七十郎があきれた顔で頭を掻かく。

　無茶な理屈に感心したのか毒どつ気けを抜かれたのか、レギーネの変化しない顔からは何ともわからなかったが、しばらくして、「わかりました」と彼女は言った。

「今、お嬢さまは本ほん楼ろうの屋根の上で黄ウオン夫人と戦っておられます。わたしはお嬢さまに、楼内に残った下僕吸血鬼の殲せん滅めつと、生き残った人々の救出を仰おおせつかっています。

　しかし、わたしひとりでは一度に大勢の人間は運び出せませんし、バイロン卿きようは人目に立ちすぎて外へは動かせません。もし、あなたがたが手伝ってくださるなら、まだ残っているドーメン氏その他の方々を、外へ連れ出してくださると助かるのですが」

「まだ無事な人間がいるとか！」

　七しち十じゆう郎ろうが喜びの声をあげた。

「少数ですが。遊女や楼内の人間はほとんど吸血鬼化していましたが、ドーメン氏一行はわたしの守護印形で護まもられて今も無事です。あなた方が彼らを外へ連れだしてくだされば、わたしはお嬢さまのところへ戻ります」

「わかった」

　忍しのぶは前に出た。「ドーメン氏たちの居場所は？」

「昼間、宴会が催もよおされていたあの二階の座敷です。このバイロン卿がお運びするでしょう。ロード・バイロン、お二人を奥座敷へ！」

「なっ？　うわっ、ちょっと、あれえっ」

　悲鳴をあげても意味はない。巨体を誇る魔ま猿えんロード・バイロンは、咆ほう哮こう一発、二人を毛むくじゃらの腕にいっぺんにかかえ込むと、大きくひと羽ばたき、突き破ってきた天井を抜けて、一気に上昇していった。
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　獣のような絶ぜつ叫きようがとどろいた。

　桜の打うち掛かけが紅ぐ蓮れんの空にひらりと舞う。

　顔を押さえてのけぞった黄夫人の白い指のあいだから、たらりと油のような血がにじみ出した。

　ゆっくりと身を起こしたのはクリスティーナ・モンフォーコン、〈パラケルススの娘〉――その手には、自らの血に濡ぬれ、今また妖よう女じよの黒い血に濡れた細剣が、粘ねばつく滴しずくをしたたらせている。シャツの胸に血をにじませ、荒い息、顔色は蒼そう白はくだが、唇くちびるの不ふ遜そんな笑みはいまだに消えていない。

「油断したね、黄夫人。魔術師なんて生き物は、まともじゃない分普通の人間よりはいくらか丈夫にできているものさ。まあそれでも、あといくらか切っ先がそれていれば、危なかったかもしれないがね」

「おおおお……」

　身もだえしながら、黄夫人がカッと瞼まぶたを開く。

　仮面の如ごとき美び貌ぼうの半面、血にまみれて、右の額ひたいからあごに掛けて、ざっくりと一筋深い傷が走っている。しかもそれが酸でも浴びせられたかのようにしゅうしゅうと灼やける音をたて、見る間にたちまち肉が爛ただれていくのだ。

「ああ、どんなに苦しいかはわかるよ、黄ウオン夫人、君の呪のろわれた生命をほんとうに傷つけられるのはその血、今は私のこの身体からだだけが伝えるその血の滴しずくだけだものねえ？　さっき一口でも飲んでいてくれれば、そのきれいな顔も傷つけられずにすんだのに」

「おのれ、おのれ、いまわしき〈聖なる血セイクリツド・ブラツド〉――ええ、何をしている、玄くろ塚つかの者」

　顔を押さえて苦しみもがきながら、黄夫人はじっと立ちつくしている睦む月つきに叫んだ。

「さっさとあの者にとどめを刺さぬか、玄塚の者、わらわが死ねば、そなたの望みはかなえてやれぬぞ、あの娘も、そなたも、この炎の中でただ死ぬばかりじゃ、何をぼうっとしておる、早よう、早ようせぬか」

　だが、睦月は冷ややかな顔を崩さず、ただじっと立って見守るきりだった。足もとには首をねじ切られた玄塚典てん膳ぜんの死し骸がい、轟ごう雷らいも主人の命令もないまま、じっとその威い容ようを火か焔えんの前にうずくまらせているきりだ。

「おのれ！」

　もはや誰もあてにはならぬと悟さとったらしい。黄夫人は天を仰いで狼おおかみのような咆ほう哮こうをあげると、両手を広げた。見る間にその手が、足が、身体からだが、おびただしい数の蝙蝠こうもりとなってキイキイ啼なきながら羽ばたいていく。いったんこの場は姿を消し、ふたたびの機を狙ねらおうとの考えらしかったが、そのとたん、

「印形シジル、〈熾天使Seraphim〉！」

　若々しい声が響きわたり、天空から、虹にじの雨のような神こう々ごうしい光の槍やりが降りそそいだ。

　ぎゃっと叫んで、黄夫人はもとどおりの人型になって転がった。

　白い旗袍チーパオのあちこちが焼けこげ、白かった肌がしだいに黄ばんで、上げた顔はいつのまにか、五十、六十、それとも百かとも思われる、老ろう婆ばの顔へと急速に変じていく。

「おお、わ、わらわの顔、わらわの顔を、よくも、よくも、おおおお」

「来たのかい、レギーネ」

「はい、お嬢さま。遅くなって申しわけありません」

　銀の翼をしゃらしゃらと鳴らして、銀髪の少女が主人のかたわらに降り立った。

「楼ろう内ないに残っていた下げ僕ぼく吸血鬼はすべて消滅いたしました。生き残った人間の方々は、櫻さくら井い様とそのお友だちが、バイロン卿きようといっしょに救出にむかっておられるところです」

「忍しのぶ君が？　そりゃまた、彼も物好きなこったね」

　レギーネに手を取られて立ちあがりながら、苦笑する。満まん身しん創そう痍いの黄夫人を振り返り、

「聞いたかい、黄夫人。君の味方はもう誰もいない。睦月もどうやら、手を貸す気はないようだ。ここらでひとつあきらめて、長すぎる生命に終止符を打つ気はないかい」

「しゃらくさいわ、魔術師風ふ情ぜいがあッ！」

　もはや骸がい骨こつのような顔となりはてた黄夫人が、黄色い牙きばをくわっと剥むく。

　ふらつくその足もとがじわりとにじみ、ふたたび、蝙蝠の啼き声がわき起こった。





「わっ、こりゃ」

　座敷に一歩足を踏みいれて、七しち十じゆう郎ろうは驚きの声をあげた。

　そこは昼間見た壮そう麗れいさとは打ってかわって、壁には飛び散った血と肉、壁ぎわには腐肉の山、畳のあちこちに腐汁が池を作り、血まみれの華か麗れいな衣装の下には白骨や木乃伊ミイラと化した、もはや男とも女ともつかぬ死体がごろごろしている。

　その中心に、ほのかに輝く光の円えん蓋がいがあって、中には、ドーメン氏一行らしい異人のひと群れと、日本の役人らしき裃かみしもの者が全部で十二、三人押し込まれていた。そこだけは火勢も届かず、煙も入ってこないようで、中の人々は眠るがごとき静かな顔をし、周囲の地獄絵図もまったく知らぬていらしい。

「こりゃ、一人ずつ背負うのは無理じゃ。目ばさまさせて、近くの涼み障しよう子じから外のお堀へでも飛びこませるしかなか。おいそこの、ばーろんとかいう奴」

　魔ま猿えんは名前を間違えられたのが不満なのか、不機嫌そうな低い唸うなり声で応こたえた。

「この光る奴は、俺おいらも中へ入れるとか。何、入れる？　なら、そこの壁ば破って、お堀へ出られる道ば作ってくれい。俺おいはとにかくこん人らの目ば覚まさせんとならん、おい櫻さくら井い！」

　煙漂う廊下に残って、欄らん干かんから屋根の上の様子を見ている忍しのぶを怒ど鳴なりつけた。

「なんばしちょるか、そんなところで。ぼやぼやせんと、おはんも手伝え。活かつの入れ方ば教えちゃるけん、こっちゃへ来い」

「は、はい」

　とは言いつつ、忍は、ちょうど斜め上の楼ろうの屋根上に見える戦いの様子から、すぐには目を離すことができなかった。

　クリスティーナは銀髪の少女を従えてすっくと立ち、巫み女こ姿の少女は弓を手にいささか茫ぼう然ぜんとした風ふ情ぜいだ。ここからは見えないがあのからくり使いの青年もいるらしく、巨大なからくり武者の、魁かい偉いな影もちらりと見える。

　どうやらすでに女吸血鬼は斃たおれる寸前、遠目に見るすら物もの凄すごい形ぎよう相そうで、いつか南なん京きん町まちで目にした美び貌ぼうはもうかけらもない。よろめく足を踏みしめ、踏みしめ、クリスティーナと、あの巫女姿の少女によじれ曲がった爪つめを伸ばそうとしている。

　いきなり、その姿がぼっと黒く薄れた。

（あ、逃げる……！）

　ほとんど直感だった。

　忍はさっと懐ふところに手を入れ、あの銀の釘くぎの一本を取りだしていた。

　故郷ではよく石を投げて、水上を跳ねさせたり、鳥を落として遊んだものだ。あのころの腕前がまだ自分にあるか心もとなかったが、すでに呪じゆ力りよくはないと言われているとはいえ、ものはもともと魔術師の作、多少の魔力は残っていると踏んで、

（――当たるなら、当たれ！）

　渾こん身しんの力と願いをこめて、屋根の上の黒い影めがけて投げつけた。





　再びの、恐ろしい絶ぜつ叫きようが響きわたった。

　再度蝙蝠こうもりに姿を変えようとしていた黄ウオン夫人は、たちまち人型にもどると、半面を押さえてのけぞった。

「目、目が。わらわの目が、ああああ」

　一本の太い銀の釘くぎが、白く光って黄夫人の右目から突きだしていた。たらりと黒い血が、涙のように頬ほおを伝う。

「ほ。忍しのぶ君のしわざか」

　欄らん干かんからこちらをうかがう人影を一いち瞥べつして、クリスティーナは笑った。

「野次馬根性恐るべしだな。あとでひとつ、褒ほめておいてやらなきゃ」

「目、目が。わらわの目が、目が見えぬ。誰かおらぬか、誰か。誰か、ああああ、あ」

　逃げるどころか黄夫人は、もう前を見る力さえないようだった。

　ふらふらと手探りで屋根を歩いていき、ふとそのつま先が瓦かわらの一枚を踏んだとたん、中から、火薬が爆発でもしたのか、すさまじい火柱がどっと吹き上げた。

　黒い髪が一瞬、ひらりと翻ひるがえった。

　あとには轟ごう々ごうと炎をあげる火柱が残った。

　悲鳴一つ残さず、黄夫人は完全にその場から姿を消していた。

「滅ほろんだか。……どうかな」

　燃え崩れていく屋根の上で、クリスティーナは小さく嘆たん息そくした。

「あれだけ生きてきた妖よう女じよのことだ、もしかしたらまだ息があるかもしれないが、しばらくは活動はできないだろう。こちらもこれ以上追うのは無理だ。またの機会に、というところかな。――さて」

　ゆっくりと振りかえる。

　視線の先には動かぬ轟ごう雷らいと、そして、睦む月つきの姿があった。

「君はどこまで計画していた、睦月？」

　多た華かの肩がびくりと震えた。

　容よう赦しやなく、クリスティーナは続けた。

「黄夫人は――あるいはわれわれ、かつ、玄くろ塚つかと黄きノ原はら、および跡あと部べの関係者の人々は、いったいいつから、そしてどれほど、君の手の上で踊らされていたのだい？」





「人形が、人形遣つかいと入れかわっていたのは、いったいいつからだったのだろうね」

　低い声で、クリスティーナは言った。

　火はすでに轟ごう々ごうと音をたてて周囲にせまり、炎熱は耐えがたいほどだったが、その中でさえ、彼女の抑えた声は耳にはっきりと届いた。

「君は玄くろ塚つか家の当主――そこに転がっている、玄塚典てん膳ぜんの私生児として生を受けた。これはどうやら外に対しては隠し置かれたようだが、その君が未み曾ぞ有うのからくりの才を持っていることがわかったときに、そもそもの始まりがあったのか。

　いや、そうではないだろう。そのずっと以前から、玄塚と黄きノ原はらは異能の力のないことで自分たちを踏みつけにする跡あと部べ本家と赤あか羽ばね・青しよう野のの者に、深い恨うらみを蓄ちく積せきさせていた。

　そして君という天与の才を持つ者が現れ、君は、彼らの人形にされた」

　睦む月つきは一度、ゆっくりとまたたいたようだった。しかし、やはり何の動きも、言葉も返すことなく、ただじっと目を伏せて、足もとの父の骸むくろに感情のない視線をあてていた。

「君が多た華か嬢と近づきになり、その付き人に選ばれたことは、むろん、彼女自身の強い要望あってのことだろうが、とてもそれだけでことが運んだとは思えない。

　おそらく君は、機会があれば、跡部の唯一の後継者である彼女を抹殺するために送りこまれた、玄塚・黄ノ原による、従者という名の暗殺者だった。違うかね？」

「……違う、と言っても、何の意味もないでしょう」

　静かに、睦月は口を開いた。

「僕は多華さまを殺さなかったし、多華さまも生きている。今も、そこに」

　声も出ずに立ちつくしている多華に、睦月は目を向けた。そこにはいつに変わらぬ、やさしさと、それに相反するような、何かぞっとさせる光があった。燃えさかる火がそのまま瞳ひとみに宿っているような、何もかもを灼やきつくさずにはおかぬ、焔ほのおのゆらめきだった。

「そう、君は多華嬢を殺さなかった」

　淡々とクリスティーナは先を続けた。

「機会がないと言い張ったのか、それとも、失敗したとだけ報告していたのか、それは私にはわからない。だが、まったく進展しない計画に業ごうを煮やした玄塚と黄ノ原は、ついに、この開国の動乱に乗じた大事件を起こして、今度こそ完全に多華嬢と跡部の一統、それからおそらく君をも、葬ろうとした――闇やみのつてをたどって黄ウオン夫人という、跡部の力のおよばぬ異国の魔を呼び込むことでね。ここまではいいかね？」

　睦月は肩をすくめただけだった。

「黄夫人に重要人物であるドーメン氏を殺させれば、今のところ幕府に臣従している跡部家一統は、幕府ともどもたちまち責任を負わされて零れい落らくするだろう。

　ついでに遊郭に火事を起こさせて、黄夫人とその吸血鬼を焼き払うのとともども、多華嬢もその火の中で焼け死んだことにしてしまえば、その死を追及されることもなかろうと踏んだのだね、君の父親たちは。

　だが、君はその計画を逆さか手てに取ることにした。彼らのくわだてを利用して、自分と、多華嬢を縛る鎖を振り切り、家に操られる人形としてではなく――暗殺者と、それに狙われる姫君としてではなく、自由に生きられる途みちをさがそうとした」

　多た華かは弓を胸に抱いて、震える膝ひざを必死で支えていた。

　睦む月つきが？　わたしを殺す、暗殺者？

　でも、睦月はいつも優しかった。わたしを守ってくれた。わたしがどんなに怒っても、かんしゃくを起こして殴りつけたりしても、いつも黙ってそばにいてくれた。あの、小さな武者人形の轟ごう雷らいのように……

「考えが決まったのは、いつだったのかな」

　クリスティーナは問いかけた。

「これは推すい測そくだが、私が君の工房へ銀の武器を持っていったときに、この策を君は考えついたのだと思う。

　黄ウオン夫人は、最初に玄くろ塚つかと黄きノ原はらが考えていたような、単純な化け物ではなかった。彼女を利用することを考えていた君も、異国の吸血鬼というものがどのような怪物か知るにおよんで、その始末の方法に、内心頭を痛めていたに違いない。

　私は魔術師だ、たとえ心臓と額ひたいを同時に打ち抜かれたところで死にはしないと、あの時私は言った。

　そこで君は、いったん自分が私を、クリスティーナ・モンフォーコンを殺したと黄夫人に思わせ、そこから奇襲をかけさせることができれば、あるいは黄夫人を殺せるのではないかと考えた。

　何しろその時には、黄夫人は、君には滅しようもない異国の魔である以上に、誰より大切な主人に目をつけて、自分のものにしようとしていた。君にとって、黄夫人はもはや味方どころか道具ですらなく、多華嬢を奪おうとする敵以外の何ものでもなかった。

　多華嬢を解放するために、君は黄夫人を利用しなければならなかったが、同時に、用が済んだ彼女は絶対に始末しなければならなかった。さぞかし焦ったことだろうね」

　多華ははっとして睦月の目をとらえようとした。

　だが、睦月は目をそらして多華の視線を避けた。濃い煙が、もくもくと下の部屋から吹き出してきた。庇ひさしの屋根瓦がわらが、端はしから赤く灼やけはじめていた。

「黄夫人をどうにかできるのは、彼女と同じ文化の産物である魔術師、この私であることはわかった。だが、君の動向は玄塚側によって抑えられている。異人であり、いきなり計画に首をつっこんできた私に働きかければ、たちまち怪しまれて君は多華嬢から離され、今度こそ、彼女は確実に殺されるだろう。

　そこで、君は黄夫人に――どうやってかは知らないが、おそらく得意のからくりを使って、ひそかに連絡をとり――多華嬢を引き渡すという条件の代わりに、自分を操っている玄塚の当主を殺すよう、依頼した」

「死んで当然の男でした」

　それだけ、睦月は言った。

「この男にとっては、自分以外の人間はすべて人形だったのです。思い通りに操って、自分の欲望を満たさせるためだけの、操り人形。僕の母も――そして、僕も」

「だが、君はもはや人形ではなかった」

　クリスティーナの声は、沈痛な響きを帯びはじめていた。

「最終的な決断を下したのは、おそらく、つい先刻、黄ウオン夫人が私の血を吸おうとして、ショックを受けて後ずさりしたところなのだろうね。

　あれで君は、私の血が彼女にとって何か非常に恐ろしいものであること、それを使えば、父を殺させて用済みになった黄夫人を、確実に始末できるかもしれない、ということに気づいた。私を刺したスティレットを、わざわざ私の手の届くところに放ほうりだしておいたこと、あれは計算のうちかね、それとも、偶然かね？」

　答える必要もないことだった。睦む月つきは沈黙を守った。

「そして、君の思おも惑わく通り、私はそれを手にして黄夫人に斬きりつけ、致命的な傷を負った彼女は、死んだか、どこかへ姿を消した」

　いんいんとクリスティーナの告発は続いた。

「こうして君はいっさい自分の手を汚けがすことなく、自分をあやつっていたものを殺し、鎖を振り捨て、自由の身となったわけだ。たった今、その足の下で、罪もない多くの客や遊女が焼け死んでいくのを黙って見ながらね。

　――満足かい？」

　最後の一言は、苦かった。

　吐き捨てるように呟つぶやかれたその一言にも、睦月は眉まゆ一つ動かさなかった。

　多た華かはゆっくりと前に出た。

　両りよう袖そでには弓と矢を抱きしめ、煤すすに汚れた白しろ足た袋びは、足運びすらおぼつかなかった。

「睦月……わたしは」

「こちらへいらしてください、多華さま」

　睦月は、大きく腕を広げた。紅ぐ蓮れんに染まる空を背に、長身の影はまるで西洋教会の屋根にある、磔刑はりつけ像の姿にも似ていた。

「あなたを縛る鎖は、ここですべて焼き払われます。この火事の中なら、あなたが姿を消したところで、跡あと部べも、当主のいなくなった玄くろ塚つかも、後を追うことなどできない。ドーメンが救出されても、この大火の不始末の責を負わされて、すぐに跡部の一統は、あなたの捜索どころではなくなる。

　あなたは自由です、多華さま。もう跡部の血にも、その務めにも、縛られる必要はない。ただ力を継ぐためだけに、卑いやしい男とめあわされることもない。

　あなたは自由に、望むままの場所で、自由な人生を送れる。自由に」

　多華の身体からだがふらりと揺れた。

　自由。

　まるで蜜みつのように甘い言葉だった。自由。自分には一生与えられないと思っていた、関係のない世界のものだと思っていたもの、自由、望むがままの人生。

　それが今目の前に、両手でもって差し出されている。

　しかもその手は、睦む月つきのものなのだ。傷ついたとき、疲れたとき、寂しいとき、いつも黙ってそばにいてくれた、ただ一人の相手、優しい睦月。

　こちらを見据える睦月の目は、炎の渦うずだった。燃えさかる現実の炎を背後に、そこだけが、地獄の淵ふちを覗のぞいたように、黒い業ごう火かが炎々と燃えていた。

　おそらく今、自分の目にも、それと同じものが燃えていると多た華かはさとった。幼い日、初めて対面した席で多華の胸を突き刺した睦月の強く昏くらい瞳ひとみの光は、いま完全に解き放はなたれて、すべてを灼やきつくさんとしている。

　すべてを。

　――多華は、ゆっくりと手をあげた。

　弓には矢がつがえられ、その先は、まっすぐに睦月の胸を狙ねらっていた。





「……多華、さま」

「おまえはわたしが自由だという、睦月」

　細い、震え声で多華は言った。声が喉のどにつかえ、一言一言、絞り出すようにしなければ形にすることができなかった。

「だが、これが自由か。これが、解放か。

　たとい、血筋の鎖は焼け落ちようとも、切れぬ鎖をおまえは作ってしまった。この叫び、この苦しみ、たった今も、この火の中で死んでいく生命の、苦痛と恨うらみの鎖は、どこへ逃げようとも、わたしをけっして離しはすまい。

　わたしはこの国を守り、人を守る、そのために生まれ、生きてきた。おまえは、そのわたしの今までの生を、否定せよというのか、睦月。

　おのれ一人が務めから逃れるために、これまで守ってきた人の命を、安あん寧ねいを、何百と踏みにじって省かえりみるなと言うなら、おまえはもう、わたしの従者ではない。わたしの知っていた、玄くろ塚つか睦月ではない。おまえは」

　指先をわななかせながらも、多華は、きりきりと大きく弓を引き絞った。

「おまえは、わたしの滅めつすべき、――魔だ」

　一瞬のあいだ、睦月は動かなかった。

　次の瞬間、それまで動かなかった轟ごう雷らいが、轟ごう然ぜんと身を起こして、毘び沙しや門もんの大刀を振りかぶった。

　大きく広げた睦月の両りよう袖そでに、黒い暗あん器きがすべり出るのがはっきりと見えた。

「斬きれ、レギーネ！」

「睦月……！」

　多華の手が離れた。

　弓ゆみ弦づるが高い音を立てた。

　放はなたれた矢はまっすぐな光となって飛び、吸いこまれるように、睦月の胸に収まった。

　轟ごう雷らいは止まっていた。レギーネが斬きりつけるまでもなく、巨大な武者人形は、刀の柄つかをにぎったままの姿で停止していた。

　暗あん器きが、澄んだ音をたてて灼やけた瓦かわらに転がった。

　その必殺の武器が、自分が矢を放つ一瞬まえに、放たれることなく袖そでから落ちたのを多た華かは見てとっていた。

　轟雷の動きが、ただ攻撃を誘うための、振りにすぎなかったことも。

「むつ、き」

　睦む月つきは、かすかに笑っているようだった。

　主人から射こまれた矢を、まるで主人そのものであるかのように、愛いとしげに抱くような仕草をして、そのまま、ゆっくりとその場に崩れおちた。

　轟ごう音おんとともに、屋根が焼け落ちた。

　崩れた瓦と梁はりとともに、睦む月つきの姿は、炎と煙の渦うずに呑のみこまれて見えなくなった。

　動かないままの轟雷がぐらりと傾き、まるで巨船が海へと沈むように、作り手の後を追って、炎の海に沈んでいった。

「……睦月！　睦月ぃっ！」

「危ない、よすんだ」

　からりと弓を捨てて走り出そうとした多華を、後ろからクリスティーナが抱きとめた。



    

  
    
      



    

  
    
      「もうどうしようもない。ここもすぐに焼け落ちる。こっちへおいで、多華。レギーネにつかまれば、脱出させてくれる」

「いや！　いやだ！」

　強い腕うでに抑えつけられながら、多た華かは泣き叫んだ。子供のころでさえ、泣いたことのなかった多華だったのに、涙は血のように止めどもなく、いくらでも流れた。

「わたしもあそこへ行く！　睦む月つきと行く、睦月と行くんだ、睦月といっしょに……」

　いかせて、と言ったのか、しなせて、と言ったのか。

　やがてその身体からだは、ぐったりと力を失った。クリスティーナは気を失った少女の顔を痛ましげにちらりと見て、レギーネを呼んだ。

　やがて、誰もいなくなった大屋根の上を、今度こそ、火か焔えんと炎とが支配した。



　　　５



　――十月二十九日の夜、衣え紋もん坂ざかの豚肉料理屋鉄てつ五ご郎ろう宅から出火したとされる火災は、おりからの風に乗ってあっという間に燃え広がり、そこから北西に位置する港みよ崎ざき遊ゆう郭かくを、ほぼすべて呑のみつくした。

　さらに、南に変わった風にあおられて火は衣紋坂づたいに海側の居留地まで燃え広がって、関かん内ない通りのある中央部から日本人居住区に至る広範囲の土地を舐なめつくした。数多くの建物が焼け落ち、体制をととのえかけていた横よこ浜はま居留地は、大打撃を受けた。

　唯一の出入り口である大おお門もん方向から炎が押し寄せた遊郭周辺は特に悲惨な被害を出し、遊女や客を含め、死者は四百数十人に及んだ。追いつめられて掘割に飛びこんだものも、ほとんどの者は暗くら闇やみの中で水に呑まれ、あるいは炎に炙あぶられて溺おぼれ死んだ。

　殷いん賑しんをきわめた廓くるわ街まちは一夜にして煙をあげてくすぶる瓦が礫れきの山となり、命からがら逃げ出した者の話では、熱の中で死にきれずに呻うめき泣き叫ぶ声や、炭のようになった死し骸がいがそれでも逃れようとあがく、焦しよう熱ねつ地獄の光景が見られたとのちの世に言う。

　中には、煙に頭をぼやかされてのまぼろしか、巨大な猿の化け物が壁をたたき壊して、人間を次から次へと堀に投げ込んでいたと言う者や、銀色の翼を広げた小さな影が、人間のようなものをかかえて燃える屋根の上を飛んでいったと主張する者もいたが、そうしたことはすべて、火事で気が動転したがゆえの、世よ迷まい言ごとと片づけられた。夢ゆめ幻まぼろしなどにかまっていられるような、そんな悠ゆう長ちような態度をとれる事態ではなかったのである。

　そして大火の波紋は、ここにも広がっていた。

　神か奈な川がわ近くの、跡あと部べ家の出屋敷である。足音荒く廊下を渡ってきたのは、赤あか羽ばね莞かん爾じ、赤羽家の当主であり、現当主の跡部多た華か女めの後見を自任している男である。今回の事件の中心にいたはずの姪めい、多華に、この不始末の弁明をさせようと思っていた矢先、その多華から直接、母おも屋やの大座敷に出るようにと呼び出しを受けたところであった。

「あの生意気な小娘が。何を考えている」

　障しよう子じに手をかけ、吐き捨てる。

　まさか大火の原因まで多た華かに着せないまでも、その被害を食いとめられなかったことに関して、彼は非常に腹を立てていた。

　今回、多華が護衛すべく依頼されていた異人ドーメンは助かっているのだから、最低限の任務はきちんと彼女は果たしているのである。

　しかし理不尽な話ではあったが、この大火がこれだけ大規模な事件となり、神か奈な川がわ藩を通して幕府からのそれとない叱しつ責せきも受けたとあって、莞かん爾じは不満でたまらなかった。

　彼としては、ドーメンを守護し、それによって幕府側にも、しだいに勢力を伸ばしてくる外国勢力側にも、両方にむかって恩を売っておく腹づもりだったのである。しかし、ドーメン氏を助け出したのは結局、たまたま楼ろう内ないにいた別の日本人青年であったことがわかり、ドーメン氏の感謝はそちらのほうへ移ってしまった。

　大火の責はむろん、跡あと部べ家がかぶるものではなかったが、それでも、当然受けられるべきと思っていた報ほう償しようと賞賛が、名誉としての意味でも、また金銭的な意味でも、大きく傷つけられたのは、莞かん爾じにとっては我慢のならないことだった。

　大火の中で多華は、付き人であった玄くろ塚つか睦む月つきを亡くしたとも聞いている。玄塚家の当主も炎の中で死んだとか、いい気味だ。このごろあの一族の動きはどうも不穏だった。ついでにあの小娘も焼け死んでいてくれれば、と苦々しく思わずにはいられない。

　そうすれば、いちばん近い血縁として堂々と跡部の当主の座に座り、さらに強い実権を握ることができる。あのいまいましい青しよう野のの滋しげ人ひとに、婿として割りこまれるような隙すきも、作らずにすむ。すべてがうまく行くというのに、あの小娘が生き残ったせいで。

　まったくもって、いまいましい。

「入るぞ」

　すらりと障しよう子じを開けて、中に踏み込み、莞爾はその場で固まった。

「な、何だこれは。何をしている、多華」

「――遅いぞ、赤あか羽ばねの当主」

　そこに、彼女がいた。多華が。

「早く席につけ。皆、もう揃そろっている」

　だが、それはもう、彼の知っていた無口で内にこもりがちな少女ではなかった。

　一段高い当主の座に、当主にのみ許された金きん襴らんの座布団を敷いて座り、まっすぐに頭をあげて、真正面からおじを見据えている。

　その瞳ひとみはまるで黒い刃やいばだった。たった一目で、心臓の奥底まで貫つらぬきとおされたような感覚に、莞爾は思わずよろめいて柱につかまった。

「い、いったいどうした。何があったのだ、多華、これは」

「早く座れと言っている」

　ぴしりと多華は言った。

　莞爾は喉のどを締めつけられたように感じて、うっと呻うめいた。

　十五歳の少女の気迫ではなかった。上かみ座ざに座った小柄な巫み女こ姿の少女から、まるで清せい冽れつにして剛たる滝のような澄みきった気が、おそろしい勢いで吹きつけてくる。

　莞かん爾じはふらふらと、ひとつだけ空いた座についた。敷くものは何もない。滋しげ人ひとが隣にいて、青い顔をしていた。今来たばかりの莞爾はじめ、跡あと部べ家とその一統の主おも立だった者たちのほとんどが、ぴたりと両手をつき、蛙かえるのように這はいつくばって、脂あぶら汗あせを流していた。

「皆、そろったな」

　淡々と多た華かは言った。

「――黄きノ原はら家当主、清せい軒けん。前に出よ」

　下しも座ざの隅すみで、必死に頭を畳にすりつけていた清軒は、ひっと喉のどを鳴らして頭をあげた。

「わたしは、港みよ崎ざき遊ゆう郭かくの火事の中で、玄くろ塚つか家当主典てん膳ぜんより、黄ノ原と玄塚が共謀し、わたしを謀ぼう殺さつしようとした上で、あの火を放はなったと聞いた。真実まことか」

「ご、ご、御当主」

　清軒はかっかっと喉を鳴らし、だらしなく腰を落としてじたばたとあとずさった。

「なんでわたくしが、何でわたくしがそのようなことをいたしましょう、わたくしは、あなたの母はは御ごの莢さや子こさまの侍じ医いでございますぞ。おおかた玄塚のがわたくしを引きずり込もうと、死に際ぎわに大おお嘘うそついたのでございましょう。

　わたくしの手と治療がなければ、莢子さまはとてもここまでお命永らえることはできなんだでしょうに、そのわたくしが、なんでそのような大それたことを」

「そうか。では、ここにある、この薬を服のんでみよ」

　わきに置いてあった小箱から、小さな吸い飲みを取りあげる。中に入った、黄色く濁にごった液体を見て、清軒はああっと小さな叫び声をあげた。

「これはおまえがわたしの母に飲ませていたものだ。今朝、前もって中身を取り替えせておいた。おまえの言うことが真実ならば、身の証あかしとして、この薬、今この場で口にしてみよ。口にしたならばおまえの言葉、信じてもよい」

「そ、そ、それは」

「服めぬか」

　どろりとした薬を手にのせて、多た華かは言った。

「ならば良い。わたしが服んでみよう。効果さえわかれば、わたしはそれで良いのだ」

　そう言うと、多華は見るからに毒々しい液体を口に運び、無造作に流しこもうとした。

　とたん、清軒が奇声をあげて飛びあがった。

　周囲のものがあわてて止めようとするのを蹴けりつけ、振りはらい、多華めがけて突進する。その手に、何かの切っ先がきらりとひらめくのが誰の目にもはっきり見えた。

「慮りよ外がい者もの！」

　はげしい一いつ喝かつが飛んだ。

　清軒はぎゃっと悲鳴をあげ、その場に投げ出されるように跳ね飛んだ。柳やなぎ刃ばの手術刀がきらきらと畳をすべった。

　多華は薬を投げすてると、足早に清軒のそばに近づいた。

　周囲の者が集まって、おそるおそる顔をのぞき込んでいたが、多た華かが来ると、蒼そう白はくになった顔をそろってあげた。

「死んでおります」

　どうやら、失敗を悟さとると同時に、毒を含んだようだった。ゆがんだ口元から泡を吐き、渋しぶ紙がみ色の指で空をつかんだ死にざまは、すでに人の顔ではなかった。

「座が穢けがれた。取り片づけよ」

　それだけ言って、多た華かは背を向けた。そのまま座敷を出ていこうとする。

「お、おい、待たぬか、多華！」

　畳にへばりついて唸うなり声をあげていた莞かん爾じが、力を振り絞って呼びとめようとした。

　多華は出かけた足を止め、わずかに振り返った。

「跡あと部べの者を呼び捨てにするか、赤あか羽ばね」

　莞爾はひい、と言葉をとぎらせた。

「わたしは、正統な跡部の当主だ。それを忘れるな、赤羽。歳としはいくつであろうとも、赤羽が跡部を軽んじることは、今後許さぬ、そう思え。それから、青しよう野のの滋しげ人ひと」

「う、うあ」

　すでに滋人は返事をする気力さえなくしていた。まだ青い小娘だと見くびっていた相手だったが、いま目の前に立っているのは、女神のごとき威と力をまとう、まばゆいばかりの幼い女帝だった。

「わたしはいずれ、おまえの子を産むだろう。おまえの力は確かにもっとも強い」

　あっさりと多華は言った。

「だが、だからと言って、おまえがわたしにとって何か意味を持つなどと思うな。

　わたしはおまえの子を産む、だが、けっしておまえの妻にはならぬ。わたしは跡部の当主だ、それ以外の者にはけしてならぬ、これまでも。この先も」

　滋人はがたがた震えるばかりで、顔すらあげられぬようだった。

　多華は清せい軒けんの骸むくろの周囲におそるおそる集まる人々を一いち瞥べつし、静かに、座敷を出た。





「用はすんだのかい？」

　ひとり庭の木こ陰かげを歩く多華に、低い声がかかった。

「はい」

　かすかに笑って、多華は上を仰ぐ。

　青々とした松葉のあいだに、微笑ほほえむ緑の瞳ひとみがあった。

　長い脚あしを振って、身軽に飛び降りてくる。黒いインヴァネスと背高帽シルクハツトに続いて、銀髪にドレスの少女が、小鳥のようにとんと降り立った。

「またいずれ、何か動きがあるでしょうが、あの大火の後始末のうえ、清軒のあの死にざまを目の前で見ては、赤羽のおじもしばらくは何もできないでしょう。そこまでの度胸のある人ではありませんから」

「変わったね、多た華か」

　クリスティーナは静かに言って、そっと少女の髪に手を添えた。

「いや、変わったのではなく、本来の君に戻った、というところかな。あの炎の中で、君はまとわされていたものを脱ぎ捨て、真の姿になった。代償は計り知れないものがあったろうが、君は、生まれながらの女王としての自分自身を取りもどした」

　多華は応こたえず、少しうつむいて橋の下の泉水を見つめた。赤い鯉こいの泳ぐ池は、よく二人で――彼とも、眺めた場所だった。

「港みよ崎ざき遊ゆう郭かくは、ほぼ全焼らしいね」

　ゆっくり歩く多華の後からついていきながら、クリスティーナは言った。呼吸をはかるように、その声は低く、彼女にはめずらしくゆっくりと言葉を選んでいる。

「まだ熱気が残っていて、なかなか調査の手もまわらないそうだ。遺体の回収も、まだまったく進んでいない。もちろん、黄ウオン夫人らしき死体も出てきていない。彼の、も」

「……そうですか」

「泣かないんだね。泣いてもいいんだよ、ここでは。誰も見てはいないから」

「涙を流すような心は、みんな燃えてしまいました。あそこで」

　呟つぶやくように、多た華かは言った。

　睦む月つきに向けて矢を放はなったとき、そして、その矢を抱きしめるように睦月が落ちていったとき、自分のいちばん大切な一部は、あそこで彼といっしょに火の中で燃えつきてしまったのだと、多華は感じていた。

　ここにいるのは睦月といっしょに死んだ多華の、その残り物。跡あと部べという血筋のために生き残ることを選んだ人間。涙もなければ、血も、情けも持たない。

　そんなものはみんな、あの燃えさかる炎の中に置いてきてしまった。

「辛つらいのかい、多華」

「いいえ」

　小さくかぶりを振って、多華は微笑ほほえんだ。

「心を持たない者は、苦しんだりはしません。ただ、これからどうすればよいのか、考えるだけです」

　クリスティーナは小さく息をついた。

　穏やかな顔で微笑む少女を見ながら、その目は、瀕ひん死しの病やまいの床にある者を見るように痛ましげだった。

「そんな顔をなさらないでくださいまし」

　黙ったまま、沈痛な顔で自分を見つめる男装の魔術師に、多華は言った。

「わたしは、これでいいのです。ほかに、どのような途みちもありません。わたしは選び、そしてここにいます。わたしという存在はただ、跡部と、その血筋によって人の世を守るためにあります。悲しみも、哀あわれみも、意味はないのです。誰からのものでも」

「わたしはあなたを哀あわれんだりしないよ。ただ、少し悲しいだけだ」

「では、その悲しみはここへ置いていってくださいまし。わたしにはもう、感じることができないものですから」

　多た華かはそっと手をあげて、背の高い魔術師の白い頬ほおを両手で包むようにした。

「……いつか」

　囁ささやくように、彼女は言った。

「いつか、あなたの心が凍りつきそうになったときに、わたしは助けを送ります、クリスティーナ」

「多華……？」

「今のわたしのように、あなたが、流す涙も失ったりしてしまわないように」

　と多た華かは続けた。彼女に流れる予見をこととする赤あか羽ばねの血が、何かを告げたのかもしれなかった。あるいは、未来視さきみのために眠らされ続けた母が、娘にだけ聞かせるように告げたあの奇妙な言葉が。

「わたし自身でなくても、わたしが信じる別のだれかを。

　きっとあなたはお喜びにはならないと思うけれど、でも、わたしが地上で唯一お友だちだと思うお方に、幸福であってほしいと願うことはだれにも止められませんから」

「私のことを、友だちだと思ってくれるのかい」

　クリスティーナは少し皮肉げに唇くちびるを曲げた。

「それはまた随分、株を上げてくれたものだね。けれど、私がほんとうにペテン師のひどいろくでなしで、魔術師なんて嘘うその皮で、この格好だって、他人を騙だますための扮ふん装そうだったとしたらどうする気だね？　世間の人はたいていそう思っているようだけれど。

　そう、たとえば、もし私が君にここでキスをするとして、君は私を女だと思っているかもしれないけれど、それだって実は嘘で、実は女の皮をかぶった男だったりしたらどうするのかね？　君の大事な初めてのキスを、こんな、わけのわからない外国人なんかに、奪われたっていいものだろうかねえ」

　花の開くように、多華は笑った。

　黒い瞳ひとみに、挑戦的な、かついたずらっぽい光がちらりと走った。

「――望む、ところです」





　陽ひはとうに沈んでいたが、焼け跡となった廓くるわ町まちではまだ、消えきらない火があちこちで燻くすぶりつづけていた。

　埋うずみ火びの熱を半面に感じながら、彼はうっすらと目を開いた。

　――ああ。まだ、生きている。

　感じたのは軽い絶望と、それももう、すぐに消えるだろうという、同じほどかすかな喜びだった。

　胸に射こまれた矢は、先が柔らかい銀に取り替えられていたせいで、骨に当たって心臓をそれた。そうでなければその場ですべてが終わっていただろうに、たまたま、矢が人のためのものでなかったために、まだこうして命を永らえているのだった。

　かすむ目をあげると、頭上に、黒くすすけた骨組みと魁かい偉いな仮面の顔が見えた。轟ごう雷らい、と胸の中で呟つぶやく。作り手を追うように火に沈んだ鋼鉄の武人は、炎の中でも、彼をかばうように上におおいかぶさって、熱と煙から逃れさせたらしかった。

　そんなことはしなくてよかったのに、ともう出ない声で呟く。主人に魔と名な指ざされ、手ずから矢をこの胸に打ちこまれたとき、自分の生命は終わったのだ。

　もう、何もない。

　残ったかすかな意識も、流れ続ける血とともに、どこかへ流れ去っていく。

　がさりと音がした。鼻をすする音が聞こえ、「おっ」と嬉うれしそうにだれかが言う。

「こいつ、なかなかいい服着てやがるじゃねえか。汚れちゃいるがそう焦げてもいねえし、こいつは、いいめっけもんだぜ」

　火事場に集まってくる、泥棒どもの一人らしい。火事場の混乱や焼け跡の荒こう廃はいをいいことに、あちこちさぐり回って死体の金品を集めたり、衣服を剥はいだりする輩やからだ。

「と、まだ息があるのか。まあいいや、どうせ放ほうっといても死ぬだろうしな。わっ、こりゃなんだ」



    

  
    
      



    

  
    
      　頭上にそびえる轟雷の残ざん骸がいに、頬ほつ被かぶりの影がびっくりしたように飛びのき、

「なんでえ、ただの造りもんかい。脅おどかしゃがって、ちっ、こっちへきやがれ」

　肩をつかんで引きずり出そうとする。

　――うるさいな。黙って死なせてくれないか。

　そう思った瞬間、

「わっ、な、なんだてめえ……ば、化け物、ばけも」

　あとはごぼごぼとこもったような音になった。ややあって、ぱさり、と死体にしては異様に軽い音が地面に落ちる。

　獣じみた荒い呼吸音が聞こえ、焼けただれた顔が、ぬっと彼の前に突きだされた。

『まだ、息があるか』

　焦げた枯れ木のようなその顔は、しわがれた声でそう言った。たった今すすった男の鮮血が、まだ点々と地面に滴したたっていた。黒こげの顔はもはや目鼻立ちもわからず、白い牙きばばかりが、血の滴しずくを伝わせてぎらぎらと白い。

『主人に捨てられたか、玄くろ塚つかの者。裏切りを見破られ、捨てられたか』

　しゅうしゅうと音を立てながら、怪物は血なまぐさい息を吐いた。

『ならば、わらわと来るがよい、玄塚の者。わらわが血を受け、わらわが子ゲツトとなれ。この男一人の血では、とうてい足りぬ。そなたはわが子ゲツトとして、死の先の生、永遠の生命を生きよ。そして、復ふく讐しゆうするのだ、そなたを殺した者に。あの、跡あと部べの血に、そして〈聖なる血セイクリツド・ブラツド〉の者、あの、〈パラケルススの娘〉に』

　復讐？　誰に、としだいに混こん濁だくしはじめた意識で、彼は思う。

　いったい、誰に復讐するというのだ。生み捨てさせたくせに自分を利用した、父親にか。金を積まれてすぐさま自分を引き渡した、母親にか。自分を縛りとおした、跡部と、四家の者たちか。それとも……

　それとも。

　ざらざらの手が顎あごをつかみ、首をのばさせる。ひやりとした感触とともに吸血鬼の牙がすべり込んでくるのを夢のように感じながら、玄塚睦む月つきは、ただ一人守りたかった少女の笑顔を瞼まぶたに追って、生きた人間としての、最後の涙を流した。





「へえ、アメリカへ？」

「はい」

　馬ば車しや道みちの下しも柳やなぎ写真館は、類るい焼しようは免まぬかれたものの、さすがにあれだけの大火事の後とあって、ほぼ開店休業の状態だった。

　従業員のほとんどは自分や親類縁者の家の後かたづけや火事見舞に忙しく、館主の蓮れん泉せんもどこやらお顧とく客いのところへ出かけて行ってしまって、今の店番は一番弟子の七しち十じゆう郎ろうと、一番したっぱの忍しのぶしかいない。

「岩がん亀き楼ろうから助け出した異人さんの中にアメリカ人の新聞社の特派員って人がいて、その人が、僕が描いた胡こ蝶ちようの舞の画えをとても気に入ってくれたんです」

　椅い子すにちょこんと座った多た華かと、そばに立ったクリスティーナの衣装や光の当たり具合を注意して直しながら、

「それで、あちらで雇ったボーイがこちらで結婚してしまって帰らないと言うので、代わりに、僕がその席に入ってくれないかって。僕なら写真もなんとか撮とれるし、英語もまあ、そこそこだし、スケッチも、日本人が描いた絵だというと珍しがられてずっといいんだそうです。助け出したことの感謝もこめて、あちらでも自分の新聞社で、見習いからでよければ使ってくれるって約束してもらいました」

「それはよかった。で、行くのかい」

「はい」

　立ちあがって全体の具合を確かめながら、忍しのぶは強くうなずいた。

「あの火事の中で、いろんな信じられないようなことを見て。必死になって異人さんたちを外へ放ほうりだしながら、頭の中でずっと考えてました。

　野次馬根性、いいじゃないか。俺はいろいろなものが見たいし、やってみたい、日本以外のいろんなところへ行って、もっといろんなことに首をつっこんでみたい、ってね。

　断る理由はありませんでした。あの銀の釘くぎも、二本になっちゃったけど、売ったらしばらくは向こうでもやっていけるくらいのお金になりましたし」

「君の未来に乾杯。結局、好奇心は猫を殺さなかったわけだね」

　軽く杯さかずきをかかげる仕草をしてみせて、クリスティーナは笑った。

「で、君の友だちのあのミスター・サムライはどうするのだね。彼もいっしょに、アメリカへ行くのかい」

「いえ、館たて岡おかさんは、日本に残るそうです」

　そう答えた忍は、やはり少しばかり寂しそうだった。

「俺も誘ってはみたんですけど。『おはんが外から日本を見るなら、俺おいは内から、この日本がどう変わっていくのか見届けたか。二人で、内と外から見わたせば、この先日本がどうあるべきかも、もっとわかりやすうなるかもしれんたい』って」

「なるほどね。見事な、サムライらしい考えだ。彼の未来にも、乾杯だね」

「おーい、用意ばできたかの？」

　隣の部屋で薬液の準備をしていた七しち十じゆう郎ろうが顔を出した。準備のできた感光板を手に、さっと入ってきて素速くカメラにさしこむ。

「早うせんと蓮れん泉せん先生が帰ってくるとぞ。まあ、今日は一日歩きまわらにゃならんとぼやいとったから、そう急ぐこともなかろうが」

「ああ、わかったよ、サムライ君。多華、どうだね、格好はそれでいいかね？」

「あの……わたし、よくわかりません」

　多華は大きな洋式の椅子に座らされて、もじもじしていた。

　こんな椅子に座るのも、写真などと言うものを撮られるのも、生まれて初めてなのだ。目の前に置かれたダゲレオタイプの大きな写真機は黒光りしててかてかつやつやして、何か、得体のしれない異国の魔法の産物のように映る。

「あの、写真を撮とると、その中に魂たましいをとられてしまうとか聞いたのですが、本当ですか」

「君、馬ば鹿かなことを言っちゃいけない。君のように聡そう明めいな女性が、そんな巷こう説せつにまどわされているなんて意外だね。さ、ちゃんとして、あちらを見て。ちょっとの間じっとしていなきゃいけないが、ここのカメラは最新型だそうだから、なに、ほんのしばらくだよ」

「椅い子すのお嬢さん、もうちょっと異人さんのそばへ寄ってくれんかの」

　カメラの黒いかぶせ布から頭を出して、七しち十じゆう郎ろうが注意した。

「それから櫻さくら井い、お嬢さんの側がわの灯あかりをもうちょっと強うして、下へ下げちょくれ。目の下に影が入って、暗くなっちょる」

「はい」

　忍しのぶはさっと走って、スタジオを明るくしている石油ランプを調節し、全体に均等に光が当たるように、注意深く傾きを調節した。

　ふと手を止めて身をかがめ、うつむいている多た華かに、小さな声でそっと囁ささやく。

「あの、君のそばについていた人、――その、気の毒だったね」

　多華が、え、と驚いて顔をあげたとき、忍はもう、準備できましたー、と呼びながら七十郎のほうへ戻ってしまっていた。

「よーし、それじゃ撮るかの。そうじゃ、櫻井、どうせならおはんが撮ってみるがよか。いい機会じゃ、アメリカへ行く前祝いに、腕試しでやってみい」

「え、俺がですか。まいったな」

　それでも忍はうれしそうに、七十郎に代わってかぶせ布の下へもぐり込んだ。慎重にピントを合わせ、よしっ、と明るい声をあげた。

「それじゃ、撮るよ。いいかい、頭をあげて、こっちを見て――じっとして！」



    

  
    
      


　　終　幕Epilogue





　カタン……カタン、と先刻から小さな音が続いている。

　音の主ぬしは、小さな、木と金属で精巧に作られた武者人形だった。

　ほんの手のひらほどの大きさしかないが、魁かい偉いな顔は迫力に充みち、まるで生きたもののようだ。大刀を抜き、鎧よろいをさばいて、なめらかな動きで見事な演えん舞ぶを披ひ露ろうしている。

　漆うるし塗ぬりの文ふ机づくえの鏡のような表面が、からくり武者の舞う姿を逆さの影に映している。

　燭しよく台だいの火が、揺れた。

　からくり武者は演舞を終え、コトリ、と音を立てて、刀を収めて机の上に膝ひざをついた。

　老女は、長いあいだ、身動きもせずにそれを見つめていた。

　皺しわぶかい指の下には、薄茶色に変色した、一枚の古い写真が広げられていた。大きな椅い子すに、どこか不安げな表情で腰かけた巫み女こ姿の、黒髪の少女と、長いインヴァネスをまとった長身金髪の外国人が、並んで写っている。

　小さなため息が漏れた。彼女が、他人の前では決して見せないものだった。

　重ねた年月が、なめらかだった指をすっかりざらついたものにしてしまっていた。老女はまるで傷つけるのを怖おそれるかのように、そっと写真を撫なでた。セピア色の画面の向こう、ずっと昔、遠い時代の記憶が、いまだに不安げな顔をして、そこにいた。

「御当主様。お寝間のご用意が整いました」

　次の間から低い声がかかった。

「いま、行く」

　彼女はそう答えて、そっと人形を取りあげ、わきにあった桐きりの箱にしまった。

　写真も同じく箱に収め、紫の紐ひもを結んで、文ふ机づくえの一番下の引き出しに、大切に収める。

　机の端に手をついて、立ちあがろうとしたとたん、ふいにその足がよろけた。

　がくりと膝ひざが落ち、畳に手をつく。支えようとした肘ひじが崩れて、上体がずるずると床にすべり落ちた。

　文机の上の筆ふで筒づつが激しい音を立てて倒れた。

「御当主様？　どうなさいました、御当主様！」

　あわただしい声が近づいてくる。

　かすんでいく視界に、老女は揺れる燭しよく台だいの炎を映していた。炎は広がり、きらめき、時を超えて燃えた。あの日、あの夜、紅ぐ蓮れんに燃えて燃えつくした、あの焔ほのおの海……





「――あれ？」

「どうなさいましたの、兄さま」

「いや。今、何か、ちょっと」

　不思議そうな顔で目をあげた和かず音ねに、遼りよう太た郎ろうは生返事で答えた。

　祖母とクリスティーナの古い写真を眺めているうちに、なにか、妙な感覚に襲おそわれたのだ。心臓がふと身震いしたような、耳の後ろが疼うずくような、奇妙に不安な感覚――

「……よく、わからない。気のせいかな。別に、なんでもない」

「おかしな兄さま」

　くすくすと和音は笑った。

　いつのまにか、銀磨きはほぼすべて和音の手で終わっていた。シシィは夢中でスプーン磨きに精を出し、小さな膝ひざにぴかぴかのティースプーンやスープスプーンを積みあげている。小鳥のリトルはスプーンの表面に映る影がめずらしいらしく、ちょんちょんと飛びまわって、首をかしげて伸び縮みする自分の姿に眺め入っていた。

　と、勢いよく玄関のドアが開いた。

「やあやあ、君のご主人が帰ってきたよ、愛いとしの従じゆう僕ぼくくん！　おや、姿が見えないね、またさぼりかな？　それとも、寝坊かな？　遅刻かな？」

「あらまあ、またお迎えにも出てこられてませんのね。ほんとにお勤めご苦労様ですこと、ねえ、クリスお姉様」

「うわっ、しまった」

　遼りよう太た郎ろうはまだ手に持ったままだった写真立てをあわてて炉ろ棚だなに置き、玄関に向かう。

「ちょっと、なんなんですか一体！　昼公演マチネーのあとで、伯はく爵しやく夫人のところへお茶に伺うかがうとか、あなた言ってませんでしたっけ、クリスティーナ!?」

「あら、それがご主人に対して使うものの言い方かしら、ねえお姉様。あのね遼太郎さん、伯爵夫人は急にご子息のことでご用がおできになって、お帰りにならなければならなくなってしまったの。それで、和音さんやシシィちゃんもお留守番だし、みんなでお家うちでお茶にしましょうと思って帰ってきたのに、なんですの、このお馬ば鹿かさんの態度は」

「あ痛っ！　だからって、なんで君が蹴けるんだよ、美み弥や子こさん！」

「ねえねえりょーたろー、またけられてるよ」

「そうねえ」

　ふふ、と笑って、和音はシシィの髪を撫なでる。

　わいわいと賑にぎやかな午後のモンフォーコン邸ていの風景を、炉棚の上のセピア色の写真が、だまってじっと見おろしていた。



    

  
    
      


　　あとがき





　ある日の（とても日にちなんて言えない）編集さんとの会話。



「あの××日まででなんとかなりませんか」

「いやそれはしかしあのちょっと。せめて○△日に」

「いやそれは無茶です。どうしても××日」

「いやだからちょっとそれは。なんとかじゃあ×□日」

「いやそれは」

「いやだから」

（以下略）



　そんな感じで今回の原稿は仕上がりました。

　いやあ。編集さんって大変なおしごとですね。

　……ってすいませんすいませんすいません次回からもうちょっと早く書きます反省してます本当にほんまです真剣です（平身低頭）



　そんなわけで毎度お世話になります。五ご代だいゆうでございます。

　今回のお話は前巻のあとがきで予告しましたとおり、クリスティーナと遼りよう太た郎ろうくんのお祖ば母あさまことたか女めさまとの出会いのお話になったわけですが、同時に、三巻にて登場のあの彼が、どうしてああなったかの事情を語る物語ともなりました。

　岸きし田だメルさまのイラストもますます冴さえ渡っております。ぜひご堪たん能のうくださいませ。



　ところでちょっと歴史にくわしい方ならお気づきのことかと思いますが、三巻でクリスティーナが「半世紀ぶり」とマダム・ニュイに対して言ってましたが、今回、四巻の舞台となった横よこ浜はまは、三巻までの時代から数えると、ちょっと時代がずれております。だいたい二十年から三十年くらいの幅でしょうか。

　今回、書き始めようとして資料を調べ始めて困ったのが、十九世紀末からきっちり五十年前だと、まだ日本には黒船も来てなくて、横浜はただの漁村にすぎないんですね（笑）

　しかしそれではあまりにも絵にならなさすぎるので、ちょっとここはパラレルワールドというか、おもしろさ優先といたしまして、少し時代を先へ進めております。

　年代としては、作中にて言及しております事件や風物から推測していただけると思いますが、だいたい一八六○～七○年代の時代背景と居留地風ふう俗ぞくがあちこち混ざっていると見ておいてくださいまし。ペリー来航が一八五三年、和かずの宮みや降こう嫁かが一八六一年、薩さつ英えい戦争が一八六二年、この巻の最終章で出てきた横浜大火は一八六六年の出来事ですので、まあそのあたりの年代だということで。

　クリスティーナの「五十年前」発言は……えーと……ま、まあ、長いこと生きてる人は二十年や三十年のずれくらい気にしないということでひとつ！　ね！（力説）



　今回のゲストの忍しのぶくんと七しち十じゆう郎ろうさんですが、忍くんはともかく、七十郎さんにはおどろかされました。あなた、変に出張るねと思ってたらそんな裏事情があったんですか!?　と作者もびっくりの大変身。

　どんな大変身ぶりかはまた本文を読んでいただくとして、えーと一応、薩さつ摩ま弁とかはなんとなく変でも勘弁してくださいとだけ言っておきます。うう。すいません近場に九州出身の人とかいなくて。もしかしたら微妙に土と佐さ弁とか混じってるかもしれないけど気にしないでくださいすいません地元の方々……



　それから二人が勤めていた馬ば車しや道みちの下しも柳やなぎ蓮れん泉せん写真館というのもモデルがありまして、正確には、下しも岡おか蓮れん杖じようという人です。パラレルだよー、というのを主張するためにちょっとだけ名前変えてみました。ささやかですが。

　現在の研究では彼より先にも日本人職業写真師はいたとされているようなんですが、日本の写真の黎れい明めい期にあってはまず、代表的な写真師の先せん駆くだったようです。派手でエキセントリックな性格でも有名で、こんな人の下で働いていてはさぞかし忍くんたちも大変だったでしょう。おもしろい人なのでもうちょっと出したかったんですが、結局、七十郎さんがすべてをさらっていってしまいました。まいった。



　さて、次巻からはまた時間が戻って、十九世紀末のロンドン、遼りよう太た郎ろうくんが主人公として、再びあやしい事件に巻きこまれていきます。

　このシリーズもおかげさまで巻を重ねてきまして、そろそろ話も中盤にさしかかってきたころ。道具立ても揃そろって、そろそろ大ネタも振れる時期となってきました。

　これからどんな展開となりますことか、クリスティーナは、遼太郎は、和かず音ねや美み弥や子こは、そしてあの人やあの人や今回出番ナシのバ（略）くんはいったいどうなるのか――

　ではどうぞ今後とも、ご贔屓ひいきによろしくお願いいたします！（最敬礼）
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　著者

　五代ゆう（ごだい・ゆう）

　　１９７０年生まれ。１９９１年「はじまりの骨の物語」（富士見ファンタジア文庫）で第四回富士見ファンタジア長編小説大賞を受賞し作家デビュー。代表作「〈骨牌使い〉の鏡」（富士見書房）「清明鬼伝」（角川ホラー文庫）「風と暁の娘　パンツァードラグーンオルタ」（メディアファクトリー）などがある。

　　ｗｅｂページＵＲＬ

　　http://www011.upp.so-net.ne.jp/godai/



　イラスト

　岸田メル（きしだ・める）

　　名古屋在住のイラストレーター。

　　好きな食べ物はラーメン、好きな髪型はみつあみ。

　　好きなテレビは教育テレビ。

　　ｗｅｂページＵＲＬ　http://maigo.jp/
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●株式会社メディアファクトリーＭＦ文庫Ｊ『パラケルススの娘４　緋袴の巫女』（２００６年６月30日　初版発行）に基づいて制作されました。



※本書の内容を無断で複製・複写・放送・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。



    

  OEBPS/nav.xhtml

    
      		
          序　幕
        




        		
          第一幕　月と女、少女と天使
        




        		
          第二幕　影と人形、鎖とお姫さま
        




        		
          第三幕　夢と楼閣、剣と屍者
        




        		
          第四幕　炎とからくり、生者と祈り
        




        		
          終　幕
        




        		
          あとがき
        




      


    
  

OEBPS/image/o_p051.png





OEBPS/image/o_p047.png





OEBPS/image/o_p155.png





OEBPS/image/o_p087.png





OEBPS/image/o_kuchie_02.jpg
ERTHOARKR
SREX HEEUIN
STHMIRED B8y

KB

S
QahY—he
exvBee ¥
E<ROAN

mwexEH wr
USRI
—ReIR¢HOTEY






OEBPS/image/o_hyoushi.jpg





OEBPS/image/o_p243.png





OEBPS/image/o_p075.png





OEBPS/image/o_p133.png





OEBPS/image/o_p199.png





OEBPS/image/o_kuchie_01.jpg





OEBPS/image/o_p173.png





OEBPS/image/o_p229.png





